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　竜の肋ろつ骨こつのアーケードの下には、今日も恋に悩む男女が長い行列を作っている。

　笑う骸がい骨こつ旗きのはためくここは、十字の街でも有名な骨占いの館〝骨ほね恋こい庵あん〟。




「おぉ……これは素晴らしい！」

　老ろう齢れいの骨占い師は、顎あごにもうもうと生はやした七色イソギンチャクを揺らめかせ、すべてを見通すような鋭い眼まな差ざしを、感かん嘆たんの涙に潤うるませて叫んだ。

「これほど最高の相性の雌し雄ゆうを見たのははじめてじゃ！　『接せつ吻ぷんしただけで子供が出来る黄おう金ごん相性』とは、まさにこのこと！　生きているうちに見ることができたとは、眼がん福ぷくじゃ……！」

　抑おさえきれない感激に男泣きし始める骨占い師の向かいで、ジークフリートは三つ目を瞬しばたたき、隣に立つ幼馴染おさななじみの恋人を見下ろした。

　優しい金茶色の髪をジークの贈り物で飾ったシェリルも、驚いたようにこちらを見ていた。

「やはり、俺たちの骨相性は最高だったんだな」

　ジークが微笑ほほえみかけると、シェリルは愛らしく小さく頷うなずく。

「ええ。すごく嬉しいわ……早く欲しいわね、あなたと私の、可愛い赤ちゃん」

「ならもう、魔法の勉強なんかやめて結婚式を挙げないか。石化した人間たちは、結婚してから直せばいい。――昨夜の口づけで、うっかり子供が出来てしまっているかもしれないし」

「えっ」

「三回もしただろう？　おやすみのキスを一回だけのつもりだったのに、お前がその可愛い唇くちびるで俺の名を呼ぶものだから――」

　シェリルの顔が、火がついたように赤くなった。

「……恥ずかしいこと言わないで」

　消え入りそうな声で呟つぶやき、シェリルは怒ったようにジークの金髪を軽く引っ張る。

　ああ、なんと俺の恋人は初うい々ういしくて、愛らしい乙女なんだろう。

　――返す言葉も胸に詰まって銀ぎん砂さになってしまうほどの愛情、とはきっと、こういうときめきのことに違いない。

「さあ、城に帰ろう」

　愛いとしい恋人の肩を抱いて、骨占いの館を出る。

　十字の街の最初の交差点を曲がると、そこには見慣れた魔王城の廊下が広がっていた。

　――骨相性も最高だし、シェリルは素直で可愛いし、これからの日々は愛と幸福に溢あふれた新婚生活になるだろう。

　ジークはそう思っていたが、その夜から異変は起こった。

　ジークの体調がすぐれなくなったのだ。

　体がだるい。食欲がない。

　月の出と同時にいつも目覚めていたのに、なぜか起きられない。

　やたらとイライラするし、無理して何か食べてもすぐに吐いてしまう。

「すまない、シェリル……。実は俺は、月の運行によって体調が悪くなることがあるんだ。月に一度、五日間くらいなんだが――。医師には、月げつ……、月ナントカ痛と言われたが、詳しい病名は忘れてしまった」

　ジークの告白に、優しいシェリルはとても心配そうな顔をした。

「まあ、大変だわ！　それも魔王になったせいなの？」

「たぶんな。だが気にするな、もう慣れたことだから。――うっ！」

　再び嘔おう吐と感かんに襲われたジークは、口元を押さえて息を止める。胸にせり上がる気持ち悪さをこらえ、肩で息をついていると、シェリルがそっと水を差し出してくれた。

「大丈夫？　お水は飲める？」

「すまない――ぐはっ！　腐くさった卵のような味だ……！」

「えっ。ただの水だと思ったんだけど――」

「違うシェリル、お前が悪いんじゃない！　俺の味覚がおかしいんだ。ああ、さっぱりしたレモンか、青いライムの果汁が飲みたい。ラエル――」

「待って！　私が作って持ってくるわ！　ちょっと待ってて」

　ジークにまずい水を飲ませてしまったことに心を痛めたらしいシェリルは、下げ僕ぼくの犬を呼ぼうとしたジークを止め、自みずから部屋を出て行く。

　ジークの寝室に戻って来た時には、粒々した果肉の浮いたレモンの飲料を持っていた。部屋にはすがすがしい香りが広がり、ジークはそれをすぐに飲み干した。

　甘酸っぱいレモン果汁は、まるで天国の飲み物のように喉のどを潤うるおしてくれた。

「美う味まかった。これでもう大――くっ！」

　笑顔を浮かべて、ジークはいつの間にか横になっていたベッドから抜け出そうとした。けれど突然のめまいに襲われ、視界が真っ黒になった。

「ジーク！」

　額を押さえて屈かがみ込んだ魔王を、悲鳴を上げたシェリルが全身で支えようとしてくれる。

「――ジーク、あなた重い病気なんじゃない？　私、お医者様を呼んでくる！」

「そんな大げさな……」

「大げさなんかじゃないわ！　あなたが心配なの……！　だって私、あなたがいなくなってしまったら、きっと切なくて、苦しくて、正気でなんかいられないもの……！」

　ああ、シェリル。それほどに俺を愛してしまったのか？

　滲にじんだ涙がキラキラと輝く若草色の瞳と、熱く見つめ合ったジークは、壊れそうに心臓が高鳴るのを感じた。

「すぐ戻るわ」

　抱きしめようとするジークの腕をすり抜け、シェリルは医師を呼びに行く。

　数分後にやってきたのは、頭にもうもうと七色イソギンチャクを生やした老齢の医師。

　すべてを見透かすような鋭えい利りな眼差しでジークを診察した老医師は、感動に両手の十じゆう六ろく指しを揺らめかせながら叫んだ。

「おぉ……これは素晴らしい！　ゴカイニンです！」

「……解任？　カイニン？　ああ、潰かい瘍ようの一種か」

「なんと、懐かい妊にんを知らぬのですか？　赤あか子ごが、おなかに二匹ほど出来ておるのですよ！」

　――赤子？　……俺のおなかに、赤子が二匹!?

　意味を理解した直後、ジークの胸に溢れた思いは、喜びだった。

　愛するシェリルとの間に、もう子供が出来た！　しかも二匹！　やったぞ……！

「シェリル！　俺たちの間に――え？　ど、どうした？」

　震えるほどの驚きと興奮を感じながら、ジークは枕元のシェリルを見上げたが。

　未婚の恋人の大きな目には、涙がたまっていた。

「……テーよ……」

　ふっくらした唇をわななかせ、なにやら呟いたシェリルに、ジークは眉を寄せる。不思議そうなジークを、シェリルはカッと目を開いて睨みつけたかと思うと、金切り声で叫んだ。

「男のくせにデキちゃうなんて、あなたサイテーよ！　子供を産むのは、女性の人生最大の楽しみなのに……！　あなたが妊娠しちゃったら、女の私の立場がないじゃない!!　しかも私たち、まだキスしかしてないのよ……！」

　叫ばれたジークは、あっと思った。

　――無ぶ用よう心じんに孕はらんでしまった俺のせいで、シェリルは女としての誇りも生きがいも喜びも、そしてキスより先の秘められた行為への淡い期待も、すべてを奪われてしまったのか？

　その悲しみと怒りたるや、想像するにあまりある。

「すまないシェリル！　俺はそんなつもりでは――まさか、おやすみのキスで妊娠するなんて思っていなかったんだ！」

「いやっ！　もうあなたなんか知らない!!　さよなら、一人で仔猫でもなんでも産んだら！」

「待てシェリル――!!」

　号泣しながら部屋を飛び出して行くシェリルを止めようと、ジークは思いきり腕を伸ばす。反動で、腹が引き裂けるように痛んだ。












「ぐはっ……！」

　激痛にうめいて自分の腹部を見下ろすと、いつの間にやら腹がパンパンに膨ふくらんでいる。それを認めた直後、下半身のあらぬ部分に強烈な違和感が起きた。

「な、なんだこれは？　何が起きている!?」

「おお、破は水すいですじゃ！　もう間もなくご出産ですぞ――ハイ、いきんで！」

「は、ハスイ？　しかしシェリルが――！」

　腹を押さえつつベッドから出ようとするジークを、老医師が馬ば鹿か力ぢからで押さえつける。

「いいから大きく息を吸い込むのですじゃ！」

「ミャー！　ミャアア！」

　どこからともなく可愛い赤ちゃんライオンの鳴き声が聞こえ始めた。

　もう生まれた!?

　――シェリルは、俺たちの仔を認めていないのに！　俺一人でどうしたらいい!?

　驚きにカッと目を見開いた瞬間、ジークの視界は真っ暗になった。

　身体は寝汗でぐっしょりだった。

　ドッドッドッドッ……狂ったように心臓が暴れる音だけが、聞こえてくる。

「ゆ、夢か……」

　暗闇で飛び起きたジークは額に浮かぶ冷や汗をぬぐい、恐るおそる、自分の腹を触さわってみる。

　……いつもどおり、まっ平たいらだ。ナニも、出来ていない。

　筋肉質の肌の手触りに、ホッとした。ベッドに目を凝こらしても、生まれたての二匹の仔猫たちもいない。いるのは、足元で丸まって眠っている黒ジャッカルのラエルだけだ。

「恐ろしい夢だった……。危うく、シェリルに捨てられてシングル……産んだのは俺だから、マザーだよな。不用意にも母親になってしまうところだった……。骨相性が最高だと、こんなふうに望まぬ妊娠をしてしまうこともあるのかもしれない。俺も気をつけないとな……」

　どこをどう気をつければいいのか分からないが、とりあえず、おやすみ前の口づけは危険なのかもしれない。……と考えかけて、それさえも自分の夢だったことに気づく。

「シェリルがおやすみのキスを許してくれている時点で、夢だったな。しかも三回もなんて。ありえん」

　現実世界のシェリルは、あんなに素直に甘えてくれたり、赤せき裸ら々らにジークへの愛を語ってくれたりはしない。すぐに恥ずかしがって、ジークの腕をすり抜けてしまう。

　そんな育ちがよくて内気な乙女のシェリルを、ジークは心から愛おしいと思っている。

「それに、時折腹痛で寝込むのは俺ではなく、シェリルの方だったし。――だが、どうせ夢だったなら、俺とシェリルの子供がどんなに可愛い顔をしているか、一目見ておけばよかったな……。男の仔だったのか、女の仔だったのか？」

　今眠れば夢の続きが見られるかもしれないと、ジークは布団を被って三つ目を閉じる。

「俺の仔なら、三つ目かもしれない。シェリルは怖がらずに仔育てしてくれるだろうか……？　二人いっぺんに生まれるのなら、一人は絶対に女の仔がいいな！　シェリルによく似た面おも差ざしに緑の瞳で、パパのことが大好きな娘が生まれてしまったら……。俺の人生は薔ば薇ら色いろだ。だがどんな子供が生まれたとしても、立派な父親にならなければ――」

　男の子二人だったとしても。あまりシェリルに似ていない、自分そっくりの、猫の仔二匹状態だったとしても。

　幸せな夢に身をゆだねたジークは、やがて静かな寝息を立て始めた。
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　カーデュエイルという古き名を聞いたことがあるだろうか？

　それは、ヴィーナスベルクと同じ、古い古い伝説……。

　流る浪ろうの民たみが探し求める永住の地。地の底にある楽園にして、魔界とも呼ばれる王国。

　そこは、眩まぶしい太陽はない代わりに、夜明けには東の空に美しい月が昇のぼり、星が天を飾り、夜には、大地の天てん蓋がいを隠すように優美なオーロラが躍おどる世界。

　あなたは夢みたことがあるだろうか？　そこには地上の貨か幣へいはなく、知らぬ者が見ればなんの変哲もない砂が流通し、人々は生涯に何度かは、己おのれの血と涙を売って生きている。

　……あなたは試してみたくないだろうか？　この王国を訪れて、自分の流した血と涙で、何が買えるのかを？

　広大な領地が買えるかもしれない。小さな骨の欠片かけらしか買えないかもしれない。あるいは、それさえ買えないかも。その悔くやしさが、あなたがこれから流す血と涙の色を変えるかも。

　王国の主あるじは三つの瞳をもつ巨大な獅子しで、その隣にはいつも美しい恋人の姿がある。

　ライオンと姫君の住まう城下町には、奇妙で自由な町並みが広がっている。

　十字の街。――太陽の照らす場所なら、大地の隅にまで国を作って無む尽じん蔵ぞうに増える人間たちもここにはあまり住んでいない。

　――人ならざる民に、地上にはあらざる理ことわりに支配された国。

　それゆえ、ここを魔界と罵ののしる人もいれば、楽園と呼び、生涯かけて探す人々もいる。

　……本当はどちらなのか？　それは、他人からは決して教えられないことだ。

　何も知らぬ旅人が、見知らぬ家々に胸をときめかせてこの町角を曲がれば、そこには豪ごう奢しやな館や華々しい商店が軒のきを連ねる。ここを魔界と忌いみ嫌う者が、不安と敵意にまみれて十字路を折れれば、そこには荒こう廃はいした町並みと、敵意に満ちた魔物しか現れない。

　――もう次の曲がり角が見え始めた。さあ、次はあなたが選ぶ番だ。

　求めて進むか、怖おそれて戻るか。

　傷ついた肉体が血を流し、心が絶望に涙を流してもなお、新しい未来が欲しいと願う者は、先へ進んでみるといい。次々に現れる魔物たちにも諦めずに進み続ければ、やがてあなたは見つけるだろう。気づくだろう。

　探し続けた、自分の価値を。




　カーデュエイルへようこそ。あなたの旅たび路じが楽しからんことを。
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　シェリルは素早く、廊ろう下かの最初の曲がり角を曲がった。

　魔王城の壁にそっと手を添そえ、派手な壁へき画がに目を奪われないように瞳は閉じて、魔力の痕こん跡せきをたどる。

「絶対に、この辺りにあったはず……」

　足音を立てないように、気け配はいを殺し、なおかつ素早く――。

「あっ」

　カーデュエイルの歴史が描かれた絵画の、魔物たちが宴うたげをしているらしい場面で見つけた。小さな魔力の裂け目――誰かが隠した、秘密の扉だ。

　シェリルは急いで扉を表す魔法の文字を描く。すると、青白い燐りん光こうを放はなつ扉の枠わくが、ぼうっと浮かび上がった。

「薄うすっ！　しかも、歪ゆがんじゃってるし」

　その上、境界線が二重になっている。魔法が上う手まくいくと、本来は白とも銀とも思える美しい光が溢れるのだけれど、この不気味な青白い光で歪んだ扉は何？

　二度に一度の確率で、異い空くうにでも繋つながっていそうな危険な扉だ。

「……やり直そうかしら？」

　この国の果物・野菜を毎日食べるようになり、壊かい滅めつ的てきだったシェリルの魔力も少しだけ強くなった。トゲだらけのパセリや、血のように真っ赤なエンドウに最初はびっくりしたが、ジークに「これを食べると老化が遅くなるんだぞ」とか「肌がつやつやになるんだぞ」と乗せられているうち、すっかり慣れてしまった。

　が、食べ物で魔力は上がっても、その使い方は自分の腕次第。

「シェリル様！　さっさと勉強部屋に戻りなさい！　手洗いなどと噓うそをついて逃げても無駄ですよ……！」

　さっき曲がった角の向こうの廊下から、ヒステリックな鬼教師の声が響いてくる。

　――もう時間がないわ。

　シェリルは青白い扉を開け、真っ暗な小部屋に飛び込んだ。

　急いで扉を閉め、ルーンを逆にたどって痕跡を消す。

　その場に膝ひざを抱かかえてうずくまると、耳を押さえて気配を殺した。

「隠れんぼなどしている暇ひまはありません！　愚ぐ鈍どんな人間のお后きさき様！　出て来て、さっさと残りの単語を覚えなさい！」

　角を曲がってこちらにやってきた鬼教師の声と足音が、シェリルの耳には、死の行進曲のように聞こえる。

　……ジークってば、どうしてこんな先生をつけたの？　私を苛いじめて高笑いしたかったの？

　そう邪じや推すいしたくなるほど、シェリルの家庭教師はスパルタだった。魔法にかける情熱と知識は確かに素晴らしいが、性格が人並みはずれている。

　――魔法の痕跡にも目ざとい先生は、この扉も見つけてしまうかしら？　そうしたら……。

　シェリルは震えて、ますます強く耳を押さえた。

「一時間に、たった百個の魔法を覚えろと命じただけなのに！　こんな簡単なこともできないなんて恥ずかしくないのですか!?　さあ、出てきてノウクイムシのお仕置きを受けなさい！」

　――そんなにたくさん、覚えられるわけないじゃない。

　外を歩いているだろう、巨大な玉ねぎそっくりの頭をした鬼教師に心の中で言い返す。

「わたくしが手て塩しおにかけて育てたこの『ノウクイムシ』を耳から入れれば、すぐにその不良品の脳みそを食い尽くして、機能性に優れた新しい脳を作ってくれますよ！　さあ、耳を出しなさい……！　くっくっく、人間の脳は愚おろかですが、赤あか子ごのように柔らかくて味は絶品だと、ノウクイムシたちも楽しみにしていますよ……！」

　声が一段と大きく響き、奇妙な虫の鳴き声がクウクウと聞こえる。ちょうどシェリルが隠れている扉の前を、鬼教師が通過しているようだ。

「ほうら、ノウクイムシもあなたの脳が食べたいと、切なく鳴いていますよ～！　虫たちを耳から入れれば、あなたもわたくしのように大きなタマネギ頭になって、明日から、百も千もの魔法を覚えられるのですよ！　さあお后様、出ていらっしゃい――」

　絶対、嫌。あんな頭になるくらいなら、死んだ方がマシ。

　吐く息さえも止めて、シェリルは鬼教師の足音が遠ざかっていくのを待った。

「……リル様ー……」

　どことなく嗜し虐ぎやく性のある魔法教師の声が、階段を上って消えていく。

　声が消えたあとも、ゆっくり十まで数え終わるまで、シェリルはじっとしていた。

「なんとか逃げ切ったわ……。ジークの馬鹿。いくら早く魔法を覚えさせて、結婚式を挙げたいからって、あんな怖い先生を――いたっ！」

　膝を抱えた姿勢から立ち上がろうとしたシェリルは、天てん井じように頭を思い切りぶつけた。

　飛び込んだ時は気づかなかったけれど、とても狭苦しい通路にいたらしい。

　辺りは少し埃ほこりっぽいが、空気はちっともかび臭くない。むしろ、高価なビャクダンのような芳かぐわしい香りが漂ただよっている。

「奥には何があるのかしら？」

　好奇心を覚えて真っ暗な通路を眺めまわしてみるが、あまりにも光が入らないため、何も見えない。シェリルは、いつも持ち歩いている魔力のこもった銀ぎん砂さを取り出し、手のひらに載せて明かりをつけてみる。

　ほんのり温かい熱を放はなちながら、銀砂がぼんやりと狭い回廊を照らし出した。

「もっと明るくしたかったんだけど……力加減って難しいわね」

　それでも一応、辺りの様子は見えるようになった。

　城の広大な廊下とは違い、何の壁画もない簡かん素そな石組みの壁が奥へと続いている。天井が低くてまっすぐ立つことが困難なため、シェリルは膝を埃で汚しながら廊下を進んで行く。

「あっ！　宝石だわ――！」

　ほどなくして、床の上に千ち切ぎれた宝石飾りが散乱し、怪あやしくきらめいているのを見つけた。

　一つを手に取ったシェリルは、光を乱反射する青い宝石にうっとりと見み惚とれる。

「これも、それも、全部最高級品だわ……すごい」

　天使の涙のような大粒のアクアマリンの、金具が壊れた耳飾り。ボロボロに割れたエメラルドの指輪。もし壊れていなかったら、王国ひとつでも買えてしまいそうな逸いつ品ぴんだ。大きなヒビの入った水すい晶しよう珠だまに、ばらばらに引き千切られたルビーのネックレス。黒くろ瑪め瑙のうと真珠の髪飾りは、明るい髪色の女性がつければさぞ映はえるだろう。

　それから、暗い情熱を示すような暗あん赤せき色しよくのガーネットの腕輪、黄こ金がね細ざい工くの首飾りのひとつは、ジークが色違いを身につけているのを見たことがある。

「ここ、王家の宝ほう物もつ庫こかしら？」

　シェリルは、更さらなる宝石との出会い――壊れていなければ最高――を期待して奥に進むと、しだいに通路の横幅が広がり、両側にずらりと女性の彫ちよう像ぞうが並び始めた。

　等身大の彫像だが、どれもこれも首がない。

　豪ごう奢しやな絹の織物を何重にも肩にかけていたり、贅ぜい沢たくな刺し繡しゆうを施ほどこしたマントを羽は織おっていたり。銀の帯をつけ、手首から肘ひじまでレースのついた美しいドレスを纏まとっていたり。

　衣装が形崩れしないように、彫像に着せて保存しているようだ。

　乙女の立像たちは、首がないおかげで低い天井に収おさまっている。

「綺麗な服なのに、どれも破れてる。もったいない……ため息が出るほど綺麗なのに」

　誰がこんな美しいものを、無残に破ってしまったのだろう？

　破れたドレスの彫像の足元には、金銀の短剣が無遠慮に突き立てられた細長い壺が三つ並んでいる。シェリルが柄つかに触ってみると、短剣が刺さった隙すき間まから、砂のようなものがさらさらと零こぼれ落ちてきた。

「砂？　もしかして、これも魔法の砂……？」

　所々にダイヤモンドのような美しい結晶の交じった銀砂に触れた瞬間、全身に魔力のさざなみが走るような気がした。

「これ……とても強い魔力を持っているみたい――」

　試しに魔法の明かりをつけてみると、銀砂はキラキラと輝き、通路中に配置してあったと思われる他の砂までもが、共鳴するように光を放ち始めた。通路の先からは、オルゴールが鳴る音も聞こえ始めている。壊れ気味なのか、少し音が飛んでいるけれど、美しい音ね色いろだ。

「すごい。特別の魔法の仕掛けを作っておいたのね……」

　誰が？　なんのために？

　首を巡らせたシェリルは、砂壺のすぐ隣に、宝物を護まもるかのように牙をむく小こ柄がらな有ゆう翼よくのライオンの彫像を見つけた。

　……ライオンに、砂の涙。

　となると、思い出すのは一人だ。

「ジークの涙、なの……？」

　シェリルがカーデュエイルに訪れる前に流した苦難の涙を、この部屋に隠しておいたのだろうか？

　こんなに強い魔力のこもった涙を流すなんて、どれほど悲しいことがあったのだろう？

　シェリルは大きく息を吸い込んで、首なし像のさらに奥へと進んだ。二十体ほどの像の間を通り抜けると、突然通路は広く、天井も高くなった。

　その先には、荒れ果てた、貴き賓ひんのための居間があった。

　天井から下がる水晶飾りのシャンデリアは壊れ、長椅子は切り裂かれ、テーブルの上に並んだ食器の残ざん骸がいは、高熱の炎に焼かれたようにドロドロに融とけて黒ずんでいる。

　壁かべ際ぎわには割れた姿すがた見みの破片が飛び散り、シェリルの手の明かりを反射して、無数の――呪いの言葉か遺い書しよのような文字を浮かび上がらせている。

「わ、れ……、……ナントカを、ナントカして……ナントカの最後まで……ナントカする？」

　シェリルは自分の単語力にため息をつき、一瞬だけ、ノウクイムシの魅力に思いを馳はせた。

「……でもやっぱり、玉ねぎ頭は嫌」

　触れると呪われそうな鏡はできるだけ見ないようにして、居間の奥に並んだ二つの扉のうち、右手の部屋に進む。

　部屋に入った直後、床から生はえた槍やりに行く手を阻はばまれた。

　まるで串焼肉シシケバブのように、女性の靴をびっしりと刺した槍が二本、交差しながら床に突き刺さっている。槍の奥には、執しつ務む用ようらしき大きな樫かしの机があり、真上には、大きな角つのを生やした鹿の首が飾ってある。

　――何もかもボロボロの部屋なのに、不自然なくらいあの机だけは無傷だわ。どうして？

　中の引き出しに、とても大切なものでも入っているのだろうか？

　確かめてみたいが、ここから先に進むにはあの槍を外はずさなくてはならない。でも……。

「この部屋のものに触ると、呪われるような気がするわ」

　十字の地下街で、好奇心に負けておかしな扉を開け、両手がタコになってしまった苦い思い出が甦よみがえり、シェリルは向きを変えた。朝から熱心に勉強しているはずの婚約者の手が、鹿の蹄ひづめにでもなっていたら、ジークはシェリルのことを手のつけようのない阿あ呆ほうだと思うだろう。

「あっちの扉を覗のぞいてみましょう」

　もうひとつの扉に近づくと、それには、扉自体に重い鎖くさりが幾いく重えにも巻きつけられ、南なん京きん錠じようがついていた。

　取っ手の鍵穴から奥を覗いてみると、女性の寝室のようだ。

　ゴブラン織おりに似た高級な壁飾りの布絵タペストリーの下がる部屋では、少し刃の反そり返ったナイフが、文字盤を持った月時計らしき箱に止とどめを刺している。

　そして部屋の中央には、無数の長剣が突き立った寝しん台だいがあった。まるで、鞘さやをなくした剣の山かと思うほどだ。

「あ！」

　シェリルが息を呑のんだのは、その寝台に、人の形を思わせる膨ふくらみがあったからだ。

　様々な角度の長剣が貫つらぬく上掛けは、まるで下に誰かの体を包んでいるかのような形をして、端からは繊細なレースの布地がちらちら覗いている。

「……誰か、殺されている？　それとも……ただの布の塊かたまり？」

　シェリルは、その上掛けをめくってみたい気持ちと、ものすごく怖こわい思いをする予感の狭間はざまで立ち尽くした。

　宝物庫とも見まがうほどのたくさんの宝石と、武器庫かと思えるほどの、抜き身の剣のある秘密の小部屋。

　ここは一体……何の部屋？

　不安に押されて、扉の鎖に手をかけてみると、錠前が大きな音を立てて外れた。

「きゃあ！」

　はじめから、錠はかかっていなかったようだ。

　落ちた錠前を見た時、ふと、シェリルが魔界に来た初日のジークの行動を思い出す。

　彼はシェリルのための美しい部屋に、拘こう束そく用ようの鎖を準備していた。

「もしかして、私を捕つかまえておくための部屋だったりしてね……」

　シェリルはそっと扉を開け、やたらと大きな寝台に近づく。足元にごろごろ転がっていた石の団だん子ごに躓つまずいて転びそうになった。

「もう！　――何これ？」

　よく見れば、それは団子ではなく、石化した小鳥たちだった。あちこちに落ちている。羽ばたいている小鳥、怯おびえた表情で鳴く小鳥、短剣に心臓を射抜かれた小鳥。恐怖からか、身を寄せ合ったままくっついた小鳥。

　ざっと見ても、十羽以上――。

　雲雀ひばりサイズの小鳥石を拾い上げたシェリルは、確信した。

「やっぱり、ジークの仕業しわざだわ。……ここで何をやらかしたの、あの三つ目男！」

　何か、シェリルには言いにくい秘密を、この部屋に隠しているに違いない。

　シェリルはベッドに近づき、剣の刺さった分ぶ厚あつい上掛けに手をかける。

　――この下にあるのは、女性用の枕か大きなクッション？　それとも脱ぎ捨てたドレス？　あるいは見知らぬ女性か魔物の死骸……？

　覚悟を決めたシェリルが、腕に力をこめようとした瞬間。




　――たす、けて……。




　背後から、鈴を震わせるような、女のか細い声が聞こえた。

「きゃあっ、誰!?」

　慌あわてて寝台から離れ、シェリルはあたりを見回す。

　誰もいない。

　人の気配も、もちろん魔物の気配も、生命の気配はどこにもない。

　床に散らばる砕けた鏡の破片に、無数の小さなシェリルが怯えた顔で映っているだけ。




　――ねえ、こっちに来て……。




　無邪気な子供のようにも思える声こわ音ねが、シェリルの脳のう裏りに響く。

　やっぱり、何かいる。

　一気に鳥肌が立つのを感じながら、シェリルは声がした入り口の方を見つめた。

　恐るおそる今来た道を戻り、居間を抜けて通路へと足を踏み入れる。

　ここには首なし像しかない。

　まさかとは思うけれど、首なし像が喋しやべった……？　口もないのに、どうやって――と思うと、ぞっとした。

「あ、あなた、どこにいるの？」

　もしかして、銀砂の壺の中に小さな魔物か、善良な妖精みたいなものが閉じ込められているとか？　それか……壺の隣で怖い顔をしている、翼のある本物そっくりなライオン像。もしかしてこれが話しかけて来たのかも……。

　シェリルが都合のいい空想をしていると、




　――そっちじゃないわ、こっちよ……。手を伸ばしてぇ……。




　甲かん高だかい少女の声がしたのは、ライオンとは反対側。ドレープたっぷりのドレスを纏った首なし像の奥の方からだった。

　シェリルが絹けん布ぷの奥を注視してみると、何かがギラリと光った。

　宝石よりももっと生々しい、魔物の目のようなものが――。

「きゃあ！」

　首なし像とドレスの奥に、何かが隠れてこっちを見ている！

　シェリルは逃げ出そうとしたけれど、怖くて足が動かない！




　――にがさない。あたしをみすてるなら、あなたもそこで、えいえんに動けなくしてやるわ。さぁ、手をのばすのよ……！




　子供のように舌した足たらずな声が、シェリルを脅おどす。

「わ、私……うっかりここに迷い込んだだけで、あなたの縄なわ張ばりを荒らすつもりはなかったの……ごめんなさい！　すぐ出て行くから、許して！」

　謝あやまってみるが、足はぴくりとも動かない。シェリルは仕方なく、そうっと腕を伸ばして、首なし像の絹布をかき分けてみた。

　像たちの腰までしかない高さに、四、五歳くらいの少女の石像があるのを見つけた。

　首なし像じゃない、ちゃんと首のある像だ。

　ふっくらした頰ほおに小さな唇、天使のような愛らしい顔立ちなのに、ひどく驚いたような表情で固まっている。

　そう、固まっている、としか言えない形だった。

　何かを摑つかもうと伸ばした手の指、揺れたまま動きを止めた髪やスカートも。

「――まさか!?」

　シェリルはとても嫌な予感がした。

　他の首なし像は、元々石で作られたもののように見える。造りも粗あらいし、ポーズも地味だし、衣装の手入れをしたり形崩れを防ぐための、衣マ装ネ人キ形ンのよう。

　でもこの幼女だけは、まるで誰かに石化させられた人間のよう……。

　そしてシェリルには、そういうことをしてしまう人物に心当たりがあった。




　――この魔法を、あたしのひたいにかいて……。




　少女の石像から、言葉が直接流れ込んでくる。それと同時に、光が踊るようにして、シェリルが見たことのない記号が浮かんでいく。

「……これ、暗号のルーンだわ……」

　通常、ルーンの効果は、逆にたどって力を解放してしまうと、なくなってしまう。

　そのため、目的には関わりのない線を追加して複雑化させ、さらに同どう幹かんルーンと結合ルーンを駆く使しして、重要な線がどれかも分からなくさせる。その高度な魔法文字を、暗号ルーンと呼ぶ。ただし、余計に追加された線は魔法の効果をかき乱してしまうため、その効果が相そう殺さいされるように注意深く構成せねばならない。おかげで、暗号ルーンはたいてい、一見するとただの緻ち密みつで美しい花模様のように見える。

「待って、早すぎるわ！　もっとゆっくり！」

　目を開けていると気が散るので、シェリルは瞳を閉じる。頭の中で線が動いていく通りに、幼女の石の額に魔法の文字を記しるしていく。

　ピシリ、と小石が割れるような小さな音がした。

「はあっ！　苦しかった！」

　シェリルがつたない動きで魔法を刻きざみ終えた瞬間、石像だった少女は色いろ鮮あざやかな人間となって動いた。

　暗あん灰かい色しよくだった肌は健康的な小麦色に、癖くせのある髪は鮮せん烈れつな赤毛になって揺れ始め、顔の横からは大きめの耳が突き出している。

「石化の呪いが、解けた……??」

　こんなに簡単に？

　――噓。だってジークは、何年もお爺じいさんを元に戻そうとして、できなかったって言っていたのに……？

　すべてが夢のように思えて、まじまじと少女を見つめる。元気一杯の笑顔を浮かべ、ラエルよりも小さな女の子は、ドレスをかき分けて首なし像の間から出てくる。

「ありがとう、おかげで生き返れたわ！　……ベルギウス、あたしの声、聞こえる!?」

　赤毛娘は、シェリルの足元で固まっている有翼ライオンの首に抱きついた。




　――みゃあぁ……。




　空気を震わせるようにして、動物のかすかな鳴き声が、シェリルの耳にも聞こえた。

　もしかして、このライオンも石像じゃなくて生きている魔物だった!?

「うん、あたしは大丈夫よ。すぐに動けるようにしてあげるから、ちょっと待ってね」

　少女は首をかしげて、まじまじと小柄な石ライオンの全身を見る。神経を集中した少女の額が、宝石のようにキラキラと輝いた気がした。

「あなたの魔力の中心は、ここね」

　ライオンの喉のど元もとに、さっきシェリルに描かせたのと同じ複雑な魔法記号を記していく。












「みゃああぁ！」

　やたらと可愛らしい声で、金色の毛並みのライオンは鳴いた。

　石化の呪いから解とかれ、大きく伸びをするライオンは、まだ幼い子供に見える。

　石像になっていた時は、怖い顔をしていたので成体のライオンかと思ったが、こうして動いている姿を見れば、爪も牙も短いし、金色の毛並みはふわふわだ。顔立ちだって、鼻や口の大きさに対して目だけが大きい仔猫顔。獰どう猛もうそうというより、愛らしさで一杯だった。

　背中に生えた二枚の翼も、穢けがれを知らぬ純白で。

　――もしかしてこれは、かなりの巨体に育つ魔物ライオンの幼体なんじゃない？　金の毛に、青い瞳の……巨大な魔物ライオン。

　そこまで考えた時、なんとなーく、悪い予感が胸をよぎった。

「ね、ねえ。あなたたち、どうしてこんなところで石化していたの？」

　大きく伸びをしたり翼をはためかせたりして、生き返ったことを確認している有翼ライオンに聞いてみる。

「みゃーん！」

「え？」

「みゃあみゃあ！」

　……これは魔物語？　それとも猫語？

「ベルギーは、まだちゃんとことばが喋しやべれないの。あたしと同い年なのに、この仔、甘えっこだから。あたしたち双子なのよ、すごいでしょ！」

「えっ――」

　シェリルが戸惑ったのは、有翼ライオンと人間の女の子が一緒に生まれたとは考えもつかなかったからだ。

　ということは、この女の子も魔物……？

　シェリルがまじまじと二人を見つめていると、少女は不満そうに言った。

「お姉ちゃん知らないの？　魔物はふつう、五いつつ仔ごとか六つ仔とか、多いときは百とか千とかいっぺんに生まれるんだよ！　二人だけで生まれるのって、すごーく特別なんだから！」

「そ、そうだったの。私は人間だから知らなかったの、教えてくれてありがとう」

「――にんげん!?」

　仔ライオンの首に顔を埋うずめて、呪いが解けた喜びを分かち合っていた少女は、炎のように赤い前髪を揺らして、とても驚いたようにシェリルを振り返った。

「えっ――!?」

　シェリルは、好奇心に瞳を輝かせる少女の顔を見て、驚きに息が止まりそうになった。

　――三つ目だわ。

　どうして今まで気づかなかったのか？　女の子の額に、ハシバミ色の大きな目がついていたことに。瞳どう孔こうの細い第三の瞳と目が合うと、体に激震の波が走った。

「ど、どうして……」

　三つ目に見つめられ、体が呪じゆ縛ばくされたように動かなくなるのを感じながらシェリルは呟つぶやいた。

　呪縛とはいっても、シェリルの恋人ジークフリートほどの強い力はないようだ。指先や足先は痺しびれるけれど、端っこから石化し始めたりはしないから。

「お姉ちゃん、にんげん？　パパとおんなじ？」

「……パパ？」

　かすれ声でシェリルが訊きき返すと、三つ目娘は悲しそうに顔を歪めて頷うなずく。

「うん。あたしたち、パパに睨にらまれて石になっちゃったの。――あたしたちのパパ、むかしはにんげんだったんだって。でもそのあと、まかいの王様になって、このおしろに住みはじめた……ベルギウスよりずっと大きな、三つ目のライオンなの」

　その言葉に、シェリルは腹を強きよう打だされたような衝撃を受けた。

　かつては人間で、魔界の王となった三つ目のライオン――ジーク？

　ジークが、パパ？

　ま、まさか！　たまたま三つ目の魔物だからって、ジークにこんな大きな子供がいるはずないわ――と思いかけ、ふと思い出す。

　ジークがこの国にたどり着いて、何年たつ？　地上の時間で六年超、カーデュエイルではだいたい四年だったはず。魔物の妊娠期間や、生まれたあと、どのくらいの速さで育つのかは知らないけれど、この女の子は見たところ五歳くらい。

　……なんとなく、ぴったりだ。

　――もしかして、次々と結婚していくイサカルの男性たちに取り残されてしまい、焦あせったジークはどこかの女性に手を出してしまった？

「そんなの噓よ！　彼がそんなふしだらなことするわけないわ！」

　シェリルは涙目で叫んだ。あまりのショックに、倒れるように足元に座り込む。無意識に、両手で髪をかき乱していた。

　そんなシェリルの向かいで、三つ目娘は切なげに鼻を啜すすりながら経いき緯さつを語る。

「あたしたちね、ママにないしょでパパに会いに来たの。でも、あたしたちがパパの子供だって分かったら、パパ、にらんで石に変えちゃった！　せまいお部屋に放り込んで、だれにも見つからないように出口をふさいじゃったの。……あたしたち、いらない子供だったみたい……ぐすっ」

　しくしく泣き始めた三つ目娘を慰なぐさめるように、頰に光る涙をライオンが舐なめる。

　ほほえましい姉きよう弟だい愛あい――に見み惚とれている心の余裕は、今のシェリルにはなかった。

「うそよ……神様、噓だと言って！　ジークに隠し仔なんて……！」

　よその女の人――魅惑的な雌の魔物に手を出して、子供まで産ませていた……なんて。

　信じられない、信じたくない――。

　だけど、この女の子の、ジークそっくりの三つ目顔！　金色に青い目のライオン！

「どう見ても、ジークの子供としか思えない……」

　泣いている三つ目娘を見ながら、シェリルも泣きたくなった。

　婚約者に、子供。二人も。あいじん。「シェリルを一いち途ずに待っていた」という甘い言葉は、ウソだった……。

「その上、隠し仔が私にばれると困るからって、自分の子供を石化させて捨てるなんてひどすぎる！　見み損そこなったわ……！」

　噓つきだし、ライオン姿になると暴れ狂うし、どうしようもない人だとは知っていたけれど、まさかこんな最低なことが平気でできる鬼き畜ちくだったなんて！

　シェリルは、自分の男を見る目のなさに絶望しつつ、とめどなく流れ落ちる熱い涙をぬぐうと、怒りと切なさに溢れる声で叫んだ。

「ジークフリート、あなたサイテーよ……っ!!」
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　大広間で暦こよみ博はか士せの定期報告を受けていたジークは、気配を感じてフッと顔を上げた。

　――今、シェリルが、俺の名前を切なげに呼ぶのが聞こえた！

「赤色オーロラの夜が三十二夜、紫が二十二夜、青色が十夜。黄色と緑が八と四。これは異常な状態ですぞ！　これほどに空に赤いオーロラばかりがかかるのは――」

　暦博士の声を聞き流し、ジークは恋人に意識を送る。

　まだ午前中だから、シェリルは大好きな魔法の勉強をしている時刻だ。ジークを呼んだ声には緊迫感はまったくなかったが、彼女の身が危険に晒さらされている可能性もなくはない。

　念のために恋人の気配をたどると、輝くような生命力を感じた。

　――危険があったわけでもないのに勉強中に名を呼ぶとは……今日のシェリルは、俺に会いたくてたまらないのか？　よし、一仕事終わったら早めに会いに行って、二人で昼食にしよう。

　会いたさを募つのらせたシェリルは、もしかしたら、そうっと抱きついてくるかもしれない。

　彼女は恥ずかしがりで、いつもジークの方から抱き寄せたり、手を握ったりするばかりなのを、実は少し物足りなく思っていた。

　――シェリルの方から俺に身を預けてくれたら、どんなに嬉しいだろう。

　たぶん、こちらから抱き寄せるよりもずっと――軽く百倍は嬉しいはずだ。

　口づけする時だって、そうだ。いつも求めるのはジークばかり。

　あの大きな緑の瞳にじっと見つめられ、背伸びして腕に首を回され、静かに瞼まぶたを伏せて自分を求められたら、どんなにときめくだろう。あなたの甘い口づけが欲しい、と行為でねだられたら。きっと彼女の動作の一つひとつに胸は高鳴っていき、口づけを交かわす頃には、きっと永遠に忘れられないほど心奪われているだろうに。

　そんなジークの想いは、いつも一方通行。シェリルは恥ずかしがって逃げてばかり。

「――さま！　魔王様！　聞いておられるのですか！」

「あ、ああ。なんだった？」

「赤いオーロラのお話です！　魔物たちの中には、古き時代を覚えていて、空が赤くなることを凶きよう兆ちようと信じている者がおります。太陽の国からお后がやって来たせいではないかと勘かん繰ぐる者たちの間に、噂うわさが――」

「夜空が少しピンク色になったくらいで、そう気を揉もむな。俺は今、ピンクと金茶色の縞しま模も様ような気分なんだ」

　金茶色とはもちろん、シェリル色のことだ。

　オーロラの色をジークが意い図と的てきに変えているわけではないが、何か深層心理のようなものと繋つながっているのだろう、という気はする。彼女との再会が近づいてきた頃から、空の色が赤みがかりだしたようだから。

「少しではありません、三十二夜ですぞ!?　これは異常な数字です！　緊急事態です！　わが曽そう祖そ父ふの暦記録によれば、今を遡さかのぼること二百年前――」

　二百年分も、これから喋るつもりか？

　激しく長くなりそうな高齢の暦博士の説教に適当に頷き返しつつ、ジークは心の中で恋人の笑顔を思い浮かべた。

　――シェリル、俺もお前に会いたいよ。










　シェリルが子供たちから聞き出したところによると、三つ目娘セリィーリアと弟ライオンのベルギウスは、鳥の姿と人の姿を持つ、美しい魔物の母親から生まれたという。

　二人は、翼を持つ魔物ばかりが暮らす大きな町で、幸せに暮らしていた。

　成長するにつれて、セリィーリアはまだ見ぬパパに会いたいと憧あこがれるようになった。

　母親に尋たずねても、「お父さんは死んでしまったから、もう会えないの」ときっぱり言うばかりで、どこに住んでいた人なのかも、どんな人だったのかも何ひとつ教えてもらえなかった。

　しかしある時、母親が友人の「ほさかん」とこっそり話しているのを聞いてしまった。

　父親は、まだ生きていると。

　カーデュエイルで一番大きな城に住む、恐ろしいライオンの魔物であること。

　両親は結婚をしたわけではなく、もののはずみでセリィーリアとベルギウスが出来てしまい、ママは結婚するはずだった人と結婚できなくなったこと。

　数々の事実に衝撃を受けたセリィーリアは、本当のことをその三つ目で確かめるため、弟ライオンの背中に乗って二日間飛び、パパのお城にやってきた。

　お城はすぐに見つかり、二人は「パパ」を探した。

　彼は大広間にいた。弟によく似た毛色のライオンの体に、自分と同じ美しい三つ目顔をした大きな魔物が、広間で豪勢に食事をしていたのだ。

　あれがパパに違いないと、二人は確信した。

　しかし、狂暴なパパは、駆け寄ったセリィーリアも喰い殺そうとし、姉を守ろうと飛び出した弟ともども石化させてしまった。魔力の扱いが苦手なベルギウスは即座に石となったが、僅わずかだけれど三つ目の魔力を持つセリィーリアは、必死に睨み返した。

　けれど父魔王の魔力には遠く及ばず、石像に変えられてしまったという。

「パパ、あたしのことがとくべつ嫌いなのよ！　生き返ったってばれたら、こんどこそ殺されちゃう!!」

　セリィーリアは、弟のベルギウスの襟巻になったようにぴったり首に抱きついて離れない。姉の意見に同意するように、仔ライオンも「ウウウ……」と唸った。

　まだ猫語しか喋れないベルギウスだが、双子の姉を想う気持ちが伝わってくる。

　魔獣になってしまうと暴れるしかないジークに比べて、なんて家族思いのいいライオン息子なのだろう。

　――息子。

　ジークの。ずっと好きだった男性の、他の女の人との子供……。

　それを思うと、シェリルは不意に胸が苦しくなる。胸に砂が詰まって呼吸ができなくなるって、こんな感じなのかもしれない。ベルギウスの姿を見ていると、じりじりと焼け焦こげてしまうような気がする。

　ジークには、もうシェリルが割って入ることのできない、親しい関係の女性がいる……。おそらく、真しん紅くの髪に白い翼で、小麦色の肌をした美女が。

　セリィーリアが、「パパはライオン！」と連れん呼こしていることから、ジークはわざと浮気をしたんじゃないと思う。魔ま獣じゆうの姿になって理性をなくして暴れていた時、たまたま近くに魅惑的な雌めすの魔物がいて、本能のままに手を出してしまったのだ。

　以前変身した時はシェリルさえ喰い殺そうとしたほどなのだ。訳も分からずやってしまった行為なら、シェリルへの愛を裏切ったわけではない、と思う。

　――思うけれど、やっぱり許せない。ライオンの息子を見ていると、涙が出そうになる。

「みゃう？」

　知らぬ間に、仔ライオンをじっと凝ぎよう視ししていたシェリルに、ベルギウスが「なに？」と聞くように鳴いた。

　シェリルははっとして、大きな青い瞳で見つめてくるライオンの子供から目を逸そらす。震えている三つ目娘にハンカチを差し出した。

「私も一緒に行って、ジークが暴走しないように見張っているから大丈夫よ！　ちゃんと……パパに会って、話をしましょう。あなたたち、パパに会いたくてここまで来たんでしょ？　このまま帰っちゃったら、心残りになるんじゃない？」

「でも……」

「絶対に、石化なんてさせないから！　もしそうなっても、私がもう一度、動けるように直してあげる。だから一緒に行きましょう。ね？」

　辛しん抱ぼう強づよくシェリルが促うながすと、三つ目娘は、有翼ライオンとみゃあみゃあと相談し合ったあと、とうとう頷いた。

「わかった。もう一回、パパに会ってみる」

　三つ目娘は勇気を振ふり絞しぼって言ったらしく、緊張に少し声が震えていた。シェリルはそんな幼い娘を守ってあげたいと強く思うのと同時に、突然やってきた衝撃の現実に、自分の方こそ誰かに助けてほしい気持ちで一杯だった。
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　シェリルが、なかなか昼食の席にやってこない。

　ジークは、シェリルの席の真ん前に詰まれたレモンの山を凝視しながら考えていた。

　もうとうに正午を過ぎているというのに。つい一時間前には、ジークの名を切なげに呼んでくれたのに。女心とは儚はかなくも残酷だ。もうジークのことは忘れて、魔法の勉強に夢中になっているのだろうか。

「魔王様、レモンを睨んでどうしたんですか？　いくら睨んでも、レモンは石化しないと思いますけど――。あっ、ぼく目を描いてみましょうか？　そしたら石化するかもしれません！」

　側で羊肉を食い千切っていた少年姿のラエルが、名案を思いついたというように言った。

「違うんだ、ラエル。俺は今、悩んでいる。……シェリルを迎えに行こうかと」

　だが勉強に夢中のシェリルは怒るかもしれない。「あとちょっとでこのルーンが覚えられたのに、ジークのばか！」とか。

「もう少しだけ待ってみようかどうしようか――」

　ジークが呟いた時、食事用の広間の大きな扉が、熊兵士の手によって開けられた。

　ようやく、待ちかねたシェリルの姿が、扉の向こうに見え始める。

「ああシェリル、遅かったな。会いたかった――」

　席を立って恋人を出迎えようとしたが、笑顔を向けるジークの側をシェリルは無表情ですり抜けてしまう。大おお股また三歩分はしっかりと距離をとり、伏せていた睫まつげをキッと上げる。

「ジーク。あなた、また私に噓ついたでしょ」

　突然の宣告に、ジークは一瞬あっけにとられた。

「……？　なんの話だ？　俺は噓などついた覚えはないが」

「石化は直せないって、前に私に言ったでしょ。でもそれ、噓だったのよね」

　ジークは、「私に触らないで」とばかりに冷たい視線を向けてくる恋人をまじまじと見つめる。

　いつもと違って髪が乱れているし、ドレスの膝も少し汚れているが、キラキラと輝く翡ひ翠すい色の瞳は、間違いなくジークの最愛の恋人だ。

「いや、噓ではない。本当ならとっくに、祖父の石化を直している」

　ジークにとっては唯一の家族なのだから。

　それに、石化を直すことができないからこそ、ジークは皆に恐れられている。十字の街に住むイサカルの民からも化け物扱いされて。一族の現在の長おさであり、先代の長の甥おいでもある男からは、今も月に一度は不幸の手紙が届くくらいだ。

「どうしたんだシェリル？　熱でもあるのか？」

　ジークが熱を測はかろうと額に伸ばした腕を、シェリルは素早く避よけた。

「触らないで。――虫唾むしずが走るわ」

「――」

　虫唾が走る？　今、シェリルは、愛する俺に向かってそう言ったのか？

　驚きに、ジークの額で第三の瞳もパチパチと瞬しばたたき、怯えたようにシェリルの様子を窺う。

「これ以上隠しても無駄よ。私、もう知ってるんだから。……本当は、すごく簡単な魔法で治せるのよね、私でも使えるような。でもそれを私に知られると、あなたの秘密がバレちゃうかもしれないから、『できない』って噓をついて騙していたんだわ。ひどい人！」

「俺の秘密だと？　……さっきから、一方的に俺を悪者扱いしているようだが、何が言いたい？」

　被ひ害がい妄もう想そうの激はげしいシェリルの態度にイライラし始め、ジークは尊そん大だいに腕を組んだ。

「なら、はっきり言うわ。――あなた、子供がいるでしょ」

「うっ！」

　ジークは驚きに息を呑んだ。

「な、ななな何を言うシェリル！　俺は男だぞ！　どうして男の俺が妊娠したりするものか！」

　女の勘は鋭いというが、人の夢の内容まで見抜くほどシェリルが敏感だったとは！

　ジークは、そっと腹に手を伸ばしながら主張した。触れてみた自分の腹は、ぺたりとした男のものだった。間違いない、この腹は懐妊などしていない！

「見ろ、この平らな腹のどこに子供がいると言うつもりだ!?」

「あなたが産んだなんて言ってないわ。どこかの女性に産ませたでしょ、って言ってるの！」

「ああなんだ、そういうことか。それなら充分ありうるな」

　安あん堵どしたジークがぼそっと呟いた瞬間、これまで冷静だったシェリルの表情が一いつ変ぺんした。

　分かりやすく言うと、獲物に食らいつく飢えたライオンのような顔になった。

「やっぱりそうだったのね!?　――この人でなしのろくでなしっ！」

「人でなし？　確かに俺は魔物だし、人でなしなのは認めるが、ろくでなしは身に覚えがないぞ。人違いだ」

「いいえ、あなたよ！　あなた、初めて化け物になって暴れまわった時――六年前、石化させたり暴れたり喰い千切ったりしただけじゃなくて、近くにいた女性魔物にも手を出したでしょ？　片かたっ端ぱしからいやらしいことをしてまわったでしょ!!」

「そ、そんな下品なことはしていない――」

　シェリルの剣けん幕まくに負けそうになりながら、ジークは弁解する。

　が、その口調は弱い。

　六年前のあの日のことを思い出そうとしても、何をしたのか、全く記憶がないのだ。

　気がついた時には、目の前に祖父の石像があった。辺りには、人間と魔物の石像群があり、その間には襲い掛かってきた魔物たちの残ざん骸がいが広がっていた。

　その時、力で組み伏せた雌の魔物に、つい欲情をそそられて何かしたのではないか？　いいや、していない！　――だが、絶対にありえなかったと、断言できるか？

　……。

　なんとなく居心地が悪くなり、ジークはさり気なく口元を隠し、シェリルから視線を逸らす。

「た、たぶん、してない……」

　そんなジークの態度を見て、シェリルの大きな瞳に、じわりと涙が浮かぶ。

「やっぱり覚えてないのね……！　私だって、そんなこと信じたくなかったのに――。こっちにいらっしゃい、セリィーリア、ベルギウス」

　シェリルが扉に向かって呼びかけると、細く隙すき間まが開いたままだった両開きの扉の向こうで、何か派手な色のものが動くのがちらりと見えた。

　隙間を開けてこちらを覗いていたらしい魔物たちが、扉を開けて中に入ってくる。

　それは、金色の毛並みの有翼ライオンと、その背中に乗った赤毛の幼い娘だった。

　少女の年頃は、四、五歳といったところ。遠とお目めに見れば人間にそっくりだが、その額には、美しい宝石飾りがある。

　――宝石じゃない。あれは瞳だ。第三の瞳――どういうことだ!?

「パパ……？」

　少女は不安げにジークを見上げ、小さな声で呟いた。

「三つ目だと!?　お前は何者だ！」

「パパ、まだあたしのこと嫌い？　また石にかえて、おへやにとじこめる……？」

　幼女とライオンは、シェリルの背中に隠れるようにして、悲しげな顔でジークをじっと見上げる。

　その時、三つ目と三つ目がじっと見つめ合った。

　感情が高ぶっているのか、魔力にギラギラ輝く三つ目娘の第三の瞳と、ジークの金色の目がぴったり合った直後、ジークは胸を圧迫され、脈動さえ止まってしまうような気がした。

　息が、苦しい――魔力が、絡からみつく。条件反射で、力をこめて睨み返そうとした瞬間。

「みぎゃあああ！」

　有翼ライオンの子供が、怒ったような鳴き声を上げた。シェリルがさっと両腕を上げて二人の間に割って入り、三つ目の睨み合いを遮さえぎった。

「石化はだめっ！　ジーク、この仔たちを見てもまだ知らぬ存ぜぬで通すつもり？」

　シェリルに怒りの眼差しを向けられ、平静を失ったジークは赤毛娘を指差して喚わめいた。

「なんだ、このおかしな三つ目娘とライオンは！　どこの子供を連れ込んだ!?」

「あなたの仔でしょ？　狂っていた時に、魔物女性に手を出して産ませた子供！」

「そ、そんなことは知らん！　こんなモノ、俺の仔じゃない！　――とっとと出て行け!!」

　見知らぬ子供たちを追い散らそうとすると、シェリルの眉まゆが鬼女のように吊り上がった。

「出て行けですって!?　どう見たってあなたの仔なのに！　無責任すぎるわ！」

「いいや！　絶対に俺の仔じゃない――ラエル、いつの間に子供を作った!?」

　ジークが耳の生えた少年を振り返ると、驚いたラエルは、嚙み切ったばかりのレモンの果肉を丸飲みにしてしまった。顔が酸っぱさに歪む。

「っええ!?　ぼ、ぼく違いますっ！」

「いやお前だろう！　このライオンを見ろ！　四本足に毛深い体、牙の生えた口、どこを見てもお前にそっくりじゃないか！　俺は清らかな独身だ、こんな子供たちの父親ではない!!」

「……ひっく」

　三つ目娘が、ぐすぐすと悲しげに啜り泣き始めた。

　ジークに否定されたことが、「父親に存在を否定された」ように思えたらしい。可か哀わい想そうだとは思ったが、本当に身に覚えがないのだから、ジークにはどうしてやることもできない。

　頑がんとして三つ目娘とライオンを無視して背を向けていると、シェリルが親おや鳥どりのように二人を抱き寄せた。

「――見み損そこなったわ、ジークフリート。化け物になってしまって記憶がない時に作った子供なら、少しは仕方がないかと思ってた……。だけど、どこから見てもあなたそっくりの子供を認知もできず、泣かせて追い出すような卑ひ怯きよう者ものだったなんて。あなたは血も涙もない鬼畜男よ！」

　鬼畜男。

　美しい恋人の唇から飛び出した単語に、一瞬ジークはびくりとした。

　世界で一番、自分が下げ劣れつな男になった気がした。

　だが、そんな言葉を口にしたシェリルはどうだ。世界で一番美しいんじゃないだろうか。瞳は罵ば倒とうの情熱に身を任せて瑞みず々みずしく輝き、珍しく髪を乱した姿は誘惑的でさえある。

「幼い子供にとって、ようやく会えたお父さんに否定されることがどんなに哀しいか、分かる？　嫌われて、睨み殺されるより、そっちの方が何百倍も悲しいに違いないわ！　あなたの心は、そんなことも分からないほど冷たいの？」

「待てシェリル。俺の話も聞け！　本当に、その魔物どもは俺の仔じゃないんだ……！」

「なんにも覚えてないくせに、まだ言い訳するの!?」

「うっ……！」

「おまけにあなた、私にバレたくないからって、自分の子供を石化させて、狭い部屋に隠してたでしょ！　もうサイテーよ!!」

「ち、ちがう――しらない――」

「もういいわ。噓ばっかりのあなたの言い訳なんか、もう聞きたくない！　あなたみたいな噓つき男とは、別れる!!」

「――――！」

　突然突きつけられた別れの宣告に、ジークは心臓が止まるかと思った。

　ジークの青い瞳をひときわ強く睨むと、シェリルは三つ目娘と手を繋ぎ、みーみーと警戒した声でうるさく鳴く仔ライオンを促して部屋の外へと出て行こうとする。

「子供を大事にできない男性となんか、絶対に結婚できません。さよなら！　行きましょう、二人とも。こんな最低男なんか、パパなんて呼んであげる必要ないわ！」

　そう告げたシェリルの声は、怒りでとげとげしいというよりも、傷ついてかすれていた。

　――今シェリルは、俺に背を向けた先で、泣きそうな顔をしている。

　直感したジークは、胸にグサッと来た。

「待て、シェリル、本当に俺は……っ！」

　出て行くシェリルを追いかけようとしたジークを、ふと三つ目の少女が振り返った。

　ハシバミ色ではあるが、魔力を秘めた第三の瞳に凝視され、体が魔力に捕らわれる。

　――そうか、三つ目に睨まれると、他の魔物たちはこんな風に動けなくなっていたのか……。

　などとのん気に考えている場合ではなかった。

「行くなシェリル!!　シェーリール！」

　動けない体のまま、ジークは声を限りに叫んだ。

　しかし、もうジークに絶望したらしいシェリルは、止まってくれない。

　少女の邪じや眼がんの力はジークほど強い魔力はなく、強く睨み返せば呪じゆ縛ばくは断ち切れるだろう。

　だがその力加減が分からない。

　うっかり強く睨みすぎたら、三つ目娘を石化させてしまう。

　そうしたらどうなる？　シェリルはまた叫ぶだろう。

「自分の娘に暴力を振るうなんて最低よ！」と。ジークをひっぱたいて、そこらのフォークでジークの腹を穴だらけにするだろう。

　そうなったらもう、取り返しがつかない。

　永遠の別れが待っている――。

　扉の向こうの廊下で、愛する恋人の背中がどんどん小さくなっていく。

「違う、本当に俺は、やってない。隠し子なんか作っていないし、隠してもいない。――お前だけを愛している！」

　それでもシェリルは、立ち止まらない。ジークは悪夢としか思えない現実に髪をかき乱し、もはやなりふり構わず叫んだ。

「俺が悪かった……！　その仔たちは俺の隠し仔だ！　すべて謝るから戻って来てくれ……頼むっ！」

　シェリルを失う絶望に膝を折り、土下座せんばかりの勢いでジークは頼む。

　その直後、シェリルと子供たちの足がぴたりと止まった。
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　よくよく考えてみれば、ある日突然、子供が出来たくらいどうだというのだ？

　昼食は微妙な空気のまま終わり、ジークは沈黙が支配するテーブルについたまま、開き直って考えていた。パパ、パパ、と不気味な単語を連れん呼こする子供たちはラエルの先導で外に遊びに行かせた。テーブルの向こう側には、無言で食後のお茶を飲むシェリルだけが残されている。

　――どうせ、いつかは父親になったのだ。

　なる時は、ある日突然なるものだ。

　それがたまたま、今日だった。

　たまたま、身に覚えがなかったから慌あわててしまった。

　それがどうした？

　きっと世の父親の大半は、身に覚えがないまま父親になるに違いない。

　俺が甘かったんだ。

　たとえ、シェリルがレモンを両手に握り締めて、「あなたの子よ！」と迫って来たとしても、認知してやるくらいの度量が必要だったのだ。

　一度認知してしまったからには、もはや言い逃のがれはできない。する気もない。

　今日から俺は、よその女に産ませた二人の子を持つ、浮気性な父親だ。

「――それで、あの子たちのこと、どうするつもりなの？」

　沈黙の支配する空間を破って、シェリルが厳おごそかに訊きいた。

　その視線は、さっきまでジークの息子が舐なめていたミルク皿に落ちている。同おない年どしだというのに、姉のセリィーリアはちゃんとした人間の食事をとり、弟のベルギウスはミルクしか飲まなかった。――だがそれより問題だったのは、セリィーリアの言動だ。

　彼女は、「パパの膝の上でご飯を食べる」と言い張ったのだ。

　子供用の椅い子すがなかったこともあり、シェリルにじっと見つめられていたこともあり、ジークは素直に娘を膝に受け入れた。

　その重みは、責任という名を纏まとって、ずっしりと重かった。

　ねえパパ、と見知らぬ小娘に呼びかけられるたび、目が合うたびに、ジークは心臓が止まりそうな気持ちになった。

　血圧の上がりそうな昼食が終わるとすぐ、ラエルに案内させて二人を外に遊びに行かせ、ようやく平静が戻って来たところだ。

「どうするだって？　決まっている。今日から俺は父親、お前は母親だ。こうなったからには、早く結婚式を挙あげないとな。周まわりに冷やかされる」

　開き直ったジークがふてぶてしく宣言すると、シェリルは驚いた顔をした。

「私、母親じゃないわ！　あの子たちにはちゃんと、本当のお母さんがいるのよ」

「俺が結婚する相手はお前だと、遠い昔から決まっている。子供たちがこの城に残りたいなら、母親はお前だ。産みの母親と暮らしたいなら、残念だが、元いたところへ帰ればいい。俺にとっては、心の底から残念なことだがな。――ああ、寂しくて涙が出そうだよ」

　もちろん、本当はちっとも残念ではない。むしろ人生最高に清々するはずだ。

「ちょっと！　そういうわけにはいかないでしょ？　愛人さん……あなたが手を出しちゃった女性を、このお城に呼んで、子供たちと一緒に暮らすのが筋ってものじゃないの？」

「俺の筋は、お前と結婚する、お前と子育てする、お前と同じ墓に入る、この三つだけだ。愛人など城に入れるつもりはない。――お前は、あの仔たちからママと呼ばれるのは嫌なのか？　それで怒っているのか？」

　ジークの問いに、シェリルは少したじろいだけれど、すぐに首を横に振った。

「違うわ。とても可愛いと思ってる。でも……」

「でも？　――他の女の産んだ子だと思うと、憎いか？」

「そんなことない！　そ、そりゃちょっとは心に引っかかるけど……あの子たちはまだ小さいし、本当のお母さんと暮らしたいんじゃないかって思うの」

「なら帰ればいいだろう。俺やお前が決めることじゃない。セリィーリアとベルギウスが相談すればいいことだ」

　ジークが断言すると、なんて冷たい人、と言わんばかりの顔でシェリルはこちらを見た。

「あんな小さな子供たちを、二人きりで送り出すつもり？　ここは魔界なのよ！　そんな、危険なこと――」

「そしてあの仔たちも魔物だ。しかも、魔王の娘と息子だぞ。見る者を射い止とめる三つ目娘に、鋭い牙を持ったライオンの息子。並の魔物に手出しなどできるものか。――むしろ、お前をカーデュエイルで一人旅に出す方がよっぽど危あやうい。お前は大人だが、魔法は下へ手ただし牙もない。おまけに騙だまされやすそうだし、美う味まそうな外見だから魔物たちが群がってくる」

「そりゃ、あの子たちは魔物かもしれないけど……、……でも」

　ジークに強引に言いくるめられたものの、シェリルはまだ言いたいことがありそうだ。

「どうした？　言いたいことは言え。――鬼き畜ちく男、とまで俺を罵ののしっておいて、これ以上何をためらう？」

「……ごめんなさい、あの時はカッとしていて言いすぎちゃったわ」

　強気に出るジークに、シェリルはすまなそうに謝あやまった。

　ジークは別段気にしていなかった。

　むしろ、あの罵りにはスッキリした。鬼畜だろうが性犯罪者だろうが、好きなように罵ば倒とうすればいいのだ。何と言われようが、シェリルのことは逃がさないと決めているのだから。最低男なりの最悪な方法で、この城に捕らえ続けるだけ。

　隠し子騒動でシェリルを失いかけたジークは、その意味でも開き直っていた。

　もともとジークは、シェリルには甘い。彼女の望みならなんでも叶えてやりたいと思っている。怒っている姿を見ても心惹かれてしまうほど、惚れ抜いている。だがほんの一刻前、シェリルはジークを捨てて出て行こうとした。

　――シェリル、お前にとって俺はその程度の存在なんだな。

　捨てられた子犬のような不信感が、ジークを彼女との再会前の噓つき男に戻していた。

「そんな些さ細さいなことは気にしていない。――愛しいシェリル、気になることがあるなら何でも言ってくれないか。俺はお前の本当の気持ちが知りたいんだ」

　さも親切そうに真剣な声を作ってジークが囁ささやきかける。シェリルは純真だから、こういうのに騙されやすいはずだ。

　どれだけ噓を重ねても、身に覚えのない子供を認めてでも、シェリルを失うことだけは避けなければ。

「シェリル、お願いだから、一人で悩まないで俺に話してくれ。お前が悩んでいる顔を見るのは、胸が引き裂かれるように辛いんだ。しかも今回の事件の原因は俺にある……」

　ジークは真剣な表情でシェリルの足元に跪ひざまずき、しなやかな両手を握り締めて懇こん願がんする。

「あのね……私……」

　ジークの演技にほだされたシェリルが、ふっくらした唇を開いて話し始める。

「心が狭いって言われるかもしれないけど、あなたの愛人さん――子供たちの母親がどんな人なのか、すごく気になるの」

「……どうして？」

「だってあなた、地上の教会で暴れていた時、私の言葉はほとんど聞いてくれなかったわ！　私のこと、餌えさだと思って喰い殺そうとしてばかりで……。そのあなたが押し倒した女性ってことは、すごく魅力的な人なんだわ。セリィーリアも目鼻立ちの綺麗な子だし。だから、今は愛人さんのことをまったく覚えていなくても、再会したら恋に落ちるかもしれない」

「何を馬鹿なことを言っている。俺がお前以外を好きになるはずがないだろう！」

　意外だが、シェリルはジークの愛人に嫉しつ妬としていたらしい。

「だって、一目惚れってあるじゃない！　あなた、忘れちゃってるだけで、セリィーリアのお母さんのこと、すごく好みで、私よりも気に入ってたのよ……きっと！」

「俺はいつも、お前を押し倒したいと思っているが、嫌われるからやらないだけだ。その女については、俺はおそらく野や蛮ばんな真ま似ねはしていないぞ。たぶん、骨相性がよかっただけなんだ」

「骨相性……？」

「そうだ。うっかり、暴れている時に手足でも絡からみ合ってしまって、たまたま骨相性が最高だったために、その魔物女は妊娠してしまったんだ」

「うそ！　手足が絡むだけで、子供なんか出来ないわ！」

「できるんだ。ここはカーデュエイルだぞ。――十字の街に行ってみろ。そういう出来ちゃった婚のカップルがうじゃうじゃいる」

　そんな実例はひとつも知らないのだが、ジークは力りき説せつしておいた。

「そういえば、地上の教会にもいただろう。異性とのいやらしい行為をせずに妊娠した聖せい女じよが。それだって、骨相性のせいに違いない」

「聖母マリア様のこと？　……そういえばそうね。じゃあ、本当にありうるのね……」

　とうとうシェリルは納得した。

　かと思いきや、すぐに顔を曇くもらせてしまう。

「でも、そんなに相性がいい女性が他にいるのなら……。あなたは私より寿命もずっと長いだろうし、魔力も人並みはずれて強いから、無知な人間の女なんかお嫁にもらうより、その魔物女性を奥さんにした方がいいんじゃないの？」

　問いかけるシェリルの瞳は不安に揺れている。

　隠し子騒動でジークも動揺したが、シェリルの方も相当動揺していたらしい。ジークは恋人の肩を引き寄せ、ぎゅっと胸に抱きしめた。

「俺の老後の心配までしてくれるのか？　それは完全に余計なお世話だ。お前に決めてもらわなくても、俺は自分で花嫁を選べる。余計な気を回すくらいなら、素直に告白したらどうだ？　俺が他の女に目移りするのが怖いから、健けな気げに自分から身を引くふりをしているのだ、と」

「なっ！　そ、そんなこと言ってないわ！」

　からかうと、シェリルは真っ赤になった。

「視線で言っていたぞ。心移りされて捨てられるくらいなら、自分から諦あきらめた方がいい、そのほうが傷つかないで済むから、と。そういうしおらしいのも嫌いじゃないが、お前はもっと自信を持った方がいい。魔界の王に、誰より愛されている自信を」

　狐きつねのような金茶色の髪に指を通して、そっと撫なぜながら言い聞かせる。

「そ、そんな自信、持てないわ……」

　怒ってまた嚙みついてくるかと思ったが、意外にも素直にシェリルは身を任まかせていた。頰が朱に染まり、なんだか恥ずかしそうだ。

　勝気に俺を罵倒し倒すシェリルもいいが、こういうシェリルもとてもいい……。

「断固として言うが、俺は浮気はしていない。ちょっとした骨加減で出来てしまったことは事実だとしても。だから、俺は謝らない。お前も、いじいじと萎い縮しゆくするな。怒っている方がシェリルはずっと魅力的だ」

「お、怒っている時の何が可愛いのよ！　あなた変だわ！」

「変じゃない。目がキラキラしていて、可愛いと思ったんだ。もちろん、笑っている時が一番だが……。たまにはもっと我儘わがままを言ってくれ。『ずっと私のことだけ見ていて！』とか。『他の女に少しでも視線を奪われたら、一生口づけを許さないんだから！』とか。俺の私生活に支障が出るほど、『あいつはおかしくなった』と陰で囁かれるほど、お前の我儘に振り回されてみたい」

　そうしたらきっと、俺の毎日は、またたび酒に酔ったように楽しくなるだろう。

　シェリルはまだ不安そうに、上うわ目め遣づかいでジークを見上げた。

「本当に……愛人さんに会っても、その心は変わらない？　私が一番……？」

「当然だ」

「ものすごく綺麗な人かもしれないのよ？」

「今、俺の腕の中にいる女の顔を、お前にも見せてやりたいよ。その娘が、この世界で一番綺麗な女だ。俺はその女に惚れ抜いていて、昨夜も、彼女との間に子供が授さずかる夢を見たくらいだ。その美女の顔を見られなくて残念だったな？」

　シェリルは恥ずかしそうにジークの胸に顔を埋うずめた。

「そこまで言ってくれるのなら――信じるわ。あなたが、愛人さんといやらしい行為はしてないって。今も昔も、私を一番に想ってくれているって。だから……私も我儘、ひとつだけ言ってもいい？」

「ああ、いくつでも聞かせてくれ」

「愛人さんに、会いに行きたいの。彼女に再会しても、あなたが心を動かされないって、この目で確かめたい――」

　健気に見上げてくる乙女シエリルの、なんと清らかで美しかったことか！

　ジークはそれに胸を打たれると同時に、シェリルが抱かかえる不安の深さを知って、己おのれの罪深さを悟さとった。心の底から、シェリルに謝りたくなった。

「それを確かめたら、私、心置きなくあなたと結婚できると思うの。そういえば、石化を解ほどく魔法もセリィーリアが知っているみたいだし――」

「石化を解く魔法を、俺の子供が知っている？」

　ジークにとっては初耳だった。そういえば、シェリルは「娘を石化させて捨てた」とかなんとか言いがかりをつけて怒っていたが……。

「そうよ。私も教えてもらったけど、その場で使えただけで、覚えられなかったの。暗号のルーンで、とても複雑だったわ」

「待て！　子供たちは庭だぞ！　庭は、魔ま獣じゆうの石像だらけだ！」

　庭の石像は、六年前に戴たい冠かんした人間の魔王に逆さからって反乱を起こした魔物たちの成なれの果はてである。カーデュエイル中から集まってきた、人間嫌いで狂暴な魔物たちばかりだ。

　さらに言えば、ライオン姿になったジークにも、簡単には息の根を止められなかった狂暴な魔獣たち。

　三つの首を持つ竜の王に、一つ目の巨人、集団で襲い掛かってどんな獲物もしとめる大きな軍隊アリ、空から襲い掛かってくるワニ鳥、尾に猛毒のサソリを持つマンティコラ――。

「まさかセリィーリアは、庭であの猛獣どもの石化を解いて遊んではいまいな!?」

　そんなことをしようものなら、いかに魔王の娘といえどただで済むとは思えない。人間嫌いの魔獣たちは、一いつ斉せいにセリィーリアに襲い掛かり、その牙で引き裂くだろう。

「大変だわ……！」

　二人して顔を見合わせ、子供たちを探してバルコニーに飛び出す。

　欝うつ蒼そうと木々の茂る中庭を見下ろし、遊んでいるはずの双子を探す。

　ない！　ない！　石像が！

　この窓から見れば、あちこちに点てん在ざいする石像が見えたのに、ひとつも見えない！

「ジーク、こっち！　あそこで魔物たちに襲われてる！」

　西側の庭を見下ろしていたシェリルが叫んだ。慌てて駆けつけたジークは、イチイの樹を背中にし、追い詰められた様子で魔物の群れを睨にらみつけている愛まな娘むすめを見つけた。

「大変だ、俺の娘が喰われる……っ！」

　四階のその部屋はかなりの高さがあったが、二階の屋根を伝えば下りられないことはない。ジークは迷わず手すりを越えて飛び降りた。
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「だ・る・ま・さんが、こー・ろん・だ！」

　幼女のあどけない声が響くと同時に、石像の魔物たち――大ムカデや軍隊アリの群れ、毒の牙を持つモグラたち――は、ぴたりと動きを止めた。

　呪文を唱となえ終わると同時に、イチイの木に顔を伏せていた三つ目の少女が振り返り、魔物たちを睨みつけたからだ。

「一緒に遊ぼう」と魔王様の愛らしい娘に誘われ、遊びに参加していたラエルも、その一匹だ。魔物たちに交じるために、ぴんと耳を立てた若いジャッカル姿になり、遠くから鬼役の少女に忍び寄っている。

　鬼に襲い掛かる魔物たちの中で、本当に生きているのは、実はラエルだけだ。あとは皆、濃い灰色をした石の体をしている。セリィーリアの魔法では、魔王様が石化させた石魔物たちを動かすことはできても、元の体に戻すことまではできなかったからだ。

「みゃううぅ」

　退屈そうに、ベルギウスが鳴いた。

　セリィーリアの弟であるベルギウスは、鬼を守る護ご衛えい役をしている。

　石像魔物たちは、「魔力を持ったあの娘を喰い殺せば、元に戻れるかもしれない！」と考え、涎よだれをたらしてセリィーリアの背中ににじり寄っているようだが、目的地に着くには、川のような帯状の陣地をいくつか越えなければならない。

　そこが、ベルギウスの陣地だ。

　翼を持った有翼ライオンは、あちこちの陣地を飛びまわりながら、侵入者がないか見回っている。――彼は鬼の部下だから、鬼が樹に顔を伏せている時は、ベルギウスもまた前足の間に顔を伏せて、ピクリとも動かないのだが。

「誰も動いてないわね」

　少女の三つ目が、石像魔物を見回し、ついでにラエルもじっと見つめる。

　――なんと可愛いお姫様じゃろう……全身が凍こおりつくようじゃ。

　ラエルは、魔王の娘――いいかえれば魔界の王女であるセリィーリアに一目会った時から、心奪われていた。

　彼女に視線を向けられるたび、ドキドキするあまり体が痺しびれてしまうのだ。どんなに動こうとしても、ピクリとも動けない。こんな切ない思いは、生まれてはじめてだ。

　きっとこれは、生まれてはじめての恋――！

　ベルギウスの陣地に侵しん入にゆう者しやがないのを確認すると、お姫様はまたイチイの巨木に顔を伏せて、呪文を唱となえ始める。

「だあぁーるまさーんがー……」

　三つ目娘が顔を隠した瞬間から、石化した魔物群は素早くセリィーリアに近づいていく。ラエルも負けじと、四本足で疾しつ駆くする。先頭を切って進んでいた六本足の軍隊アリが、とうとう最初の境界を踏み越えた。

　地面に棒で描いた簡素な線を越え、ベルギウスの待機する陣地に、入った。

「転んだっ！」

　王女が振り返り、すべての魔物が強制的に動きを止められる。

　音がなくなり、一枚の絵画のようになった光景の中、ベルギウスが真っ白い翼を開いた。

「みゃーん！」

　嬉しそうに鳴くと、ベルギウスは待機していた陣地から、一飛びで自分の領地に侵入した石像アリに襲い掛かる。狙いをあやまたず、軍隊アリの頭部を喰い千切った。

　バリン！　と恐ろしい音が響き渡った。

　二秒と経たず、ベルギウスはその牙で石像のアリを粉々に嚙み砕くだいてしまった。

　足元には、拳こぶし大だいの石の破片が散らばるばかり。

「ひええぇ……！」

　すぐ側そばで見ていたラエルは、震え上がった。

　あと少しで、あの陣地に入ってしまうところだった！

　――さすが魔王様のお子さまがたじゃ。遊びでも手加減がない。十字の街に住む魔物の仔らは、もっと生ぬるい遊びをするけれど、〝死のだるまさんが転んだ〟をするとは。なんと残酷な魔界のプリンセス。あの愛らしい笑顔の下には、無慈悲で残酷な心を隠しておったんじゃ。

「ベルギー、かじるの楽しい？」

「みゃあーん」

　石を粉々にしたあと、サッと顔を洗って口元についた石せき粉ふんを払った仔ライオンは、とても可愛らしい甘え声で鳴いた。

　昼食の席ではミルクしか飲まなかったし、いかにも赤ちゃんライオンだと思っていたが、ラエルよりも牙は鋭そうだ。

　――こんな遊び、もうやめたい。

　ラエルは心の底から思った。おそらく、他の石像たちも。

　だが、ベルギウスの陣地を越えて鬼にたどり着けば、元通りの体になれるかもしれない。

　生き返れるか、あるいは死ぬか。

　ラエルの場合、初恋の王女様に腕を伸ばして、その高貴な肩に触れられるか否いなか――。

　生と死、そして初恋をかけた、〝だるまさんがころんだ〟が、また始まった。

「だぁるまさんが、ころ……ばない！」

　少女はくすくす笑いながら偽にせ物ものの呪文を唱える。だるまさんは転んでいないから、今回は振り返らない。

　怯えて近づくことを拒否していた石像魔物たちは、もう一回分の時間があることに気づくと、いそいそと動き始める。重い石の体を動かして、一いつ心しんにセリィーリアに近づいていく。

「だ・る・ま・さんが――」

　転んだにしようか、転ばないにしようか、と。ドキドキしている魔物たちを弄もてあそぶように少女は声を引っ張る。

　最初のベルギウスの陣地にたどり着いたラエルは、念のために動きを止めた。臆おく病びようといわれようが、殺されてはたまらない。

　そのラエルの側を、一陣の風のように素早い影がすり抜けていく。

「こ・ろ――された！」

　だるまさんが、殺された？

　微妙な呪文に、一応魔物たちは動きを止めたが、鬼は振り返らない。

　くすくす笑う少女の背中に向かって、迷わず近づくひとつの影がある。

　誰か知らないが、勇ゆう敢かんな魔物がどんどん鬼の背中に近づいて行っている。石の体が重くはないのかと思うほど、その動きは軽妙だ。

　いかん、わしよりも先にお姫様に触るな！　とラエルは心の中で歯は嚙がみした。

「だーるまさんがぁ」

　最初の陣地を走り抜け、次の陣地の手前で止まるラエルと対照的に、細長い石像は、殺人獅子しの敵陣を次々と突破し、鬼の側に接近する。

「ころんだっ！」

　三つ目娘がぱっと振り返った時、その細長い影は、少女のすぐ側まで来ていた。

「えっ、もう!?」

　大股で二歩ほど離れた先に、背の高い老人の石像がある。

　だんだん間隔が狭くなってくる敵陣と敵陣の合間で、見事に指一本陣地に入ることなく、両腕を上げた妙なポーズで固まっている老人像に、少女は三つの目を瞬しばたたいた。

「ベルギー、この人ちゃんと歩いて来てた？」

「みゃあ」

「空とか飛んで、ズルしてない？」

「みゃうみゃう～」

「そうよね。ルール違反したら、あなたがすぐ食べちゃうものね」

　誰かが鬼に触れたら、鬼の負けだ。

　三つの瞳をもつ少女は、悔しそうに石像を睨みつけたが、どうすることもできない。

　有翼ライオンも、獲物に飛び掛かりたそうにウロウロと陣地を飛び回って巡回してみるが、今回は誰も入り込んだ愚か者がいない。

　納得したセリィーリアは、しぶしぶまたイチイの樹に顔を伏せた。

「だるまさんが――い、いやあっ！」

　素早く呪文を唱えようとした少女は、声の半ばにして悲鳴を上げた。

　サッと一いち陣じんの風のごとく近づいた爺じいさんが、無防備に背を向けた幼い少女の尻を思い切り撫で上げたからだ。

　爺さんは石の顔に、ニヤ、といやらしい微笑を浮かべ、振り返る鬼の娘に合わせて、素知らぬポーズで凍りつく。「ワシ、何もしとらんもん」と言わんばかりに顔を背そむけて。

「ひっく、うっ……！」

　衝撃の体験に少女が泣き始めると、怒ったベルギウスがカッと目を見開いて爺さんに飛びかかろうとした。同時に、城内から駆けつけた若い男が、石像老人の肩を摑んで怒鳴った。

「このエロ爺じじい！　俺の娘に、今何をした――!?」

「……パパ？」

　セリィーリアは潤うるんだ瞳で金髪の魔王を振り返り、石像老人も怒鳴り込んできた若い男を横目で見る。

　老人とジークの顔、両方が驚きよう愕がくに引きつった。

「じ、じいさん……！」












　髪を振り乱していた魔王はそのまま青ざめ、何か言おうとした石像は、ジークフリートの三つ目にさらされて、また完璧な石像へと戻っていく。

　遠目に見ていたラエルは、あっと声を上げて思い出した。あの石像老人は、魔王様と一緒に魔界に来て、戴たい冠かん式しきで石となった、魔王様の祖父上だったことを。







「ほほう。これはお前の娘じゃったんか。将来、別べつ嬪ぴんになりそうじゃのお。ワシに隠してこんな大きな子供を作っておったとは。ジークよ、おぬしもなかなかやるな！」

　ジークが、娘から聞いた魔法をまた石になった祖父にかけると、祖父リルセンは灰色の顔色のまま、動く上に喋るようになった。

　しかし体は石のまま。顔色はひどく悪くて、まさに土つち気け色だ。

　なぜ、完全な人間に戻らないのだろうと四苦八苦したが、どうしても無理だった。念のために、あとから追いついたシェリルにも同じ魔法をかけてもらったが、石爺さんは「痛い痛い！」と腰やら首やらを押さえて喚わめくばかりだ。

　おそらく、ジークの子供たちだけが特別だったのだ。呪い主であるジークの血を半分引いていたから、耐性があった――というか、もともと完全に石化してはいなかったのだろう。

「余計なお世話だ、エロじいさん。あんたこそ、ひ孫の尻を触って喜ぶな」

　ジークに子供がいると聞いて、リルセン爺さんは小こ躍おどりせんばかりに喜んだ。自分が、その娘の尻を触ったという犯罪的行為をすっかり忘れたフリをして。ジークには、何がそんなに嬉しいのかさっぱり分からない。

　ジークは冷たい眼差しを向けたが、爺さんはどこ吹く風で飄ひよう々ひようと答える。

「いやぁ、数十年ぶりに、美少女に〝だるまさんが転んだ〟に誘ってもらって、心がはしゃいでしもうたんじゃ。お前の子だと最初から知っとったら、触っておらんわ。隠し仔がおったんなら、もじもじしとらんと、爺さんにくらいは相談しておかんか！」

「うっ」

　あけすけな物言いに傷ついたジークは、爺さんの顔を見ていられなくなって、顔を背そむけた。もちろんシェリルの方も見られないので俯うつむくと、三つ目娘がじっとこちらを見上げているのに気づいた。

「ねえパパ。この変なおじいちゃん、パパのパパなの？」

「いや、祖父だ。お前にとっては、ひい爺さんになる。面倒だから、おじいちゃんとでも呼んでおけ」

「おじいちゃん……あたしの、おじいちゃん」

　小さく呟くセリィーリアは、衝撃体験も忘れてなんだか嬉しそうだ。娘が無邪気に喜ぶ前に、と、ジークは思い出して釘くぎを刺さした。

「そういえばセリィーリア。勝手に魔物たちの石化を解いて遊ぶな。あいつらは、狂暴すぎるから石にしてあるのもいるんだぞ。何かあったらどうするんだ」

　手間をかけさせるな、と厳しい表情で娘を見つめる。セリィーリアはびくりと肩を震わせた。

「ご、ごめんなさい……」

　分かればいい、とジークは鷹おう揚ように頷く。しかし三つ目娘はまだ、潜在的にジークを恐れていたらしい。次々と謝罪の言葉を口にした。

「わるぎはなかったの。パパの大事な保存食、勝手に解凍しちゃって、ごめんなさい！　だってセリィーリア、パパに遊んでもらえなくて寂しかったんだもん……！」

　三つの瞳をうるうるさせて見上げるセリィーリアに、ジークは眉をひそめる。

　危ないからやめろ、と怒っているのに、保存食にいたずらしたことを怒られている、と思っているらしい。この娘は、少し思考回路がおかしい気がする。

　一体、どういう教育を受けて育ったんだ？

　黙り込んで顔を曇らせる父親の反応が心配になったらしく、セリィーリアはベルギウスの後ろに隠れた。

「ごめんなさい！　もう絶対いたずらしないから、あたしのこと、お仕置きに石にしたりしないで！　パパ、お願い……！」

「みゃうううううう！」

「セリィーリア、逃げなくていい。ベルギウスも怒るな。ライオンになった時はともかく、俺は――パ、パパはそんなに簡単に、子供を石化させるほど短気じゃないぞ」

「……ほんと？」

　愛らしい三つ目顔だけを、有ゆう翼よくの獅子のまっ白い翼の向こうから覗かせる娘は、天使のように可愛らしかった。

　半分魔物で、涙の代わりに砂が詰まっているようなこんな自分でも、シェリル以外の女の子供など欲しくなかった自分でも、心打たれる。セリィーリアの容よう姿しがシェリルに似ていたら、もっと可愛かっただろうが――。

「本当だから、びくびくしないで出て来い」

「よかったぁ！」

　弟の後ろから出て来たセリィーリアは、本当に嬉しそうに微笑む。パパに受け入れられたことを心底から喜ぶような笑顔だ。

　ああ、なんとこの三つ目娘は可愛いのだろう。

　特に、ぱっちりした三つ目の辺りが、最高に可愛らしい。

　いまだにこれが自分の子だと信じきれないジークの胸にも、父性愛が広がっていく。

「それにしても孫息子よ。おぬし、しばらく見んうちに老ふけたのう、髪もずいぶん伸びたし。しかも、こんな年の隠し仔までおったとは、わしゃびっくりじゃぞ」

　娘に見み惚とれるジークに、石となった爺さんが横から不思議そうに呟つぶやく。

「爺さんが石化してる間に、五年ほど経ったんだ」

　正確には、カーデュエイルでは四年、地上では六年だ。とりあえず、間をとって五年にしておく。七十年も生きた祖父にとっては、そんな細かい数字はどうでもいいだろう。

「なに、五年じゃと!?　そんなにワシは石化しておったのか!?　おお……ワシの貴重な青春が……！」

　爺さんはよろりと倒れかけ、側で話を聞いていたシェリルがとっさに腕を伸ばして支えた。

「大丈夫ですか、お爺さん？」

　優しく問いかけるシェリルに、爺さんの石の瞳がキラッと輝く。

「すまんのう、優しいお嬢さん。――なんと、これはまた、目の覚めるような別嬪さんじゃのう！　あんたじゃな、うちの孫息子の嫁さんは。こんなに大きな子供がおるとは、到底思えん若々しい奥さんじゃ。ぜひとも、この爺じいに名前を教えてくだされ」

「シェリル・ベルティーニと言います。でも私、セリィーリアのお母さんじゃありません」

「ほえ？　違う……？　わしの耳が遠くなったんかのぅ？」

　耳の掃除を始める石爺さんの足元で、セリィーリアが無邪気に口を開いた。

「おじいちゃん、あたしのママ、シェリルお姉ちゃんじゃないよ。きれいな白いはねとシッポがある魔物なの！　せかいいち魔法が上手なんだよ！」

「なんとっ!?」

　大げさに驚いた爺さんは、鋭い視線でジークを振り返った。

「もしや、おぬし。権力を手にした途端に、美女をはべらせて酒しゆ池ち肉にく林りんしとったんか？」

「うっ。ち、ちがう……」

「隠さんでもええ！　わしも男じゃから、その気持ちはよう分かる！　よくやった！」

　爺さんはきっぱりと断言し、満面の笑みを浮かべる。

「ワシの孫じゃというのに、子供の頃からおぬしはやたらと堅かた物ぶつで、せっかく一族の娘さんに誘われても全部断ってしまうし、十五を過ぎても浮いた話のひとつもない。将来は大丈夫かと心配しておったんじゃが、愛人その１の白い翼の美女や、愛人その２のシェリルさんを見るに、えり好みが激しかっただけでちゃんと遊んでおったんじゃなぁ。よきかな、よきかな……」

「爺さん。黙れ、シェリルが固まっているだろう」

　ジークがじろりと睨むと、爺さんは強制力で黙らされた。

　しかし、横から届くシェリルからの視線がとても痛い。「こんな色好みのお爺さんの孫なら、やっぱりあなた、骨相性で子供が出来たんじゃなくて、セリィーリアのお母さんに何かしたんじゃ……？」という、ほの暗い疑惑が交ざり始めている。

「爺さんと俺を一緒にしないでくれ、シェリル！　俺は愛人なんか作っていない！　――爺さんも、シェリルを『愛人その２』などと呼ぶな。彼女は、俺の花嫁になる娘だ！」

　まだ微妙な表情をしているシェリルを強引に抱き寄せ、祖父に紹介する。

　シェリルはぺこりと会え釈しやくしたけれど、笑顔が薄くて作り笑いっぽいところを見ると、まだ少しこだわっているらしい。

「――そ、それより、セリィーリア。石化した魔物たちを動かす魔法はどこで覚えたんだ？」

　こういう時は、もっと重要なことに話題を飛躍させるべきだ、とさり気なくジークが訊くと、三つ目の少女は元気一杯に答えた。

「ママに教えてもらった！」

「……母親に教えてもらったのか……」

　当たり前といえば、当たり前の答えだ。小さい子供が知っているのは、母親に教えてもらったことに決まっている。

　しかしジークはまだ、その女性のことをできるだけ話題にしたくなかった。

「うん！　ママなら、もっとちゃんとした魔法もかけられるよ。パパの保存食、ちゃんと食べられるように解凍してくれるから！」

「セリィーリア、石化状態は『保存食』じゃないのよ」

　シェリルが、ジークが注意しようか迷っていたことを先に言った。

「どうして？」

「あとで食べるつもりで、石化させてとっておいたわけじゃないからだ」

　今度はジークが諭さとす。不思議そうにしながらも、三つ目娘は頷いた。

「ふーん。よくわかんないけど、分かった」

「ともかく、子供たちのお母さんに会えば、石化を完かん治ちさせる方法が分かるのね。――ジーク、会いに行きましょう」

　シェリルがきっぱりと言った。

　ジークは、顔を引きつらせた。いずれは会わねばならないことは分かっていた。シェリルからも、会いたいと懇願されていた。でも、今すぐとは――。

「し、しかし……」

　全く記憶もない愛人に、顔を合わせて俺は何と言えばいい？

　孕はらませてすみませんでしたと、いきなり謝ればいいのか？　もし「あなたを愛していたから、身を任せたのよ！」とか、言い出して泣きつかれたらどうする？

　養育費を請求されるくらいならともかく、自分を妻にしろと迫られたら？

　ああ、そんな姿はシェリルには絶対に見せられない！　シェリルは優しいから身を引いてしまう。あるいは、俺に呆あきれて、世界の果てまで逃げて行ってしまう！

「ねえセリィーリア、お母さんはどこに住んでるの？」

　待てシェリル、そんなことは訊くな！　というジークの心の叫びも無視して、シェリルは訊いてしまった。ぎくり、とセリィーリアの笑顔がこわばる。

「……どうかしたの？」

「べ、べべ、べつに……」

　急にそわそわし、三つの瞳をあらぬ方向にさまよわせる娘を見て、ハッとしたようにシェリルが言った。

「もしかしてセリィーリア、あなた家出してきたんじゃないの？　ママに内緒で？」

　三つ目娘は、バツが悪そうに弟の顔を見た。ライオンの弟は素知らぬ顔で、前足の毛並みをてちてちと舐めてきれいにしている。

「うー……」

　うめく顔は、紛まぎれもない肯こう定ていだった。

「こら。母親に黙って出てくる奴があるか。急に子供がいなくなったら心配するだろう」

「だって！　だってママに言ったら、ぜったい止められるもん！　あたし、どうしてもパパに会いたかったんだもん……」

　娘の両目から溢れる涙の雫を見て、ジークははっとした。地面まで零れ落ちた涙は砂になってしまうものの、ジークも失った人間特有の涙が出るとは、体質がかなり人間に近いようだ。もしかしたらこの娘は、太陽の光溢れる地上でも暮らせるのかもしれない。

「でもねセリィーリア、ママが必死にあなたを探しまわっているってことも考えてあげて。何日も食事が喉のどを通らなかったり、心配しすぎて病気になったりしているかもしれないのよ」

「うー……でもぉ……」

　うつむいていじいじと小石を蹴けっているセリィーリア。

「家の場所を言え。町の名前は？」

「えーーっ。帰るのやだ！　もっとパパと一緒にいたい！」

　三つ目娘は、ジークの足にぎゅっと抱きつく。

「だって、はじめてパパに会えたんだよ！　ママも大好きだけど、あたしパパも大好きなの！」

　セリィーリアの叫びに、シェリルが一瞬傷ついたような表情をした。

「そうよね……。まだ五歳だもの。パパとママ、どっちかとじゃなくて、両方と一緒に暮らしたいわよね…………」

「いやシェリル、ちょっと待て。おかしなことは言いだすなよ――俺に、この二人の母親と結婚しろとかなんとか。それよりセリィーリア、家はどこなんだ!?　早く言え！」

「――知らないっ！」

　苛いら立だってきた父親に怒ど鳴なられ、ぷい、と頰ほおを膨らませて、セリィーリアは噓をついた。

　娘が噓をついたと思いたくはなかったが、どう見てもそうとしか思えない横顔だった。

「セリィーリア！」

「あたし知らないもん！　あたしのママ、ずーっと噓ついてたのよ！　パパは死んじゃったって、ずーっとず―――っと噓ついて騙してたんだもん！　そんなママなんかもう知らないっ！」

　セリィーリアはしがみついていたジークの足を離すと、行儀よくお座りして話を聞いていた弟に駆け寄る。

「行こ、ベルギー！　あっちで遊ぼ！」

　城の反対側を指差すと、素直な弟ライオンは白い翼を開く。

「こら待て！　話はまだ終わってない！」

　ベーっと舌を出し、ジークの腕をすり抜けてセリィーリアとライオンは舞い上がる。腕を伸ばしてベルギウスの尻尾を捕まえようとしたが、小こ癪しやくなことに尾の先端だけを持ち上げて、するりとジークの手をかわす。

「誰か、捕まえろ！」

　ジークは喚いたが、空まで追いかけることのできる者が、辺りに誰もいない。飛ぼうとジャンプしてみたワニ顔の石鳥も、石の体の重さに耐えかねて、即座に墜つい落らくした。

「誰かいないのか!?」

　声を荒らげるジークの傍かたわらで、しみじみと爺さんが言った。

「ジークフリートよ。子供というのはのう、親の期待どおりには動かんもんなんじゃ。正論を振りかざせば振りかざすほど、反抗する。……が、まだまだ素直な年頃じゃ、夕飯時にでもなれば戻って来るじゃろ。少しほうっておけ」

「……しかし！」

「あの年頃の子供が、母親に会いたくない訳がなかろう？　じゃが今は母よりも、おぬしと一緒におりたいというだけなんじゃ。……できるなら、両親一緒に暮らしたいというのが本音のはずじゃ。あの仔らなりに、我慢しておるとわしは思うがなぁ」

　――両親一緒に、暮らしたい。

　愛人を連れて来て同棲しろと言わんばかりの爺さんの言葉に、ジークは胸がズキリと痛む。

「……でも俺は」

　ジークはちらりとシェリルを見る。

　想像どおり、シェリルは苦しそうな顔をしていた。

　――俺は、シェリル以外の花嫁も愛人も、この城に置くつもりはないんだ。

　そう心から思ったけれど、口に出すことはできなかった。

　城の尖せん塔とうの裏側に飛んで行く娘と息子を見送り、ジークは深いため息をついた。
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　一緒に酒でも飲まないか、としつこく誘うジークを断り、シェリルは一人、図書室で読書にふけっていた。

　見ていた書物は、カーデュエイルの地図。それに、魔物図鑑。

　読めない字が多いシェリルにも、絵を見ることで楽しめる本だ。

　図鑑の中から、翼のある魔物を探し出し、ジークの愛人の姿を知ろうと思ったのだ。

　兎うさぎに翼の生はえた生き物や、羽の生えた蛇へび――だけど龍ではないものや、巨大トンボのような魔物、半透明のスカイフィッシュに、オーロラが緑になった夜に空から落ちてくるという巨大ミノムシ、炎の翼を持つ鳥に、下半身が有ゆう翼よくライオンの美女……。

　奇妙な魔物たちの数々の絵図をさんざん眺めて、こんな人がジークの愛人だったのかしら、とため息をついた。

　が、最後のページにたどり着いた時に、でかでかと「この本の魔物は、パフィーナ博士の空想です。実在するかどうかは不明です」と書いてあって、ショックを受けた。

　次にシェリルはカーデュエイルの地図を取り出して、羽の生えた魔物の町を探そうとした。

　けれど、魔物図鑑よりも文字だらけのこの本を解読することは至難の業わざだった。そもそも、東西南北が分からない。妙な門の絵や、長すぎる注意書きがあるばかり。

「……ジークの作った魔界に、まともな東西南北を期待した私が馬鹿だったわ」

　呟いた時、夜の九時を知らせる狼兵士たちの遠吠えを聞き、もうそんな時間だったのかと本を閉じた。

　そろそろ部屋に帰って休もうと、第一図書室を出る。ちなみに、第二、第三図書室には、ジークフリート以前の魔王の時代の本が大量に所蔵されている。本自体にいろいろな魔法がかけられており、危険なため立入禁止になっている。

　シェリルは砂のランプを手に、真っ暗な廊下に出た。

　夜中にこの城の廊下を歩くと、壁画が動いている気がする。仲良くなった小こ間ま使づかいの魔物少女から「ときどき仲間がいなくなる」とか聞いたことがある。

　楽器の並んだ音楽室からは、誰もいないのにポロンポロンと物悲しげな音色が響いてくるという噂もあるし、西の階段を上から下まで四十二回下り続けると、地獄へ続く長い階段が現れるとも聞いたこともある。

　シェリルを脅かそうとした作り話なのか、それとも本当なのか……。

　幅の広すぎる中央階段を下り、ようやく覚えた自室への道をたどっていると――。

　キラリと不気味な光を放つものが、柱の陰にあった。

「――っ！」

　恐怖とともに、足が急に重くなったように感じられる。この感覚は知っている。三つ目の凝ぎよう視しだ。でも腰より低い高さからして、ジークではないから――。

「セリィーリアね。そこにいるの？」

　声をかけると、ライオンを従えた少女は、おずおずと柱の陰から姿を見せた。

「シェリルお姉ちゃん、すごい。こんな真っ暗なのに、視力いいのね」

　……それはあなたの目が光っているからよ、と言ったら、もしかしたら幼い少女は傷つくかもしれないので、やめておいた。

「晩ごはんにも戻って来ないで、どこに行ってたの？　お腹なかは空すいてない？」

「うん。とっても美お味いしそうなおやつ見つけてたくさん食べたから、あたしは大丈夫」

　シェリルは一瞬ぎくりとしたが、何を食べたのかは訊かないことにした。

「でもベルギーは、ミルクしか飲めないから、おなか空いてるの」

「じゃあ、私のお部屋に来ない？　あなたたちのためのミルクと夜食をとってあるの」

「ありがとう！　お姉ちゃん、大好き！」

　シェリルと手を繋いで、三つ目娘は嬉しそうに歩き始める。空腹のベルギウスの背中には乗らないところが、さり気なく姉らしい。

「……ねえ、お姉ちゃん。あたし、おうちに帰されちゃうの？」

　ふと、セリィーリアが沈んだ様子で聞いた。

「パパ、あたしのことがやっぱり嫌いなのかな？　だって、すぐにおうちに帰れなんて言うのよ。石にしないのはうれしかったけど、――やっぱり、あたしたち、いらない仔なの？」

　いまだに心の傷を引きずっているらしいセリィーリアが、大きな瞳でシェリルを見上げる。

「そんなことないわ。ジークは……パパは、ママが心配してるだろうと思って、つい怒っちゃっただけ。セリィーリアやベルギウスのことを嫌ってなんかいないわ！」

　シェリルは明るい声で慰なぐさめたが、ほんの少し、心が重たかった。

　――どうして私、婚約者が浮気して作った子供を慰めているの？　パパとママの橋渡しみたいなことをしてるの？　ジークの婚約者は、私なのに。

　彼と結婚するはずだったのは私なのに……。

　よく考えると、今一番、悲ひ惨さんな立場にいるのはシェリルではないだろうか。

「ジークは……パパはね、いきなりパパになって驚いているだけなの。本当はあなたたちのこと、とても大切に思ってるのよ。――昼間、庭で〝だるまさんがころんだ〟で遊んでいたでしょ？　あの時ジークってば、あなたが魔物たちに囲まれて、食べられそうになってるって勘違いして、窓から飛び降りて駆けつけたくらいなんだから」

「えっ。ほんとう？」

「本当よ。両親って、子供のことを何よりも大切に思うものなんだから。――パパだけじゃなくて、ママも、あなたたちのことを、自分の命よりも大事に思っているに違いないわ」

「……うん」

「だからね、パパに会いに来るにしても、ちゃんとママにそう言ってこなくちゃ。セリィーリアだって、なんにも言わずにベルギウスがどこかに消えちゃったら心配するでしょ？」

「うん……びっくりして、ずっと探し続けると思う……」

「ママも同じよ。あなたたちのこと、夜も眠れないくらい必死で探しているかもしれないわ。だから、一度は帰らなくちゃ」

「……でもっ！」

「そのあと、ママと一緒にまた会いに来ればいいのよ。……ママがいいって言えば、荷物やお気に入りの家具を持って来て。ここに皆で……一緒に住めばいいわ」

「ほんと!?」

　輝くような笑顔のセリィーリアと反対に、シェリルは自分の言葉に打ちのめされていた。

「ええ。パパもきっと――喜ぶわ」

　子供は正直だ。セリィーリアはシェリルの手をぎゅっと握って、飛び跳はねんばかりに軽かろやかなステップを踏み始める。シェリルは反対に、砂に埋まってしまいたい気分だというのに。

「わぁい、あたしにもパパができるんだ！　パパとまいにち一緒にくらせるんだ！　家族みずいらずでくらせるんだぁ！」

　無邪気な少女の言葉が、シェリルの胸をぐさりと貫つらぬく。

　家族水入らずを実現するなら、シェリルはお邪魔虫だ。

　ジークが父、白い翼のお母さんが母、となればシェリルは愛人にしかなれない。

　愛人。

　子供も奥さんもいる男性の、愛人……。

　ああ、だんだん耐えきれないような気がして来た。

　ジークの心は、すでに彼と同じ三つ目のセリィーリアに傾かたむき始めている。直接言葉にされなくても、ジークの顔を見ていれば分かる。夕食の最中だって、ずっとそわそわしていた。平静を保っているフリをしていても、第三の瞳はちらちらと窓の方を見ていたから。

　もう私、地上に帰りたい――。

　どんなに彼が好きでも、――いや好きだからこそ、心が張り裂けてしまいそう。

「あたしとベルギウスね、鳥のいっぱいいる町の、丘の上の大きなおうちに住んでいたの」

　機嫌の直ったセリィーリアが、自分の故郷について口にした。

「町の名前は？」

「しらない。あたしたち、町の外に出たことなかったもん」

　今度の言葉は、噓には思えなかった。

　半分魔物だからか、セリィーリアは人間の五歳児よりもずいぶん賢かしこいようだけれど、やっぱりまだ、物知らずな子供なのだ。……いやそもそも、シェリルだって自分の故郷への帰り道を知らない……もう十八歳のくせに。地上との境界のノーヌ川までは、なんとかたどり着けるかもしれないが、そのあと自分の町まで一人で帰れる自信は、ゼロに近い。

　以前は、なんでも屋のウィリアムに連れて行かれたから、自宅に帰れたけれど。

　――ウィリアム。

　そういえば、今頃、彼はどこにいるの？　魔界で別れたきりだけど、まだ隠れ家に？　それとも十字の街をさまよえば、どこかの十字路でばったり――露ろ店てんを営業していたりする？

　彼を見つけたら、地上に連れて帰ってもらえるだろうか……？

「みゃうみゃう～～～～！」

　思い悩むシェリルに、青目のライオンが物言いたげに鳴き、背中の翼をはためかせた。

「あっ！　ベルギーが、『月が沈むところから来た』って言ってるよ！」

「まあ、ベルギウスは賢いわね。……月が沈む方といえば、西ね」

　あのおかしな魔界地図を思い出すと、どっちが西なのかは全然分からないけれど、ジークに言こと伝づてすればきっと分かるだろう。

　そう考えているうちに、シェリルは自室の前に着いた。扉を開けて、子供たちを中に促す。

「さあ、ここが私のお部屋よ。今夜は私と一緒に寝ましょうね」

「……うー」

　セリィーリアは、入り口でちょっと顔をしかめている。

　掃除好きなモモンガの小間使いのおかげで、部屋の掃除は上から下まできっちり行き届いているし、カーテンは明るい花模様。レースのクッションに、キラキラした香水瓶びんの並ぶ鏡台。本棚には絵本もある。一応、女の子らしい小物のそろった部屋になっているから、嫌がられる心当たりはないのだけれど――？

「……パパ、どこのお部屋で寝てるの？」

　セリィーリアは、ジークと一緒に寝たかったらしい。

「――じゃあ、パパのお部屋に行ってみましょうか」

　シェリルは、期待と不安の入り交じった表情をしている三つ目娘と手を繋ぎ、すぐ隣の、扉にライオンの浮き彫りがある部屋の扉をノックする。

　こんな時間にジークの部屋を訪ねるのははじめてだった。

　ジークはどんな顔をするだろう？　もう湯上がりだろうから、どんな服を着ている？

　夜更けに訪れたシェリルを見て、どんな表情をするだろう？

　ほんの少し、ドキドキしながら待つ。

「パパのお部屋、どんなところかなぁ？　何かおもちゃとか、あるかなぁ？」

　手を繋いだ少女のうきうきした声が、シェリルを現実に引き戻した。

　……忘れるところだった。この〝はじめて〟は、シェリルのためじゃない。

　彼とよその女性の間の子供のため。彼女をパパに会わせるために、することだ。

　また、胸が苦しくなる。

　いつか、夜よ更ふけに会いたくなって、シェリル自身の意思でこの扉を叩くこともあったかもしれないのに、その〝はじめてのときめき〟は子供たちのために消えてしまった。

　このままここにいたら、私、あといくつの〝はじめて〟を子供たちに奪われてしまうの？

　例えばシェリルに子供が出来ても、それはシェリルにとっては初めての喜びでも、ジークにとってはもうそうじゃない……。

　――だめよ！　こんな考え方、心が狭いわ！　考えちゃだめ！

　胸に広がる疎そ外がい感かんを消そうと、シェリルは強く首を振る。

「誰じゃ、こんな夜更けに～～～？　夜のお散歩の時間は、もう終わったぞ～ヒック！」

　妙に酒臭い息を吐きながら、扉を開けてくれたのは犬耳のついたラエルだった。

「ジークはいる？」

「シェリルか!?　どうした、こんな時間に？　――はっ、もしかして！」

　爺さんと酒を飲んでいたらしいジークが、シェリルの声を聞いたらしく飛んで来た。

「眠る前に、おやすみのキ――」

「セリィーリアが、パパと一緒に寝たいんですって」

　シェリルが言うと、何か言いかけていたジークの動きが固まった。

「パパ……一緒に寝ていい？　……まだセリィーリアのこと、怒ってる……？」

　か弱げにシェリルの後ろに隠れて、顔だけ出してジークを見上げている三つ目娘。

　ジークは帰って来た娘を見つけて、ほっとした顔をした。一瞬だけ、訪ねて来たのがシェリル一人でないことに残念そうな表情もしたけれど、すぐにその顔は、娘のための優しい笑顔に変わってしまう。

「いや、もう怒ってはいない。俺も、いきなり怒ど鳴なって悪かったな。石爺さんとジャッカルのラエルも一緒でよければ、おいで」

「やったぁ！」

　笑顔を浮かべて、父親の腕に飛びつく三つ目娘。ジークは軽々と、少女を腕に抱き上げる。

　――なんて幸せそうな、お父さんと娘の図なの。

　シェリルの胸に、鋭い刃物が刺さるような痛みが走った。

　金髪に三つ目でハンサムな父親に、赤毛で三つ目、愛らしい顔立ちの幼女。

　二人は最高にお似合いだ。どう足あ掻がいたって、この三つ目父おや仔この間には、シェリルは割って入れない……。

「――みゃあ！」

「え？　うん。じゃあまた明日ね、ベルギー。おやすみ！」

　パパの首にしっかりと抱きついてセリィーリアは言い、ライオン弟に手を振った。セリィーリアの頭でよく顔の見えないジークに向かって、シェリルもこわばった微笑みを作り、素早く「おやすみ」と呟くと、返事も待たずに扉に背を向けた。

　ラエルが「次は、やきゅうけんじゃ～」と酔って呟きながらバタンと扉を閉めると、広い廊下には、シェリルだけが残された――と思ったが。

　おとなしい羽つきライオンの子供も、傍かたわらに残されていた。

「――あら？」

　足元に、きちっとお座りしているライオンを見下ろし、シェリルは首をかしげた。

「あなた、お姉ちゃんと一緒に寝なくていいの？」

「みゃあ」

「ジャッカルのラエルと仲悪いとか？　あっ、もしかして昼間、苛いじめられたりしたの？　実は私も最初、苛められたのよ……。でも本当はいい子なのよ」

「にゃあ」

「違うの？　じゃあ、あなたはパパが嫌い……、ちょっと怖い、とか？」

「みゃあぁ！」

「わかった！　ジークの部屋、酒臭いから嫌なのね!?」

「みゃうーん」

　ベルギウスは途方に暮れたように鳴いた。シェリルの答えは、どれもお気に召さないようだ。

「みゃあみゃあ」

　早く行こう、と言うようにベルギウスは立ち上がって尻尾を振る。

「まあいいわ。ともかく、私と一緒に寝るのよね」

　シェリルは、従順な仔ライオンを連れて部屋に入る。

　底の浅い皿にたっぷりのミルクを出してあげると、ベルギウスはあっという間に飲み干した。口の周りがミルクだらけで真っ白になっているが、実に満足げな表情だ。

　シェリルは、勘違いしていた自分を笑った。

「あなたが欲しかったのは、ミルクだったのね、赤ちゃんライオンさん。――こっちにいらっしゃい。顔を拭いて、ブラッシングしてあげる」

　シェリルがベッドに呼ぶと、素直にライオンはやってきて、ベッドの真ん中を占領して横になった。ブラシで毛を撫ぜているとゴロゴロ気持ちよさそうに唸るのが面白い。まだ子供だから毛並みはフワフワだし、体温も高いらしくて、抱きしめるととても温かい。

「ジークの子供の頃もこんな感じだったのかしら？　――彼の子供時代は、人間だったわね」

　なんとなく残念な気がしてため息をつく。

　ライオンになってしまうと、暴れるばかりで手のつけようがないジーク。彼がベルギウスくらい賢いライオンだったらよかったのに……。

　くぅくぅと小さな寝息を立て始めるライオンの背筋を撫ぜながら、シェリルは呟く。

「あなたはとってもいい子ね。嚙みつきもしないし、お姉ちゃん思いだし。でも、他の女の人にこんなに簡単について行っちゃうところは、パパに似てるかもしれないわね。ベルギウス、大人になっても、浮気男にだけは絶対になっちゃだめよ……」

　幸せそうな仔猫の寝息を聞いているとシェリルも眠くなってきたので、恋人そっくりの毛並みと青い目の仔ライオンの隣で、眠りに就くことにした。

　着替えている最中、「今頃、ジークとセリィーリアはどうしているかしら」と考えたら、胸がズキリと痛んでとても眠れないような気分になった。

　シェリルは、側にいるこの金色のライオンこそが愛するジークなのだと思い込むことにし、ふわふわの毛皮に肩を寄せて瞳を閉じた。

「おやすみなさい、ジーク……」
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　朝食を終えた家族の顔を見回し、ジークは咳払いをしつつ立ち上がった。

「皆の者、よく集まってくれた。今日は、ぱ……パパからの発表がある！」

　たどたどしい父親の発言にも、娘のセリィーリアは嬉しそうにぱちぱちと手を叩く。

　ラエルは人間姿で正座し、セリィーリアの右隣で、チラチラとそっちを振り向きながら座っている。

　セリィーリアの左隣にはベルギウスがいて、その隣には、仔ライオンに膝ひざ枕まくらをしてあげているシェリルがいる。見た瞬間から、ジークはあまりの羨うらやましさに、胃が焦こげそうだった。

　――よくよく思い出してみれば、ベルギウスは昨晩シェリルと一緒に寝たのだ！　自分さえもまだ、そんなことはしていないのに！　もしやベルギウスめ、ミルクを欲しがってシェリルの胸元に顔をくっつけたりはしていまいな、と思うと心は波立つ。――まさかな。

　子供たちとシェリルの後ろでは、石いし爺じいさんが朝の健康体操をしている。

　これが、全員集合したジークの家族だった。

「家族に必要なのは、強い絆きずなだ。子供も出来たし、爺さんが長なが患わずらいしていた病気もよくなってきたから、皆で親しん睦ぼくを深めるため、これから家族旅行に出かけようと思う！」

「うわぁ！　パパ、すてき～！」

　目を輝かせてセリィーリアが叫んだが、この親睦旅行には裏がある。

　――本当の目的地は、子供たちの母親が住む、西の町なのだ。

　家族旅行と偽いつわって二人の子供たちを城から連れ出し、母親に返すのが真の目的だ。

　ついでに、魔法の得意な子供たちの母親から、石化を解ほどく魔法も教えてもらい、城に戻ったら速すみやかにシェリルと結婚式を挙げる。

　正面から「うちに帰るぞ」と言えばセリィーリアはまた臍へそを曲げてしまうだろうから、一計を案じたのだ。これを知っているのは、今朝、相談したシェリルと石爺さんだけだ。

「カーデュエイルには素晴らしい景けい勝しよう地ちがいくつもある。どこも楽しげなところばかりで迷ったが、もっとも魔界らしい場所こそ、最初の家族旅行には相応ふさわしいはずだ！　そこで俺は、針の山から血の湧わき出る池、死者の沼地までをたどる、〝地獄めぐりの旅〟を計画した！」

「……じごくめぐり？」

　シェリルが、瑞みず々みずしい瞳を見開き、あっけにとられたように呟いた。ベルギウスも、聞き間違いをしたかのような顔で耳を震わせた。

「わー、パパとっても素敵っ！」

　パチパチと手を叩いて、セリィーリアは踊りださんばかりに嬉しそうだ。

「待て待て。ジークよ、家族旅行を勧めたのはワシじゃが、地獄めぐりとはなんじゃな？　もっとこう、楽しいイベントは思いつかんかったんか？」

「楽しいだろう？　地上にはない景色ばかりだし、シェリルも子供たちも喜ぶと思ったんだが……。では、魔界鍾しよう乳にゆう洞どうめぐりはどうだ？　俺は、これと地獄めぐりの間で相当悩んだ」

「それも楽しそう！　パパかっこいい～！」

　飛び跳ねて喜ぶ三つ目娘に、再び唸る爺さん。あっけにとられているシェリル。

　生き真ま面じ目めな顔で正座したまま、ときどき横目でセリィーリアを睨んでいるラエルと、なんとも腹立たしいことに、撫ぜてくれとシェリルの神聖な手のひらに頭を押しつけて甘えているベルギウス。ああ、石に変えてしまいたい。妬ねたましすぎる。

「鍾乳洞じゃと？　う～む。今ひとつグッと来んなぁ。もっと家族向けの旅行はないんか？」

「では……少し魔界らしさは落ちるが、カーデュエイルの八大魔獣めぐりはどうだ？　日曜日に家族で行く、動物園の気分が味わえるぞ」

「やったぁ！　パパと動物園ーっ！」

　何を聞いても喜ぶのは、セリィーリアだけだ。

「おぬしのう、若い美人と一緒に出かけるんじゃぞ！　深めたいのは家族愛だけではなく、恋人との仲でもあるはずじゃろうが」

「そ、そうだな」

「ならもっと場所を選ばんかい。例えば――」

　にやりとしながら、石爺さんはジークに近づき、こそっと耳打ちした。

「――なにっ!?　混こん浴よく温泉・秘ひ湯とうめぐりの旅だと!?」

　耳打ちされたジークは、想像を絶する提案にぎょっとした。

「コレに決まっておろう！　地獄めぐりやら、魔獣めぐりやらに誘ってどうするんじゃ！」

「お、温泉旅行……しかも、混浴――!?」

「そうじゃ！　熱～い温泉で、裸の付き合いをするんじゃ！」

「わーい、あたしお風呂もだーい好き！」

　喜ぶ娘は無視して、呆ぼう然ぜんとしたままジークはシェリルを振り返った。

　目が合った瞬間、すでに全ぜん裸らになったシェリルと見つめ合っているような気がして、サッと顔を逸らしてしまった。もしかして、赤くなっているかもしれない。持病の動どう悸きが苦しくなってきた。

「じ、じいさん！　軽々と淫みだらな言葉を口にするな！　結婚前の男女が混浴など許されると思っているのか!?」

「嫌なら、おぬしらは別々に入ればいいだけじゃろ。長いこと呪われておった哀あわれな老人の体も考えてみるんじゃ。老い先短い年寄りが、温泉でゆっくり呪いの疲れを洗い流したいと思って何が悪い？　親孝行をせんか！」

「おふろー、おふろー！」

　パパさえ側にいればなんでもいいらしいセリィーリアは置いておいて、ジークは再びシェリルの顔色を窺うかがった。

「シ、シェリルはどうだ？　俺と混浴……いやいや温泉旅行は!?」

「……」

　どうしてシェリルは黙っているのだろう。やはり、温泉旅行など破は廉れん恥ちだと思っているのか。もしかして、俺のことを下心だらけのいやらしい男だと、軽けい蔑べつし始めているのでは――？

「爺さん、やっぱりだめだ！　シェリルは温泉など――」

「いいわね、温泉旅行」

「……な、に？」

「ちょっと恥ずかしいけれど、いい思い出になりそう。――私も、魔獣めぐりより、あなたと混浴温泉旅行に行きたいわ」

「！　そ、そうか――で、では家族旅行は、温泉にしよう！」

　ジークの胸は、今や全力疾走した時のように高鳴っていた。シェリルの口から、「あなたと混浴温泉に入りたいわ」などと懇こん願がんされる日が来るとは思ってもみなかった。

「うっかり普通の温泉宿をとるでないぞ、ジーク！　……絶景の露天風呂にゆっくり浸つかって、シェリルさんに背中を流してもうたら、わしゃあ、きっと人間に戻れる気がする！　ついでに湯上がりには、ぱふぱふをお願いして、身も心もすっかりほぐされたいのう――」

　下品な発言をする爺さんを、ジークはすかさず睨みつけ、氷の視線で妄もう言げんを止めた。

「魔王様、ぼく、お風呂は外で待ってます！」

「みゃああ！」

　温泉旅行に震え上がったのは、ラエルとベルギウスの獣けもの組ぐみだ。

「ラエル、その風呂嫌いはいい加減直せ。ダニがわくぞ」

「ベルギウスは、ママの代わりにあたしが洗ってあげるね」

「わしゃ、シェリルさんと混浴じゃ～！　背中を洗いっこするんじゃあぁ！」

　こうして、全員の賛同を得て、魔界・温泉旅行の旅が決定した。

　ジークは、今朝のシェリルは口数が少ないな、何かおかしいな、と感じてはいたものの、「一緒に混浴温泉に入りたいの」という衝撃的な台詞せりふで頭が一杯だったため、それが示す本当の意味には気づけなかった。

　――即すなわち、この旅を最後の思い出にして、恋人は自分のもとを去るつもりでいる、とは。
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　ふわりふわりと、白い湯ゆ煙けむりが舞う温泉郷きよう――。

　カーデュエイルの西寄りにあるその温泉郷には、魔女の作った毒薬かと思うような個性的な香りが漂ただよい、夜中だというのに賑にぎやかな明かりが灯ともり、多くの観光客で賑わっている。

　真紅に輝くオーロラの下、細くくねった小道に沿って、様々な温泉宿や出で店みせが立ち並んでいた。個性的な温泉の匂いに加えて、屋台で売り出している菓子や軽食、におい袋、客の体臭らしき獣けもの臭しゆうまでする。

　通り沿いに看板の出ている風呂にも、様々な種類があった。蛇の血の湯。がまの油の湯。竜の口の湯。脱だつ皮ぴ温泉、若返りの湯。老化の湯。骸がい骨こつ専門。刺いれ青ずみ彫ほります。その文字を見るたびに、爺さんの目がきらめく、混浴の湯。

　行いき交かう旅人も、それに負けず劣らず個性豊かだった。怪け我がをした巨大なミミズ魔物や、顔に足の生えた老人、ヒマワリ頭の少年に、ぴょんぴょん飛び跳ねているツチノコ親子。翼の千切れた大コウモリ、そうかと思えば、踏んでしまいそうに小さいおじさん。

　不思議なことに、人の形をした魔物たちは皆、顔に奇妙な印の仮面をつけている。そして腰に鈴を、足には長靴ブーツを履いて辺りを歩いていた。屋台の主人もだ。人の形をした者は、一人残らず仮面をつけている。

　シェリルは内心、まさかみんなジークみたいに三つ目だったりしないわよね、と不思議に思いながら歩いていた。

「パパ！　あたし、人魚すくいやりたい！」

　三つ目娘が何度目かの我儘を言い、父親の腕を引っ張った。

　セリィーリアはさっきから、ジークに、イモリの黒焼きを食べたいとねだり、半はん生なまがいいと注文をつけ、おはじきに使う小石・三つ目石の詰め放題をやり、ラエルが小遣いで買った金こん平ぺい糖とうを半分奪い取り、この町歩きを心の底から楽しんでいた。

「人魚すくい？　ああセリィーリア、あれは〝人面魚すくい〟と書いてあるんだ。やり方は分かるか？　――右手にこの網を持って、後ろから忍び寄るようにして魚をすくうんだ！　気をつけろ、人面魚のメスは可愛い顔をして強暴だから、網を嚙み切って逃げてしまう。まずは、尻尾の黄色いオスを狙うんだ――」

　娘に甘すぎるジークは、我儘を言われるたびに、笑顔でそれを叶えている。

　……ジークってば、セリィーリアを甘やかしすぎだわ。欲しいものを与えるばかりが子育てじゃないのに。

　――と思うのは、シェリルのひがみだろうか。

　楽しそうに声を上げて魚すくいを楽しんでいる家族から少し離れ、シェリルは隣の店を覗いてみた。そこは、たくさんの仮面を並べて売っている。見るともなく眺めていると、ジークに似合いそうな仮面を発見した。黒地に白で荘そう厳ごんな装飾がしてある。あれをつけたらきっと、魔王らしい威い厳げんが漂うような気がする。

「いらっしゃい。そこのお嬢さん、素顔で歩くのは危ないぜ！　早く仮面を買った方がいい。負けてやるから、早くひとつ選びな！」

「何が危ないの？」

「古くから、この辺りには魔物が出るんだよ。人の形の魔物や、お嬢ちゃんみたいな人間ばかりを狙ってとり憑つくたちの悪い奴で、そいつにとり憑つかれたら最後、助かるすべはない。その魔物を怖れて、この辺りでは人の形をした者は、面で顔を隠すようになったんだ。面をつけていれば、魔物にとり憑かれることはないから」

「それでみんな仮面姿だったのね。じゃあ、鈴も魔ま除よけか何か？」

「ああ。このチャリン、チャリンという音を聞くと、魔物は怖がって寄って来ないらしい」

　ひとつ買っていけと言わんばかりに、隣の屋台からカマキリそっくりの主人が鈴を差し出した。ちなみにこの仮面屋の主人は、手足が生えた人にん参じんそっくりの姿をしている。

「買っておけ、シェリル！　俺やセリィーリア、それに石の爺さんはともかく、お前は人間だし、危ないかもしれない！」

　子供たちに〝人面魚すくい〟を教えていたはずのジークが、気づけば隣に立っていた。子供たちの方を振り返ると、爺さんに見守られながら魚とりを楽しんでいる。ベルギウスなど、たらいの中に前足を突っ込んで、色鮮やかな人面魚の群れを追い回している。

「そんな言い伝え、ただの子供だましよ。べつに、魔除けなんか……」

　必要ないと言おうとしたが、すでにジークはシェリルのための鈴を選び始めていた。

「まいどー。支払いは、血か涙か？　ぜひとも、人間のお姉ちゃんの血が欲しいねぇ」

　カマキリ顔の主人はシェリルに流し目を向けたが、ジークは冷たく答えて砂を取り出す。

「砂おれの涙で我慢しろ」

「ち、まぁいいけどよ。ついでに魔除けの長靴もどうだい？」

「ほう、珍しいな。足元から魔除けか」

「靴底に、動物の足跡が彫ってあるんだよ。これで歩くと、動物の足跡が地面に残る。人間が歩いたってばれると、魔物は足跡を辿って宿までついて来るからねぇ」

「それは大変だ！　シェリル、買っておけ！　今すぐ長靴に履き替えろ！　それ以上、一歩たりとも歩くな！」

「え、でも――」

　こんな話、子供だましの作り話よ。信じるなんて、どうかしてるわ。

「もし長靴が嫌だと言うなら、ここから先は、俺がお前を抱いて歩く！」

　ジークは本気らしい。覚悟を秘めた真剣な青い瞳が、じっとシェリルを見つめている。今にも抱き上げて歩き始めそうだ。シェリルは困って、長靴屋のカマキリ主人の方を見た。

「じゃ、このハエの足跡のやつと、糞ふんころがしの足跡のと、ねこまたの足跡。三種類あるから好きなの選びな。ちなみに、一番人気は糞ころがしだ。縁起がいいからさぁ」

「シェリル、ここは当然――」

「ねこまた」

　信心深い恋人が、縁起のいい糞ころがしにしろ、と口を挟み始める前にシェリルは言った。

「私はねこまたの足跡がいいの！」

　そもそもシェリルは、顔のない魔物の噂も信じていない。温泉町の売り上げのために、わざと変な噂を流してみやげ物を売りつけられているだけのような気がしている。

　――でも、それに騙されたつもりになって騒ぐのも、家族旅行の楽しみなのかもしれない。骨占いとか魔除けとか、変なものをすぐに信じるジークの妙な性格はともかく、いつもシェリルのことを気にかけて大事にしてくれるのは、悪い気はしない。

　ジークの腕に捕まってバランスをとりながら、シェリルは九個の肉球が刻印された革の長靴ブーツに履き替える。

　値段がそれなりにしただけあって、履き心地はなかなかいい。

　ついでに、ジークの名前の刻まれた守り石の側に、魔除けの鈴もつけてもらった。

　チャリーン。綺麗な音だけれど、鈴というよりは銀貨がぶつかるような音が響いた。

「シェリル……。お前は優しいな」

　シェリルの手首に鈴を結び終わると、ふいにジークが、しみじみと呟いた。

「えっ、……何が？」

「隠さなくていい！　さっき、ねこまたがいいと言っただろう？　化け物になった時の俺に足がたくさんあるのを思い出して、ねこまたを選んでくれたんだろう。――足がたくさんあることなんか、大したことじゃないと俺を慰めるために……縁起のいい糞ころがしの長靴を諦めてまで、俺と同じ足を選んでくれた……すごく、嬉しかった」

　ぼそりとジークが言った。恥ずかしそうに視線を逸らしているものの、思いを抑えきれないのか、シェリルの手をぎゅっと握ってくる。

　そんなことを考えてもいなかったシェリルまで、真剣な表情についドキドキしてしまった。

　――ちょっと待って。私、そんなこと、全然考えてなかったんだけど。

　正直にそう言ったら、彼の夢をぶち壊しにするだろうか？　でも、この旅を最後に別れを告げるのなら、今のうちに少しずつ距離を作っておいた方がいいだろうし……だけど……。

　――さあシェリル、言うのよ。迷っていないで。

「……ジーク、私ね。あなたの足のこと――」

「ねえパパ見て！　人面魚いっぱいとったよ！　みてみてっ！」

　あなたの足のことなんか考えてなかったわ、勝手に変な誤解しないで。

　緊張しながらそう宣言しようとしたシェリルの声は、色とりどりの魚が泳ぐガラス鉢を抱えた少女に邪魔されてしまった。タイミングを逃してしまったせいで、振りほどくはずだった右手も、きつく握られたままだ。

「おやセリィーリア、上手にとれたな。さっきまで網を穴だらけにしていたのに」

「全部ベルギウスがとったんじゃ」

　自慢げな顔をしている娘の横から、石爺さんが口を挟んだ。

「あっ！　おじいちゃん、ばらしちゃダメっ！」

「セリィーリアとラエルは、一匹も取れなかったんじゃ。いや、ラエルは捕まえかけたが、そのたびに人面魚に喰いつかれてのう！　痛い痛いと鳴いとったんが聞こえんかったか？」

「爺じじ上うえ、それは魔王様には内緒じゃあ！」

　騒ぐ子供たちの後ろで、ベルギウスはひとり大人のように知らん顔をしている。

　シェリルは、クス、と笑った。

「……いいものね、家族旅行って」

　子供たちが愛人の子供でも、関係ないのかも。

　もしかしたら、自分の子供たちだったなら、もっと楽しかったのかもしれないけれど――そんな欲張りな夢を見すぎてはいけないのだ、きっと。

　好きな人と両想いになれて、一緒に旅行もできて、長靴も買ってもらった。

　それだけで、充分幸せだと思わなくては。

「ああ。子供を持つのも悪くない」

　ジークの視線は、彼と同じ三つ目の娘に落ちている。三つ目ゆえに恐れられてきた彼にとって、セリィーリアは唯一の同種の魔物でもある。きっと、特別な想いもあるのだろう。

　――私ももっと、セリィーリアと仲良くならなきゃ。

　シェリルは笑みを浮かべて膝を屈かがめ、三つ目娘のガラス瓶を覗き込んだ。

「すごいわね、セリィーリア。きっとたくさん増えるわねー」

　ガラスの中の人面魚は、雄おすも雌めすもたくさんいる。モテそうな美男美女の魚はさっそくいちゃついているし、性別が分からないような変な顔の魚は、綺麗な顔の魚を追い回している。性別も問わず。大きさは鮒ふなの子ほど――指の長さの半分くらいだ。

「あ、シェリルお姉ちゃんも、好きなの食べていいよ！　赤い尻尾の方がおいしいの！」

　言うなり、セリィーリアは赤い尻尾の魚を捕まえ、ちゅるんと口に放り込んだ。人間そっくりの人面魚の片腕が、セリィーリアのかわいい唇からはみ出している。

　――セリィーリアは、人面魚を食べるらしい。しかも生で、踊り食い。

　できない。私には、絶対にできないわ……！

　差し出された人面魚のガラス瓶を前に、シェリルは凍りついてしまった。

「シェリルは、生なま魚ざかなは好きじゃないんだ。宿に着いたら、俺が串焼きにしてやろう」

「えー？　生の方がおいしいよ？　ぴちぴちしてるし！」

「婚約者が丁寧に焼いてくれたという愛情で、料理は何倍も美お味いしくなるんだ。……セリィーリアも、いつか恋をすれば分かるようになるさ。愛は、最高の調味料なんだぞ」

　ジークが助け舟を出してくれたが、ちょっと微妙な気分だ。焼いてあっても、人面魚は食べたくない……。

　でも二人の気持ちを傷つけないためには、嬉しそうな顔をするべきだろう。

　――別れ話をするまでには、まだ時間の余裕もある。旅行はまだ始まったばかり。今すぐジークに喧けん嘩かを売って、つんけんしなくてもいいはずだ。もうちょっとだけ……。

「ありがとう、ジーク。……嬉しいわ」

　シェリルが控えめに微笑むと、ジークは太陽のように笑った。

「気にするな、お前を喜ばせることが俺の生きがいだから」

　青い目を細めて、この人はなんて幸せそうに笑うんだろう。

　――好き。この笑顔が、たまらなく好き。

　胸の中で、小さな声が囁く。別れることを決めたからか、これまでこんな風に意識したことはなかったのに、この笑顔をずっと見ていたいと思ってしまう。永遠に離れたくないと。

　この際、愛人でも二人目の女でもいいいから、側にいたいと願ってしまう。

　……ああ神様、私、どうしたらいいの？

　身動きできないシェリルの手を愛おしげに引いて、ジークはまた歩き始める。

「可愛いねこまたの奥さん。欲しいものがあるなら、なんでも言ってくれ。きっと叶えてみせるから、ずっと俺の側で笑っていてくれ」

　――そんなこと言わないで。本当にそうしたくなってしまうから。

　答えられずに俯うつむくシェリルを、「嬉しいが恥ずかしがっている」と思ったらしく、ジークは繋いだ手を引き寄せて、唇を押しつけた。書類に刻印を捺おして本物の効力を持たせるよう、この気持ちに刻印をして、本当だと証明するように。

　そんなに大事にしないで。ますます離れたくなくなっちゃう……。

　悩むシェリルの後ろから、セリィーリアが不思議そうに呟く声が聞こえてくる。

「あいじょうで、人面魚がおいしくなるの？　ぜったい、生で食べたほうがおいしいと思うんだけどなぁ。ベルギーはどう思う？　え？　冷たいミルクより、温かいミルクのほうがおいしい？　うーん、それってあいじょうなのかなぁー？」


















　温泉街を歩いている途中で、歩き疲れた子供たちは寝入ってしまった。

　ジークは、すうすうと眠る三つ目娘を腕に抱き、爺さんは重たいベルギウスを背中に担かつぎ、シェリルは眠そうなラエルと手を繋いで励はげましながら歩いた。

　点々とねこまたの足跡をつけながら、一行はジークの予約していた宿屋に入った。

　そこは、廃墟かと思うようなとんでもない温泉宿だった。

　丸太風の木の門は腐りかけ、庭は荒れ放題でがさがさと茂みは揺れ、明かりもほとんどない。どんよりと薄暗い宿で、おまけに変なにおいまでする。

「ジークよ……なぜにまた、こんな陰気な宿を選んだんじゃ。おぬしのセンスは壊滅的じゃのう……」

　魔力の明かりを灯すことさえできないのか、破れた提ちよう灯ちんに本物の火を入れて明かりにしている原始的な湯宿の前で、爺さんが絶望したように呟いた。

「これでは、隣の部屋の美女と偶然混浴！　というワシの夢も叶いそうにないぞ」

「好きでこんな宿を選んだんじゃない、男女混浴の風呂がある宿がここだけだったんだ！」

「はて、町中で混浴の看板をいくつも見かけたが？」

「爺さん、あれは男女の混浴じゃない。魔物・人間の混浴風呂なんだ！　そんなものに入ってみろ、シェリルは脂ぎったガマガエルなんかと同じ風呂に浸からねばならなくなる！」

　子供たちが寝ているので二人とも声をひそめてはいるものの、その内容はしっかりシェリルにも聞こえていた。

　いぼいぼしたガマガエルの魔物と同じお風呂には、あまり入りたくない。お風呂というのは服を脱ぐところだから、魔物と混浴したら、うっかり食べられてしまいそうだ。

「人間専門の宿となると、やはり客が少ないらしく、こんなうらぶれた宿しかなかったんだ」

「――うらぶれた宿で、申し訳ござんせんねぇ」

　いつの間にか、出迎えにやってきていた宿の従業員の声がした。

　ぱっくり口の開いたボロ提灯を手に、真っ暗な建物の奥からやってきたらしい。完全な人間だ。町のルールともいえる、仮面を顔につけている。にやりと笑った仮面の奥、目元に大きな傷があるのが見えた。襟を着崩し、だらしなく下した穿ばきをずり下げてはく姿は、とてもまっとうな職業人には見えない。

　人間専門の宿だから、勤め人も人間をそろえているのだろうが、なんとなく十字の街にも住めなかった人間――たとえば追放されたような、素そ行こうに問題のありそうな男だった。

「こう見えても、ウチの『わさび温泉』は先代の魔王様の時代から続く、由緒正しい人間向けの高貴な湯宿なんですぜ。あんた、予約のジークフリートさんですね？」

「ああ」

「ふーーむ。ジークさんよォ。あんた、噓つきましたね？　予約いただいたのは、人間四人、犬一匹、猫一匹だ。けどあっしの見たところ、人間なのはお嬢ちゃんがた二人だけですぜ。あんたは魔物だし、後ろの爺さんも人間には見えねぇ。犬と猫も――」

　男の視線がラエルに落ち、寝ぼけながら話を聞いていたラエルは、慌ててジャッカル姿になって尻尾を振って見せたが、もう遅かった。

「魔物が二匹じゃねえですかい。こりゃあ、割増料金、頂きますぜ」

「何？　確かに俺は人間ではないかもしれんが、爺さんは人間だぞ！　体が石なだけだ！　犬と猫だって――！」

「――パパ？　どうかしたの……？」

　ジークが声を荒らげたのに気づき、眠っていたセリィーリアが驚いたように目を開けた。

　額に、三つ目を持つ娘が。

　男は一瞬ぎょっとして背中を引きかけたが、眠そうな娘の視線がパパに向くと、すぐに偉えらそうに腕を組み、やくざまがいの声こわ音ねで脅し始めた。

「おっと、騙されるとこでしたよ。お嬢さんも魔物ですかい。こりゃ、五名分の割増料金を頂かねーとなりませんや」

「なんだと貴様――」

「ジーク、私なら構わないわ、魔物用の宿でも。こんなぼったくり宿に泊まらなくても」

　興奮し始めた恋人を宥なだめようと、シェリルが言う。すかさず店員が口を挟んだ。

「お、キャンセルですか？　当日のキャンセルとなると、予定金額の二倍をお支払い頂きますぜ。嫌だってんなら、用心棒のセンセイ方をお呼びしなきゃなんねーなぁ」

　こうもがめつい人間がいるのかと思えるほど金に細かい店員の言葉に、シェリルは唖然とした。ジークはシェリルを振り返り、切なげな眼差しで首を振った。

「シェリル、そう言ってくれる気持ちは嬉しい。でも俺は、お前を魔物なんかと混浴させたくないんだ……どうしても、許せない」

「ジーク」

「今回は、俺の予約の仕方が間違っていたんだ。センスがない上に、いい加減な予約で迷惑をかけたな。まだまだ俺は、父親役が板についていないようだ。子供たちも眠っているし――割増料金で構わないから、部屋に案内してくれ」

「へへっ。はじめっから、素直にそう言えばいいんだよ。じゃ、こっちへどーぞ」

　宿泊料の砂を手に入れた仮面の男は、満足げににやりと笑う。提灯を手にした中年男の案内により、一家はぼったくり宿へと足を踏み入れた。

　隙間風の吹き込み放題のボロの宿に入ると、わさび湯から漂ってくるらしい新鮮なわさびの香りが鼻についた。







　ギシッ、ミシッ。

　今にも踏み抜きそうな古びた床を歩くたび、足の下で奇妙な魔物が鳴くような音がする。

「じゃ、こっちとこっちで寝てくだせぇ。風呂は何時でも自由に使ってもらって結構ですぜ。んじゃまた明日。ごゆっくりー」

　ところどころ蜘く蛛もの巣のぶら下がっている二間続きの部屋に案内すると、店員は部屋に一本ずつしかない蠟ろう燭そくに明かりを灯し、さっさと身を翻ひるがえしていった。

　どこかで、ギャハハハ、と人間とも魔物とも判別つかない笑い声がした。

「よっこらしょ、と」

　重たいライオンを担いでいた爺さんが、ベッドにベルギウスを下ろした。長く掃除していないのか、かなりの量の埃ほこりが舞い上がった。ベルギウスの隣に、ジークも三つ目娘を下ろす。

「あの男、風呂の場所も言わずに行ってしまったな。どこにあるか、探してくる」

　それくらいしなければ父親失格だと言わんばかりに、疲れた顔でジークが部屋を出て行こうとする。一人で責任を負って頑張ろうとする姿に胸を打たれ、シェリルもその背中を追った。

「私も行くわ」

「わしもお供ともを――きゃん！」

　寝ぼけながらついて行こうとした犬ラエルの尻尾を、石爺さんが引っ張った。

「こういう時は気を利きかせんか！　ジーク、子供らのことはワシが見とくから、心配せんと二人でゆっくり混浴風呂に浸かって、旅の疲れを洗い流してくるとええ」

「お爺さん、私たち、お風呂の場所を探すだけですから。すぐに戻って――」

　言いかけたシェリルの手を、ジークがきゅ、と握った。

「行こう、シェリル」

　強引に引っ張られて、部屋を出る。急いだせいで明かりを忘れたことに気づいたが、シェリルは自分の砂を携帯していたので明かりをつけることができた。

　ギシッ。ギシッ。チャリーン。廊下には、本当の人の気配が全くしない。床板が軋きしむ音と、シェリルの腕でチャリーン、チャリーンと響く魔除けの鈴の音しか聞こえない。

　沈黙の中、手と手だけしっかり繋いでいるのが気まずくなってきて、シェリルは訊いた。

「ねえ、さっきの笑い声、何かしら？　他のお客様？」

「いや、人間の気配はほとんどない。案内係の言っていたセンセイ方じゃないか。……魔物だな」

「魔物！」

「かなりの大物がいる気配がする。きちんと支払いをしていれば、文句をつけて襲ってくることはないだろうが。本当に、やくざ紛まがいの宿だな」

「だから誰も泊まらないのね。……どの部屋の窓も真っ暗で、お化け屋敷みたい」

　シェリルは、ジークにぴったり寄り添って歩いた。

　高級な温泉宿に来てこれだとがっかりするけれど、恋人とお化け屋敷探検のゴールに混浴温泉が待っていると思えば、それなりに楽しく思えるかもしれない。

　わさびの香りが、だんだん強くなってきた。

　この先に、混浴温泉があるのだろう。そう思うと、シェリルは緊張し始めた。

　ジークと二人で、お風呂に入る……。他に誰もいなさそうなこの宿だから、きっと二人きりだろう。明かりもきっと薄暗くて――。

　ふと、ジークの大きな手が、シェリルの髪を撫ぜた。

「シェリル、風呂でこの髪を洗ってやろう。旅で汚れてしまっている」

「い、いいわ。自分でできるもの……」

「疲れているだろう。宿は期待はずれだったろうし、それくらいさせてくれ」

「で、でも――」

「恥ずかしいなら、明かりを消して、何も見ないから」

「……うん」

　シェリルは、息が止まりそうな思いを感じながら、頷いた。

　これが二人きりの最後の思い出かもしれないのだから、それくらいいいじゃない？　私もジークの金髪を洗ってあげよう。それから背中も――。

　と考えていると、ふっと、おかしなことを思いついてしまった。

「……ねえ」

「ん？」

「もし、一緒にお風呂に入るじゃない？　で、二人で髪を洗い合って……もしも、骨の相性がよかったら……、子供、出来ちゃったりするの？」

　シェリルの質問に、驚いたようにジークは足を止めた。薄暗い廊下の中、ひたとシェリルを見据える。視線の熱さに、シェリルの頰が火照ってきた。

「――ああ、出来るかもしれない」

「もし出来ちゃったら……あなたは、困る？」

「どうして？」

「だってあなた、最初の子供たちが出来ただけでも、すごくびっくりしてたでしょ。今度また、別の女性にも子供が出来ちゃったら――」

「嬉しい。お前の子供なら歓迎だ」

「睨んで石にしたり、しない？」

「しない。その狼ろう藉ぜきについては、化け物になっていた時のことだ。本当に記憶がないんだ」

「じゃあ……いいのね？」

「ああ。お前はいいのか？　子宝が授かっても？」

　シェリルは少し迷って、頷いた。

「――うん」

　本当は困る気もするのだけれど。ジークと側にいられなくても、彼によく似た息子ができたら、シェリルの心の寂しさも埋められるだろう、きっと。

「すべては、私たちの骨相性次第ね」

「――シェリル。言わなくても分かっているとは思うんだが、念のために言っておく」

　闇に響く声で、ジークが言った。ひどく緊張しているのか、かすれた声だ。

「骨の相性がそれほどよくなくても、今夜、子供は出来るかもしれない」

「え？」

　シェリルには、その意味がすぐには分からなかった。

　何だろうと考えているうちに、ぎゅ、と抱きしめられる。

「愛が二人を結びつけたら、少しくらい骨相性が悪くても、授かるものは授かる。――俺のねこまたの奥さん。足がたくさんある、ねこまたそっくりな可愛い女の子が欲しい……」

　囁きながら、ジークはすぐ側にあった部屋の扉を開ける。真っ暗な部屋の中に、さり気なくシェリルを誘う。

「温泉はすぐそこだ。ここで、脱いで行こう。――俺が脱がせてやる」

　シェリルは、その深しん意いを理解して震えた。

　返事ができずに戸惑っている間に、ジークの手が、シェリルの衣服の襟えりにかかる。胸元の飾りボタンを外していく。

　いいの？　されるがままになっていて？　必死に考えるシェリルの腕を、ジークが持ち上げた。壊れ物に触れるような優しい手つきで、肩から衣服をずらそうと――。

　チャリーン。複数の男女の息遣いだけが響く部屋に、静かに魔除けの鈴が響いた。

「うー……うぅぅ……っ！」

　シェリルの声ではなかった。怪あやしげな低いうめき声が、部屋の奥から響いたのだ。

「誰だ!?」

　とっさにシェリルを守るように抱き、ジークが誰すい何かする。再び、チャリンと魔除けが鳴って、男が苦しげにうめいた。シェリルはハッとした。

「ジーク！　ここ、誰か、お客さんのお部屋だったんだわ！　病気を治すために湯とう治じに来ていた人が、私たちの他にもいたのよ！」

　人様の部屋に忍び込んでとんでもない醜しゆう態たいを晒さらしたと気づき、シェリルは真っ赤になった。早く外に出ようと、胸元をかき合わせてジークの腕を引っ張る。

「――す、すまなかった、部屋を間違えたようだ！」

　慌てたようにジークも言って、二人で病んだ男の部屋を飛び出す。

　廊下に出てみれば、すぐ目の前に、混浴温泉と脱衣所への地味な矢印が立っていた。

「私たち、ちょっと気が早かったみたい」

　なんとなく気まずい気分をごまかし、二人はまた寄り添って歩き始める。

　意を決して、ほんのり橙だいだい色いろの灯りがついた、混浴温泉の扉を開けた――。
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　年寄りは、石になっても早起きらしい。

　昔から、年寄りと子供は仲が良いというのは、その朝の早さと就寝時刻の早さが共通するからかもしれない。昨夜の疲れを癒いやすべく、朝寝しているジークの傍かたわらで、楽しそうに遊ぶ子供たちの声が響いてくる。

「のおジーク、シェリルさんとの混浴はどうじゃった？」

　ジークがようやく起き出すと、爺さんがひそっと聞いた。

　色々あって疲れていたせいか、昨夜の夜は長かった。ジークの魔力と繋がっている月の動きも、いつもよりゆっくりだったように思う。

「……」

　三つ目男は、不機嫌そうに祖父を睨み返す。爺さんはひょいと妙なポーズで視線を逸らし、石化攻撃をかわした。さすが、「そのスケベさを控えてもらえるなら、一族の長に」と推おされたこともある男だ。血縁とはいえ、三つ目の異い形ぎようとなったジークを見ても怯えなかった唯一の人間でもある。その勘の鋭さや胆たん力りよくには、まだ若いジークでは敵かなわない。

「ほほう。その様子では、あんまり楽しくなかったようじゃのう？　もしや、わさびの香りがキツすぎて、その気になれんかったんか？」

「……違う」

　ため息をついて、ジークは昨夜の顚てん末まつを語り始めた。

　二人で手を繋いで向かったわさび湯だったが、その扉の奥に奇妙な気配を感じて、ジークは扉を一人で開けてみた。

　そこにはたちの悪そうな人間の群れ――店の男たち五～六名と、センセイを名乗るナメクジ状の魔物が何匹か先に湯に浸かっており、シェリルが混浴風呂に入って来るのを、息を潜ひそめて待ち構えていたのだ。我慢しきれなかったのか、時折下げ卑びた笑い声を漏らしながら。

　当然、シェリルは風呂には入らなかった。

　腹が立ったので、ジークだけが浸かってきた。うっかり用心棒のセンセイ方を数匹、睨んでしまい、露天風呂を飾る石像に変えてしまったが、客の裸を覗こうなどという奴らはそれで充分だと思う。

「なんと不ふ憫びんな孫息子よ！　ではそんなおぬしに、ワシからの贈り物をやろう」

　ごそごそと懐ふところを探り、石爺さんは奇妙な首飾りを取り出す。

　古びた麻に、濃い色の孔く雀じやく石いしが編み込まれた首飾りだった。石に触れると、他人を排はい斥せきするような独自の魔力を感じ、とっさに手を引く。

「流れの民たみの護まもり石か……？」

　他人の生命力というか、魔力が染みついた石だ。しかも、持ち主はまだ生きている――石が息づいているから。歓喜を表す魔法文字〝ウィン〟で始まる名が、孔雀石に彫られていた。

「爺さんの石じゃないな」

　祖父の名は、リルセン。ウィンの文字には関係ない。そのあとには、守護のエオスに旅のラダと続く――。

「ウィーレス……ベニミヤンのウィーレス、か？　しかも、これは放ほう逐ちく者しやの印じゃないか。ベニミヤンの支族から追い出されたウィーレスという男の護り石――。どうして爺さんがそんなものを持っているんだ？」

「預かったんじゃよ。やたらと夜は長いし退屈じゃし、夜明けにひと風呂浸かろうかと思うて部屋を出て行ったら、途中で他の客の部屋を見つけてのう。なにやら色っぽいうめき声が、部屋からちょっぴり漏もれ聞こえてくるではないか！」

　色っぽい？　ジークとシェリルが見つけたあの病人部屋のことなら、あれは色っぽい声というより、不気味な声だと思うのだが。

「もし中で別べつ嬪ぴんさんが一人寂しく寝とるんなら、一緒に混浴に誘おうと思うてのう、中に入ってみたんじゃ。そうしたら、病気の男が寝ておっての。人生最高にがっかりしたんじゃ」

「――それで、この石はなんなんだ？」

「死にかけたその男の遺言を預かってきたんじゃ。地上のアルル王国の金貸しフロドトス――本名は同じくベニミヤンのフロディオンらしいが――にこれを渡してほしいそうじゃ。あとは任せたぞ、孫よ」

「なぜ俺がそんな面倒なことをせねばならん!?」

「放逐者とはいえ、同じ流れの民の最さい期ごを任されたんじゃ。お前とさして年も違わん若者じゃったのに、哀あわれとは思わんのか！」

「俺は太陽と相性が悪いんだ、地上で人探しなどできるか！」

「相性が悪いのはワシもじゃ。歩く石像など、捕まって見せ物にされてしまう」

「なら、人ひと気けのない夜に出歩けばいい！」

「夜なら太陽はないから、おぬしの方が適任じゃ！」

　二人が言い争っていると、眠そうな目をこすってシェリルが起き出した。旅疲れの朝寝坊を邪魔してしまったらしい。

　――それにしても、シェリルの寝起きは、ぎゅっとしたくなるほど可愛いな。とくに、跳はねた髪の毛や、大きくてぶかぶかのパジャマ、長すぎて手が半分隠れた袖口の辺りが。もし俺たちが新婚さんなら、今日は一日寝室から出さないものを……。

「……そんな不健康なことで言い争っていないで、病気を治してあげたらいいんじゃない？」

　寝起きのシェリルが正論を口にすると、爺さんは唸った。

「しかしのう、シェリルさんや。あれは相当たちの悪いもんにとり憑かれた様相じゃったぞ。若い頃には世界をめぐり、時には国王の病を治し、姫君の病も癒して求婚されたこともあるこのワシにも見たことのない奇病じゃった……。本人ももう、死の覚悟はできとるようじゃし、下手に近づくと病が移るかもしれんし」

「でも、まだ治癒の魔法はかけてみていないんでしょ？　私がやってみるわ！　この前、治癒魔法は習ったもの！　――それを貸して」

　シェリルは、爺さんが手にした守り石に手を伸ばす。名を刻み、長く持ち歩いた石には強い魔力が宿る。本人から引き離すだけで、生命力を奪う原因になったりすることもある。

　逆に言えば、治癒魔法をかけるなら、本人の手に返した方が成功率は高い。

「ウィー、ラス？　ウィーレス……？」

　流る浪ろう民みんの名が刻まれた石を手にしたシェリルは、文字を読み上げて首をかしげた。

　魔力の感受性が鈍いシェリルは、他人の心の色に染まった石を素す手でで触っても、ちっとも不快ではないらしい。ジークの場合、見知らぬ相手と抱き合うような、かなりの抵抗感があるのだが。

　――しかし、寝起きのシェリルが俺以外の男の魂に触れ、そうっと撫ぜていると思うと、かなり妬やける気がする。しかも、何度も名前を呼ぶとは！　ああ、俺もあんな風に、寝起きのシェリルに名前を呼ばれて、頰を撫ぜられてみたい……。

　妄想に浸ひたりかけたジークは、シェリルの声を聞いてハッとした。

「私、この名前をどこかで聞いたことがある気がする……」

　シェリルは不思議そうに小首をかしげている。こういう時には、魔法の文字など読めない方がよかったのに。

　ジークは、シェリルの手から首飾りを取り上げる。石の部分には触れないようにして。

「これは、地上で誰かに金を渡して、アルル王国の者に手渡すように言こと付づけよう。地上には、こういう雑用を金次第でなんでも引き受ける、仕事人がいたはずだ」

「あっ！」

　ジークが宣言した瞬間、シェリルは口元を押さえて叫んだ。

「思い出したわ！　その人、ウィリアムよ！　なんでも屋のウィリアム！　――お爺さん、この石の持ち主、赤毛だったでしょ!?」

「ほう？　そういえばそうじゃったのー。セリィーリアに似た髪の色じゃったような」

「やっぱり！　――ジーク、お願い！　彼をなんとか助けてあげて。あの時、私たちだって彼に助けてもらったじゃない！　ほら、教会で――」

「あの男か……」

　ラエルが報告してきた、ルキウス草の花畑でシェリルを押し倒したという男だ。

　……ひらたく言えば、恋こい敵がたきでもある。なぜそんな男を助けてやらねばならないのか。

　と思うと、自然と表情が曇る。

「お願いよ！」

　しかも、シェリルはどうしてこんなに熱心に、あの男の命を助けてくれと願うのか？

　病人の正体があの赤毛男だと分かってから、声に宿る情熱が三倍くらいになった気がする。もしやシェリルは、あの男に僅わずかとはいえ、特別な感情を抱いているのでは――？

　腕を組んで唸ったまま身動きしなくなったジークの隣で、ぽっと妙な具合に赤面した石爺さんが、もじもじしながら呟いた。

「シェリルさんが、今晩『ぱふぱふ』してくれるんなら、ワシ、頑張って治療してみよーかなー」

「するわ！　なんかよく分からないけど、なんでもするっ！」

「おお、本当かっ！　では早さつ速そく――」

　顔を輝かせた爺さんは、シェリルの手から、魔術に使う護り石を取り上げ、足取りも軽く部屋を出て行こうとする。

「待て、このエロ爺！　俺の恋人に妙なことを吹き込むな！」

「フン。心の狭いお前に代わって、シェリルさんを助けたかっただけじゃもーん」

「こら待て、その石を返せ！　どうせやるなら俺がやる！」

「嫌じゃ！　シェリルさんの『はじめてのぱふぱふ』はワシのもんじゃ～！　ひょっひょっ」

　ぱふぱふなるものがお礼になった瞬間、ジークも慌てて石爺さんの背中を追って行った。

　一人残されてしまった寝巻きのシェリルは、男たちをこうも熱狂させる「ぱふぱふ」とは何なのだろうと、首をかしげた。







「う～～む。やっぱり、これは相当難しいのぅ……」

　いくら治癒魔法をかけても効果のないウィリアムを見て、石の爺さんが冷や汗をぬぐいながら首を振った。

　かび臭い布団に包まって眠っている赤毛の男は、シェリルの想像通り、なんでも屋のウィリアムだった。どんよりした部屋の中で、ひときわの陰気さを放ちながら、うんうん唸っている。

「体が石像になっておるせいで、ワシの魔力もだいぶ落ちておるようじゃし。もって、あと一週間の命じゃろう」

「そんな……！」

　シェリルは魔法の銀砂を取り出し、ジークと爺さんを押しのけて、自みずからウィリアムに治癒魔法をかけてみる。彼の右手に守り石を握らせ、胸元に砂を敷き、治癒の文字を綴つづっていく。

　つたない指で必死に魔法の文字を描いていくと――。

　チャリーン、と手首で魔除けの鈴が鳴った。

「うぐっ！　――ゴホゴホッ……ゲホッ!!」

　ウィリアムは突然飛び起き、凄すさまじい勢いで咳せき込み始めた。そのうちに喉が切れたのか、口元を押さえたしなびた手指の間から、血が滴したたった。

「きゃあ、大変！　どうして悪化するの!?」

「シェリル、今お前、崩ほう壊かいの文字を描いていたぞ」

「ああどうしましょう――」

　泣きそうな顔をするシェリルを見ていられず、ジークが横からまともな治癒魔法をかけてやる。すると、ウィリアムの吐と血けつが止まり、うっすら意識が戻ってきた。

「うっ……その声……シェリルか？　噓だろ。あんたにまた会うなんて……夢か？」

　唇についた血をぬぐって、ウィリアムがシェリルを見る。落ち窪くぼんだ目元に、伸びた無ぶ精しようひげ、血の気が失うせた顔は、以前に比べて十歳も老け込んだようだった。

　が、その鳶とび色いろの鋭い視線と声は、やはりウィリアムのものだった。

「夢じゃないわ！　ウィリアム、どうしてこんなひどい病気になったの？」

「甘く……見ていたんだ……。温泉街に潜む、魔物、を……。オレも……仮面をつけるか、鈴を、持つべき……だった――僅わずかな支払いなんかを、ケチらずに……」

　咳き込みすぎたせいで酸欠になったウィリアムは、大きく肩を揺らしながら悔しげに呟く。

「じゃあ、あの噂は本当だったの？　魔物って本当にいたの!?」

「ああ……チャリンチャリンと、銀貨そっくりの音が……聞こえるたびに。胸が――抉えぐられように痛む……。オレは、もう、だめだ――」

　それだけ言うと、ウィリアムは喉をそらしてばったりと布団に倒れ込んだ。シェリルは、倒れたウィリアムに上掛けをかけてやりながら、信心深いジークに持たされた鈴と長靴に、今さらながら感謝した。

「……銀貨の音を聞いて苦しむ魔物とな？　――もしやそれはアレではないか！」

　なにやら考え込んでいた石爺さんが言った。

「何か知っているの、お爺さん！」

「うむ。これはおそらく、貧乏神の祟たたりじゃ！」

「……貧乏神、だと？」

「この世にはな、金の亡もう者じやや、ひどく強ごう欲よくな人間にとり憑いて、血肉を啜すする蛭ひるのような魔物がおる。その手にかかった者は、その邪念を断ち切らん限り、どんな呪まじないをもってしても助からんのじゃ！　ウィーレスよ、おぬし、金に汚い性格をしているのではないか？」

　半ば意識を失ったウィリアムは、苦しげに顔を歪めた。何か唸るように呟いたが、はっきりした言葉にはならない。代理で、シェリルが大きく頷いた。

「それはもう！　お金がもらえなかったら、困っている人も見捨てるような冷たい人よ」

「やはりのう。そういう人間がとり憑かれる病魔なんじゃよ、これは！　残念じゃが、もう諦めた方がええ」

「そんな！　なんとかならないのっ!?」

「――ねえパパ、みんなで何してるの？」

　髪を振り乱してシェリルが懇願した直後、愛らしい声が外から聞こえてきた。

　朝日ならぬ朝の月光が差し込む廊下から、扉を少しだけ開けてこちらを覗いているのは、子供同士で遊んでいたはずの三つ目の娘だ。

　後ろに、魔王様の邪魔をしてしまったのではないかとそわそわした様子のラエルと、寝そべってすっかりリラックスしているベルギウスもいる。

　あくび中のベルギウスを見るに、子供たちはしばらく前から大人たちの様子を見ていたらしい。

「隠れておらんと、こっちに来てもええぞ。この病気がうつるのは、貧乏神がこいつ以上に貪どん欲よくな者を見つけた時だけじゃから、純真なおぬしらには関係あるまいて」

「このキタナイおじさん、病気なの？」

　すっかり無精ひげの生えたウィリアムの顔は、セリィーリアには小汚いおじさんにしか見えないらしい。子供というのは、残酷なほど正直だ。

「彼は私の友達なの。なんとか助けてあげたいんだけど――そうだわ！　セリィーリア、何かよく効く治癒魔法を知らない？」

　シェリルは、石化を解く魔法も知っていた聡さとい娘に聞いてみる。

　セリィーリアは、きょとんとした顔をした。

「どうして？」

「……え？」

「この人、どケチで意地悪で、最悪な人なんでしょ？　そんな人、助けなくていいじゃない。あたしのママ、いつも言ってるよ。悪いことした人は、死ねばいいって！　こうかいしょけいとか、しょっちゅうしてるもん！」

　三つ目娘が自慢げに愛らしい唇で紡つむいだ台詞せりふに、その場の誰もが絶句した。

「悪い人は、死んでつぐなうのがとーぜんだもん！　死んじゃえ死んじゃえ、きゃははっ！」

　なんの罪悪感もない顔で、病人の枕元で踊りまわる魔物娘。それは、ジークパパにイモリの黒焼きを買ってもらった時と全く同じ、屈くつ託たくのない笑顔だ。

　そのあまりにも無邪気で残酷な笑みにシェリルは青ざめ、ラエルはほのかな恋心を打ち砕かれて愕がく然ぜんとし、ジークはこんな教育を施ほどこした母親の姿を想像してぞっとした。

「……公開処刑を日々行っているような女を、うっかり孕はらませてしまった俺はどうなる……？　会ったら殺されるんじゃないのか」

　ジークが恐ろしげに呟く声が、シェリルのところまで聞こえた。

「セリィーリアや、それはちと違うぞ」

　子育て初心者の大人たちが、魔物娘にいかに道徳教育を施すかに戸惑って困っている中、石爺さんが重たい口を開いた。

「改かい心しん、という言葉を知っておるか？　人間はのう、生きているうちに心変わりする生き物なんじゃ。色々な事件があったり、心動かされる出会いがあったり、人生の様々な苦労や悩みの中で成長し、心磨かれていく。人間、誰しも最初から完璧ではない。――が、誰しも最後まで不完全ではない」

「？？」

「生きているうちに、成長していけばよいんじゃ。そのためには、まず生きておらねばならん。この若者も、ワシくらいの年になる頃には、きっと少しは改心するはずじゃ。それまで、多少の悪いところも許してやり、この世で生きていくのを助け合わねばならん。そういう思いやりの心をな、慈じ悲ひというんじゃ」

「じひ……？」

「そうじゃ。魔物には縁のない言葉かもしらんが、そなた、この爺じじいのひ孫であろう。ジークから半分人間の血を引いとるんなら、魔物の母上からは教わらんかったこの心が、きっと分かるはずじゃ。胸に手を当てて、よーく考えてみい」

「……？」

　セリィーリアは爺さんに諭さとされて自分の胸に手を置いてみたものの、不思議そうに首をかしげている。「なんにも聞こえないよ？」と言いたそうな顔だが、パパの仔なら分かるはずという一節が効いたのか、反抗はしなかった。

「……ああ、なんとかウィリアムを助けてあげられないかしら」

　シェリルがため息交じりに呟く。そのとき、真っ白い翼を舐なめて羽は繕づくろいをしていた綺麗好きな有翼ライオンが、ふっと目を開けた。真っ青な瞳で、射い抜ぬくようにシェリルを見据える。

「みゃあ～ん！」

　猫語が分からないシェリルは、「またミルクが欲しいのかしら？」と単純に思ったのだが。

　普段無口な弟の発言に、セリィーリアがとても驚いた表情をした。

「あっ。ベルギウスが言ってるよ！　ママなら治せるかもしれないって！」

「まあ本当!?」

　そういえば、子供たちの母親は魔法がとても得意だと言っていた――。

「うん！　だってあたしたちのママ、魔女だもん！」

　自慢げに言った三つ目の姫君の言葉に、もっともショックを受けたのはジークだった。

「愛人は、魔女――もしや、カーデュエイルの西の魔女か――！」

　端たん正せいな顔から、すっかり血の気が引いている。

　カーデュエイルは魔物の国。その国で、魔女がどんな存在なのかシェリルにはよく分からないが、ジークの蠟ろう人にん形ぎようになってしまったような、青ざめたを通り越して白くなった顔を見るとかなり恐ろしい存在のようだ。

「ねえお爺さん、カーデュエイルの魔女、ってどんな人？」

「魔王不在のカーデュエイルは、混こん沌とんの地じゃった。それでも、強い魔力と恐るべき圧政によって他の種族を奴隷化し、繁栄した町を作った支配者が何人かおる。魔女とはその中の女支配者のことではないか？」

　カーデュエイルに着いて数日で石化してしまった爺さんも、実情はよく知らないようだ。ジークがあとを引き継いで答えた。

「そうだ。もともとカーデュエイルの辺境は魔王の勢力外で、そこには〝小さい魔女〟や〝獣王〟〝ゴブリンの王〟などの権力者たちがいる。西の最さい果はてにいる魔女は、中でも最悪だ……」

「何が最悪なの？」

「シェリル、俺は最初、地上と同じ方向を西にしようと思ったんだ。その方が、お前の住む方角を忘れずにいられるから。だが、どうしても月と星の軌き道どうが逸れてしまう――ある方向ばかりを目指して、落ちて行ってしまうんだ。ある時俺は、そこに何があるかを調べた」

「何があったの？」

「――一人の恐ろしい女がいる、と聞いた」

　ジークは、密ひそやかな声で答えた。

「星が昇り始める所――カーデュエイルの東の果てには、暗号化された〝生命のルーン〟を刻んだ門が古くから立っている。その門を媒ばい介かいとして、毎朝、月と星は新たに昇り、輝くための魔力を魔王から得る。そこは、カーデュエイルでもっとも強い『誕生』の魔力に満ちた場所で、そこが究極のカーデュエイルの〝東〟だ」

　シェリルは小さく頷いて先を促す。

「反対に、月が沈み、星も沈み、すべての輝くものが光を失って墜つい落らくする場所もある。そこは西の果てで、暗号化された〝死のルーン〟を刻んだ小さな門があり、疲れた星々が引き付けられて自然と落ちるよう、古き魔王の時代から設計されていた。この東西の門を動かせば、カーデュエイルの方位は自由に動くはずだった。――が、俺の月と星は、西の門よりも魔女に惹かれて落ちてしまうんだ」

「どうして？　何かいたずらされているの？」

「いや。魔女は、意図的には何もしていない。魔王が刻んだ〝死のルーン〟よりも、魔女の住まう町の方が、死の力が強烈に満ちているというだけだ。魔女の圧政によって行われる公開処刑や、住民が魔女の名を呟く時に感じる死の恐怖――そんなものがあまりに大きすぎて、西の門の魔力を超えてしまった。事実上、西の門は機能していない」

　シェリルは、魔女の存在の凄すさまじさに、言葉を失った。

「地上の旅人は、北の七つ星を目指して旅をするだろう？　逆に、魔界の星々は、地上の魔女を目指して沈んでいく。古文書によれば、この問題について魔女と魔王は何度か話し合ったそうだ。だが、どんなに説得しても魔女は圧政をやめず、死の気配で星を魅惑し続けた。……シェリル、カーデュエイルの地図は見たことがあるか？」

「ええ。方位に、変な注意書きがしてあったわ……読めなかったけど」

「教えてやろう。『カーデュエイルの〝東〟は魔王の支配地。誠実な紳士である魔王は、その権威において東の場所を保証する。しかし〝西〟は魔女の領域。女の気き紛まぐれで適当に動くゆえ、あてにする者は馬鹿を見る』――だいたいこんな感じの文章が、面白おかしく書いてある。あの女こそが、カーデュエイルの本当の〝西〟なんだよ」

　ジークは眉をひそめて呟いたが、シェリルは内心首をかしげた。――あなただって、時の流れは気紛れに変えちゃうくせに、東の場所を保証しただけで、「魔王は紳士だ、女は気紛れだ」って一方的に決めつけるのは、ちょっと変じゃない？

　そうは思ったけれど、わざわざ口にするほどのことでもないと思ったので、やめておいた。

「じゃあ、もしその魔女さん――愛人さんが、ジークのお城に住んだら？」

「そこが西だ。西海の果てに落ちるはずの星が、落ちてくる」

「大変だわ！　お城も町も壊れちゃう！」

　シェリルも震え上がった。

「……ああ……なぜ俺はそんな恐ろしい女に手を出してしまったんだ……？　殺される――。俺は、西の女に会ったら、絶対に祟たたり殺されるぞ……！」

　絶望したようにジークは額を覆って悩ましくうめいている。

　シェリルは、魔女とジークが並んだ図を想像してみる。

　――西の魔女はすごく綺麗な女性よね。美人で、魔力も強くて、ジークと同じ国に住む女性。そして、恐ろしい魔獣の姿を持つカーデュエイルの王。

　隣に並べば、ふたりは最高のカップルに思える。

「きっと、祟り殺されたりなんかしないわ。強くて残酷な魔女さんが、ジークに妊娠させられて怒っていたなら、さっさとあなたに復讐していたはずよ。相手が三つ目の魔王でも、恐れて泣き寝入りなんかせずに」

　そうしていないということは――魔女は、ジークを憎んではいないのだ。

「もしかしたら、強い力をひく子供を欲しがった魔女に、あなたの方が誘惑されたのかも」

　それか、魔王が事件のことを思い出して、いつか迎えに来てくれる日を待っているとか。

　……シェリルなら、そうするかもしれない。

　ジークの迎えを待つ美女――。彼の子供たちを、一途に育てながら。

　そんな想像をしてしまったシェリルは胸が痛くなり、それ以上、言葉が出なくなった。
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　貧乏というのは、辛い。

　シェリルは人生ではじめて、その苦しさを味わっていた。

　事の発端は、病んだウィリアムを一刻も早く魔女の前に連れて行くため、魔王城から呼び寄せた大空を飛ぶ巨大エイに乗り、最さい西せい端たんの町タジェラ・ヒエートに向かって飛ひ翔しようしていた時のこと。

　エイは優雅に空を羽ばたき、セリィーリアはその乗り物に大はしゃぎし、高所恐怖症らしいラエルはジークの側そばで震えていたのだが――。

　ここから先は、シェリルにとって思い出したくもない不幸の連続だった。

　まず、時ならぬ雷雨がやってきて、エイが高度を下げた。山の上すれすれを飛んでいたら、腹を空すかせたガーゴイルの集団に襲われ、傷を負った大空エイは山間に墜つい落らく。

　ジークが必死で治癒魔法をかけ、傷は塞ふさがったものの、パニックを起こした大空エイは皆を置いて一いち目もく散さんに逃走。墜落した衝撃で、石爺さんの右手は岩がん盤ばんにぶつかり欠けてしまった。

　セリィーリアは、おやつ用に抱えていた人面魚のガラス瓶を割ってしまい、大泣き。

　雨に打たれながら、爺さんの右手を手分けして探していると、辺りに住むヤマネコ魔物がベルギウスの猫姿を見かけたらしい。縄張り侵しん犯ぱんだと怒って襲ってきた。冷たい雷雨の中、爺さんの右手を見つけたラエルはくしゃみを連発し始め、ジークがエイを呼ぶルーンを描けば、なぜか大量のヤマネコが集まって襲ってくる。その騒そう乱らんの間に、シェリルはジークに買ってもらった魔よけの鈴をなくしてしまい、雌ヤマネコに取り囲まれたベルギウスは耳と尻尾しつぽをかじられておかしな禿はげ模も様ようができてしまった。

　一行の中で、無事だったのははじめから病魔に冒おかされていたウィリアムだけ。

　その騒動も落ち着くと、三つ目一家は列を組んで、山の麓ふもとに向かって歩き始めた。

　エイが戻って来なければ、西の町までは歩くしかない。

　シェリルは、悲しげなねこまたの足跡を点々とつけながら歩いた。

　――本音を言えば、ラエルに魔よけの鈴を探してほしかった。でも、病気になりかけて震えている仔犬に、無理して小さな鈴を探してくれなんてとても頼めない。

　雨はやむ気配もないし、次の病人が発生する前に、せめて山を下りたかった。

「うぅ……くく。くっくく――」

　時折うめく貧乏神つきのウィリアムの他、喋る者は誰もいない。

　それはまるで苦痛の吐息というより不気味な笑い声で、一家にこれから襲いかかる不幸の、第二幕を暗示しているようにも思えた。







「もうヤダああぁ！　足が痛いよう！」

　慣れない山歩きで何度目かに木の根っこに躓つまずいたセリィーリアは、ぬかるんだ泥の上に座り込んで泣き始めた。

　爺さんはウィリアムに肩を貸し、ジークはジャッカルのラエルを腕に抱いている。男親たちはセリィーリアを抱き上げてやることができず、父と祖父は顔を見合わせた。

「セリィーリア、もうちょっと頑張ってくれないか。あと少しで麓に着く。そうしたら、もう一度エイを呼んでみるから」

「やだぁぁ！　もう歩くのイヤああ！」

「お願いよ。――ほら見て、セリィーリア。あそこに、綺麗な橋が見えるでしょ」

　シェリルは、木の幹みきの間から眼下に僅わずかに見える、色鮮やかな橋きよう梁りようやところどころにある展望台を指差した。

「みんなであれを渡るのよ。楽しそうだと思わない？」

「えっ、どれどれ。――うわぁ！」

　何にでも興味を示す三つ目娘は身を乗り出し、歓声を上げたが、立ち上がろうとはしない。

「すごーい！　でも――歩くのはもーいやっ！」

　抱いてほしいと、三つ目娘の視線が父親に移る。犬を抱くくらいなら、自分を運んでくれてもいいはずだと。

「だってほら、怪我しちゃったんだよ！　もーあたしムリだもん！」

　駄々をこねるセリィーリアは、確かに膝をすりむいていた。ほんのちょっとだけ。

「ベルギウス、あなたも大変だと思うけど、ちょっとだけお姉ちゃんを乗せてあげてくれる？」

「にゃう」

　ヤマネコに毛をむしられたベルギウスが姉に近づき、背中を見せる。

　セリィーリアは、パパに抱いてもらえないことに不服そうにぷっと頰を膨らませたが、歩かずに済む魅力に負けて、ベルギウスの背中に乗った。

　こうして一行はなんとか山を下りたのだが、次は荒れ狂う大たい河がと、色硝子で手すりを飾った綺麗すぎる橋が待っていた。







　降りしきる雨を避けるため、シェリルは病人と子供たちと一緒に、木陰でジークの帰りを待っていた。

　いくつものアーチを重ねたような芸術品の橋は、私有の橋だったのである。

　温泉宿に一晩泊まるのと同じで、一回渡るのに、人数分の料金を支払わねばならない。

　ジークと爺さんは、連れ立ってその料金交渉に行った。なぜ交渉なのかといえば――。

「――やられた」

　橋の手前で所持砂を取り出したジークが、持っていた銀砂を掏スられていたことに気づいたからだ。美しい魔法の砂が入っているはずの瓶には、赤茶色の土くれがみっしり詰められている。

「くそ！　たぶん、あのぼったくり宿だ！　温泉に入っている間に――。女性客の風呂は覗こうとするわ、客の砂は盗むわ、とんでもない宿に泊まってしまった……」

　ジークは苦々しげに呟き、シェリルは、「そんな怖い宿に泊まって、生きて出られただけいっそラッキーだったのかも」とさえ思った。地上に住んでいた頃の噂では、客を殺して身み包ぐるみ剝はぐ、という怖ろしい宿もどこかにあるそうだから。

　シェリルが持っていた分の砂は無事だったものの、残りは半分くらいしかない。この砂で、硝子細工をふんだんに使ったあの特別な橋を渡れるだろうか――？　シェリルは砂をジークに預け、セリィーリアの膝をハンカチで手当てしたあと、不安な思いで二人の帰りを待った。

「――だめだ、交渉は決裂した」

　ジークは難しい顔色で首を振ると、シェリルが渡した中身半分の砂瓶を見る。

「あの橋はし守もりのおやじ、かなりの業ごう突つく張ばりだぞ。七人分で、千五百グラムの砂を払えと絶対に譲ゆずらないんだ。今の俺たちには、とても払えない額だ」

「ええーっ!?　パパ、あのきれいな橋、渡れないの？　あたし、歩いてみたいよぅ～！」

　泥団子を作って遊んでいたセリィーリアが、妖精の街にでもかかっていそうな大きな橋を見て、また駄々をこねる。ところどころに眺望用の小さな尖せん塔とうが建てられ、敷石にも美しい石いし組ぐみが使われた長い橋は、大きな町で育ったシェリルの目にも魅惑的に見えた。

「残念だが、無理なんだ。――俺も、腹は立つが、哀しい気分にはならないし」

　ジークの涙は、胸の中で固まって砂になる。ひどく悲しい気分になれば、胸を開いて取り出すことができる。その砂がたくさんあれば、あの高価な橋の通行料にもなる。

　でもシェリルは、砂粒なんかのために、ジークに苦しい思いはしてほしくないと思っている。

　この世界では、砂は貴重なお金だ。それは分かっているけれど、恋人の心と体を傷つけてまで、道行きを急ぎたいとは思えない。

「まったく、魔界まで来て、貧乏に困るとはのう」

　右手を大事に抱えた石爺さんが、ため息交じりに言った。

　――貧乏に、困る？　その言葉を聞いたシェリルは、はっと閃ひらめいた。

「ねえ、もしかして今までの不幸の連続も……ウィリアムの貧乏神のせい？」

「たぶんそうじゃろうな。貧乏神は、周りにおるものにまで病や不幸を引き寄せる。この男の顔を見ると、相当魔力や血肉を啜られておるようじゃから、その魔力を使って悪さをしておるのかもしれん」

　爺さんは顔をしかめて、意識不明のウィリアムを見る。一同は、沈黙した。

　――私が魔除けの鈴をなくしてしまったから、いけないのかしら？

　シェリルは、あのチャリーンという福ふく々ぶくしい音色の鈴を思い出し、何か代わりになりそうなものはないかと手荷物を探してみた。残念だが、地上の銀貨の一枚も出て来ない。

　困ったシェリルは、貧乏神を説得してみることにした。

「貧乏神さん、とっととウィリアムから出て行って！　どうせなら、あそこの橋守さんか、温泉宿の店員がお勧めよ！　ウィリアムは、ちょっとはケチだけど、人のものを盗むほど浅ましい性格じゃないわ。――間違ったところに住み憑いてないで、早く出て行って！」

「や、めろ……ぐはっ！」

　シェリルの説教に、ウィリアムは錯さく乱らんしたように腕を振り回す。その腕がシェリルを打つ前に、ジークが後ろから肩を抱き寄せて守った。

「なんとか、貧乏神を追い出す方法があれば、俺たちの旅も楽になるんだが……」

　ジークが呟くが、誰も名案が思い浮かばない。

　――そんな時、だった。

「あたしたちがこんなに苦労してるのも、全部このキタナイおじさんのせいなのね」

　重苦しい沈黙を破ったのは、橋を渡れないことに拗すねたセリィーリアだ。

　三つの瞳が、高熱に苦しむウィリアムを冷たく睨んでいる。

「ビンボー神さえいなかったら、あたしたち、また、じゅんちょうに旅できるんでしょ？　橋もわたれるかもなんでしょ？　――ねえパパ、この人、捨てちゃおうよ！」

「なに!?　セリィーリア、だめだ！　俺もこの男はさして好きではないが、同じ流れの民の一族として、そこまで無情なことはできない！」

「でもあたし、あの橋わたりたいんだもん！　あたしだけならベルギーと一緒に、河なんかすぐこえられるけど、パパと一緒にわたりたいの！　このおじさん、ジャマ！　いらない!!」

　ウィリアムを蹴け飛とばして河に落としてしまおうと、セリィーリアは足を上げる。慌てて石爺さんが止めた。

「これセリィーリアや、我儘を言うてはいかんぞ。家族や友人というのはな、辛い時にもそれを一緒に乗り越えてこそ、真の絆が――おおっ!?」

「おじーちゃん、お説教ばっかり！　もうきらーい！」

　五歳の娘は、自分を押さえ込む爺さんから身をもぎ離すついでに、爺さんの大事な右手を奪い取る。えい、っと一思いに、遠くの草むらに投げ捨ててしまう。

「おお、ワシの右手があっ……！」

　爺さんは右手を追いかけて、犬のように一いち目もく散さんに走って行った。

　説教爺さんを見事に追い払ったセリィーリアは、勝ち誇った顔で主張した。

「ジャマなものはぜんぶ、捨てちゃえばいいじゃない！　こんな病気のおじさん、いらないもん！　家族じゃないし、やくたたずだし、キタナイし。河に流して殺しちゃえばいいよっ！」

　今まで父親に甘やかされてきた娘は、はじめて我儘が叶えられないことにヒステリーを起こして喚いた。

　シェリルは意を決して言った。

「ジーク、私、ラエルとここに残るわ。お爺さんと、ウィリアムを背負って橋を渡って。五人分なら、少しは料金も安くなるはず。この砂だけで足りない分は、私が血で支払うわ。人間の血は、高く売れるんでしょ？」

「シェリル、無茶言うな！」

　思いつめた恋人の発言にジークは慌てたが、シェリルは引くつもりはなかった。

「無茶じゃないわ。一ひと滴しずくが、１ドロップよね。あなたのガラス瓶の土を捨てて、私の血を受け止めて」

「馬鹿を言うな！　血を売れば、呪いを受けることもあるんだぞ！」

「へ、平気よ。私だって魔界の住民になるんだもの。覚悟はできているわ。――もし私が呪われても、あなたが助けてくれるでしょ？」

　シェリルが不安を押し隠して恋人を見上げると、ジークは青い瞳を切なげに震わせた。

「シェリル！　こんなことをさせるために、お前を魔界に連れて来たんじゃないのに――！」

　感極まった声で言い、ジークはシェリルの細い肩を抱き寄せる。壊れてしまいそうなほど、強く胸に押し付けた。

「そんなに心配しないで。でも、はじめてだから、自分で切るのはちょっと怖いの。……ジーク、あなたがやってくれる？」

　精一杯不安を顔に出さないようにして恋人を見上げる。ジークの顔が、泣きだしそうに歪んだ。

「やったー。シェリルお姉ちゃんの血で、あの橋わたれるんだって！　楽しみだね、ベルギー」

　うきうきした声が、二人の後ろから聞こえて来た。三つ目娘のセリィーリアが、弟ライオンに言って、嬉しそうに飛び上がったのだ。

「わーい、嬉しいな～！」

「みゃうぅ！」

　踊り回る姉に向かって、ベルギウスは怒ったように鳴く。と思うと、伏せていた姿勢から起き上がり、セリィーリアの右手にがぶりと嚙み付いた。

　まるで、姉の暴言を諫いさめようとするように。

「痛ぁいっ！」

　はじめて弟に嚙みつかれたらしい姉は、しばらく呆然とした後、弟に低い声で唸られ、盛大に泣き真ま似ねを始める。

「ベルギウスが、あたしのこと嚙んだぁ～～～！　パパぁ、怒ってやって！　うわあああん！」

　三つ目娘は、父親の足にしがみついて大声で泣き喚く。ベルギウスは、姉に向かってさらに牙をむき出して怒っている。

　――げに恐ろしきは、貧乏神の祟り。

　とうとう、仲のよかった双子にまで、姉弟喧嘩が発生してしまった。

「こらベルギウス、急にどうしたんだ？　姉さんを嚙んだらダメだろう！」

「ぐるるる!?」

「ジーク、どうしてそうなるの!?　ベルギウスは私をかばってくれたのよ！　そもそも、本気でお姉ちゃんをかじったりなんてしてないに決まってるでしょ！　ベルギウスは、あなたと違ってとっっても賢いライオンだもの！」

「なんだと!?　前から思っていたがシェリル、お前はベルギウスに甘すぎる！　どうして俺より先に、あいつに膝枕したりするんだ!?　俺がどんなに悔しい想いをしたと思っている！　あまつさえ、同じベッドで寝て……まさか、あんなことまでしたんじゃないだろうな!?」

「うわああん！　いたいよぅ……！」

「がううう、がうっ！」

「膝枕は関係ないでしょ!?　っていうか、最初に浮気して、子供まで作ったのはあなたじゃない！　それを棚に上げて――ひどい人！　私の切なさなんか、なんにも分かってないんだわ……！」

　シェリルも無性に悲しくなり、泣き喚きたい気分になっていた。

「――そこの旅人さんらよ。あんたがた、この河を渡りたいんじゃねえのか？」

　河の方から、雨音に交じって低い男の声がした。

　浮かびかけた涙をぬぐってシェリルが振り返ると、川岸に小さな葦わら小ご屋やのようなものが浮いているのを見つけた。どんどん近づいてくる。雨や日をよけるための屋根がついた舟だ。

「あっ、変なお舟だ――」

　さっきまで泣いていたセリィーリアは珍しいものを見つけて泣きやみ、目を丸くした。

「屋形船か。湖や川の多い国で見かけたことがあるが、魔界にもあったのか」

　ジークも驚いたように呟く。

「わたしは、この河の渡し守だ。一人につき十グラムの砂で、向こう岸まで乗せていってやろう。……橋守に、ひどい通行料を吹っかけられて困っているのだろう？」

「ああ、そうだ。よく知っているな」

　ジークが警戒した顔つきで答えると、かたつむりのように飛び出した両目を持つ船せん頭どうは、船を岸に横付けし、申し訳なさそうに呟いた。

「もちろん、知っているとも。毎度のことだからな。あれは、実はわたしの前妻なんだ。わたしが、新しい恋人に目移りしたのに拗すねてしまって、あのようなひどい業突く張りになってしまった。せめてその罪滅ぼしにと、格安で渡し守をして懺ざん悔げをしている。……乗るかね？」

　シェリルは助けの手にほっとし、ジークは隣で目を丸くして、動揺していた。

「橋守が妻？　だが、あいつも男だったが――いや、俺の目には男に見えたが――？」

「知らないのかね？　わたしたちかたつむり族は、雌雄同体だ」

「……シユウ同体って何？」

　のんびりした表情で尋ねるシェリルに、ジークはうっと返答に詰まった。

「あたし、乗るー！　パパとこのお舟に乗るぅ！」

　舟をぺたぺた触っていた三つ目娘が、にっこり笑顔で叫んだ。
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　荒れ狂う河を、魔法の櫂かいを持った小さな屋形船は、すいすいと進んだ。

「わーい、おふね、おふね！　ゆらゆら、楽しいな～。パパ、お外へ連れてって！」

　舟に乗るのが人生はじめてのセリィーリアは、絶好調で鼻歌を歌っている。降りしきる雨も構わず、パパと手を繋いで川かわ面ものうねりを見たいと、粗末な室内から出て行った。

　室内と外を遮さえぎるのは、三方の壁と、扉代わりに一面に下ろされた簾すだれのみだ。

　月が綺麗な日には、簾を上げて景色を楽しむのだろうが、こんな大雨の日には簾を下ろしただけでは雨風がしみ込んできて、実に心もとない。

　とはいえ、たった十グラムという破格で向こう岸に渡してくれる償つぐない中の船頭さんに感謝こそすれ、不平を言うなんてとんでもない。

「ジークって、どうしてあんなにセリィーリアべったりなの？　怒り方も全然分かってないし……甘やかしすぎじゃない？」

　室内で病人の看病に残ったシェリルは、複雑な心境で呟いた。

　今だって、「雨は濡れるぞ」と娘を止めることもできずに、外に引っ張られて行った。

　このままではセリィーリアは、とんでもない我が儘娘に育ってしまう。今でさえ、充分に我わが儘ままなのに。

「同じ三つ目だからって……ズルいわ」

　――本当は、普段からあれくらいにシェリルを甘やかしたいと思っていたジークが、シェリルにかわされてばかりで寂しい思いをしていた。そこに、ジークの愛情を素直に欲しがる娘が現れ、二人の波長がぴったり合ってしまった――というだけで、セリィーリアを特別視しているわけではないのだが、シェリルはそんなことには思い至らない。

　ジークが、ひたすら三つ目娘を可愛いがっているように思える。

　シェリルはむっとして、濡らした布をぎゅっと絞る。簡易寝台に寝かせたウィリアムの額に、冷やし直した布を載せてあげた。

「シェ……ル……？」

　ふと、ウィリアムが目を開けた。鳶とび色いろの瞳は、まだ熱で潤うるんでいるが、シェリルの姿を見つけると無理して身を起こそうとした。

「気がついた？　気分はどう？」

「あんたが……好きだ――」

「い、いきなり何を言ってるのよ！」

　寝ぼけているのかと、シェリルはコップに水を注ぎ、ウィリアムに渡そうとする。だが、熱に浮かされた彼には見えていないのか、必死にシェリルを探すように視線をさまよわせ、苦しげなかすれ声で呟く。

「……ずっと、後悔――してた……」

「な、何を？」

「あの時――。カッコつけて、あんたを、あの男に譲っち……まったこと――」

　魔界での別れ際のことだ。あの日のことを思い出したシェリルに、ウィリアムは苦痛に目を眇すがめながら喋り続ける。

「帰ろうと思っても、魔界を……離れられないんだ。魔物相手の日雇いバイトしながら……ずっと悩んで――。オレは、本気であんたのことを……うっ！　ゴホゴホッ！」

「苦しいなら無理して喋らないで！　ほら、お水を飲んで冷静になって！」

　シェリルが唇にまでコップを持って行くと、乾いた唇でウィリアムは水を飲み干した。

「もっと……！」

「いいわよ。ちょっと待って」

「――欲しいんだ……。他ひ人との女だって、分かってても……どうしても。……あんたを、あきらめきれない――くっ」

　ウィリアムは、シェリルしか見えないようなまなざしでこちらを見る。苦しさに引き千切られそうな声で、シェリルを求める。

　ウィリアムが苦しんでいるのは病魔の仕業だと分かっているのに、シェリルはその告白にドキドキしてしまう。まるで自分への恋ゆえに、彼が苦しんでいるように見えてしまって。

「こんな貪欲なおとこだから、貧乏神は、オレを……っ、げほっ、ごほごほっ！」

　血を吐きながら咳き込むウィリアムに、シェリルは再び水の入ったコップを差し出す。ウィリアムの手が、コップではなくシェリルの腕を摑んだ。強引に胸に引き寄せる。

「きゃあ！」

　コップが手から落ち、床でぴちゃんと水音が響いた。

　シェリルの視界に突然、ウィリアムの横顔が近づいて来る。目があまり見えていないようだ。吐息がかかる距離まで近づくと、ウィリアムは器用に首をねじった。唇と唇が、あとほんの少しで重なりそうになる。

　どうしよう！　ジークじゃない人と口づけしてしまう……！　逃れようにも、腕は捕らわれているし、彼はひどい病人だ。もし、シェリルの軽いキスで少しでも楽になるなら――それで彼がシェリルへの気持ちを忘れられるというなら。

　だけど……怖い！　ジーク、どうしたらいいの!?

　シェリルは震えて、ぎゅっと目を瞑つむった。

「う。げほげほっ！　――イ、ヤ、ダ……！」

　突如、ウィリアムは歯は軋ぎしりするような声で呟くと、いきなりシェリルを突き飛ばした。赤毛をかきむしったかと思うと、ひときわ激しく咳き込んで寝台に倒れ伏す。

　また、意識を失ってしまった。

「く……ううぅ――」

　貧乏神の恐怖は去った。けれどまだ、シェリルの胸は動揺に早はや駆がけしていた。

「びっくりした……」

　まずは落としてしまったコップを拾おうと、床を見る。

　コップは、割れていなかった。いなかったのだが。

「――えっ！」

　なぜ割れていないのかといえば、水に浮いていたからだ。ねこまた模様の長靴ブーツを履いていたから、シェリルは気づかなかったが、屋形船は浸しん水すいし始めていた。

　外をうねる濁だく流りゆうと同じ、砂をたっぷり含んで少し濁にごった黄色い水が、床に水溜まりのようになっている。しかも水は恐ろしい勢いで、どんどん増えている。

「やだ！　この舟、水漏れしてるじゃない！　どういうこと!?」

　シェリルは浸水のもとを探して首を巡らせる。外からじゃない、雨水でもない！　どこか部屋の中から――穴があいた場所があるはずだ！

　とうとう、シェリルは水源を発見した。大事な右手を頭の上に置き、座ざ禅ぜんを組んで瞑めい想そう――と見せかけて壁に寄りかかり居眠りしている爺さんの、尻の辺りだった。

「お爺さん、起きてお爺さん！」

　シェリルはジークの祖父を揺すり起こし、ハッとした老人は、辺りを見て悲鳴を上げた。

「どういうことじゃ!?　いかな老人とはいえ、こんな派手な粗そ相そうはせんぞ！」

　と尻を持ち上げてみれば、石の体の重みで、床板が抜けてしまっていた。さらに間まが悪いことに、その下にあるはずの底そこ板いたに流りゆう木ぼくでもぶつかったらしく、穴が開いている。

　辛かろうじて蓋の役割をしていた石爺さんの尻がなくなって、水はあっという間に舟内に浸入して来た。

「ねえ、どうしましょう!?」

「かい出せぇ！　今すぐ水をかい出すんじゃ！　ワシはここに座って蓋をする！　さすれば、対岸まで持ちこたえられるやも知れん！」

　爺さんは、同じ場所にどんと勢いよく座ったが、その衝撃で、さらに二枚の床板が割れてしまう。一気に濁流が流れ込み、水と一緒に迷い込んだカエルが泥水をかき分けて泳いで行く。

　もう、止めようがない――。

　シェリルが絶望感に打ちのめされた直後、外で舟を操あやつっていた渡し守の悲鳴も響いた。

「櫂があっ！」

　船体に強い衝撃が走ると同時に、轟ごう音おんがする。大きく横揺れした舟は、半回転して川の流れに対して無防備に腹を向けてしまった。さらに今度は波を受けて大きく上下に揺れ、舟の縁へりからも濁流が襲い掛かる。シェリルの長靴ブーツよりも深くなった水が、膝を濡らすのももうすぐだ。

「どうした!?」

　小屋の外からジークの声と、セリィーリアの悲鳴がする。シェリルが簾を上げて外を見ると、舟から振り落とされそうになった娘をジークは片腕でひきとめ、もう片手で舟ふなべりに捕まっていた。その後ろを、上流で土石流にでも倒されたのか、巨大な樹が根こそぎ流れていく。

　さっきの衝撃はきっと、あれと激突したのだ。シェリルは震え上がった。

　舟頭は櫂を流され、舟は河のど真ん中で激流に翻ほん弄ろうされ始める。右に左に大きく揺れながら、水はどんどん室内を満たす。

「大変だわ……！」

「シェリル、中は大丈夫か!?」

　セリィーリアを引き上げたジークが、水をかき分けて室内に戻って来る。舟内の惨状を目にして、顔を歪めた。

「……仕方ない、子供と病人を屋根に非難させよう！　爺さん、あんたは舟頭を助けてやってくれ！」

「分かったぞ！」

　爺さんは、大量の水に苦労しながら外へ出る。ジークはまず、腕に抱いたセリィーリアを小屋の屋根に載せた。

「パパぁ、怖いようっ！」

　屋根に乗せられた三つ目娘は、父親の腕を離そうとしない。

「そこにいれば大丈夫だ！　――ベルギウスも、上に行っていろ」

「にゃあ～～～ん」

　仔ライオンは、部屋から外に出ることを非常に嫌がった。お風呂を嫌っていたから、外で雨に濡れるのが嫌なのかもしれないが、この賢いライオンの仔が、それだけで我儘を言っているようには思えない。

「――ベルギウス、もしかしてあなた、濡れると飛べなくなっちゃうんじゃない？」

　そうでなければ、ベルギウスは空を飛べるから、水が迫って来ても怯おびえる必要はないはずだ。ついでに言えば、その背中に乗れるセリィーリアも。

「にゃう」

　肯定するように仔ライオンが鳴いたので、シェリルは寝台にあったシーツを二つ折りにして準備する。仔ライオンはしぶしぶ外に出て、自分で屋根の上にのぼった。シェリルは屋根の上のセリィーリアにシーツを渡し、雨あめ避よけにするように言う。

　次にジークは、諸悪の根源とも思える貧乏神憑きのウィリアムを担かついで、屋根に寝かせた。

　意識が朦もう朧ろうとなったウィリアムは、時折咳き込むほかに、「く、くくく……」と、うめき声なのか、不気味な笑い声なのか分からない唸り声を漏らしている。

　この水難が、貧乏神の招き寄せた不幸の第二幕――そして、クライマックスのようだった。

　ジークは高熱にうなされている子犬少年を抱き、シェリルの手を取る。泳げないシェリルが屋根によじ登ろうとするのに手を貸してくれる。

　その時、大きな波が舟の横腹を襲った。

「きゃあああ！」

　バランスを崩したシェリルの背中が大きく反そる。

　――もうだめだわ。このまま川に落ちる！

　迫り来る濁流を覚悟して身を竦すくませた瞬間、シェリルの背中から何か大きなものがぶつかってきた。

　衝撃に前に倒れかけて、何か柔らかいものをぎゅっと摑む。ジークの金髪に似ているけれど、もっと短い。

「きゃあっ！　――ジーク!?」

　するりとジークの手が離れた。何が起きたのか分からずにいるシェリルの視界が、ふわりと水面から遠ざかる。

　恐るおそるあたりを確かめると、シェリルは、空に浮いていた。

「……えっ？」

　どうしたのだろうと辺りを見回せば、視界を横切って落ちていく白いシーツが目に入った。

　そして、自分の両脇で風を切って羽ばたく一いつ対ついの翼が。

「ベルギウス？」

　降りしきる雨の中、大きな犬ほどの仔ライオンが、シェリルを乗せて河の上空を必死に羽ばたいていた。







「――ベルギウス!?　どこ行くのっ!?」

　傍らで落ち着きなく辺りを見回していた弟ライオンは、セリィーリアと一緒に被かぶっていた雨避けのシーツから飛び出し、シェリルお姉ちゃんを助けに飛んで行ってしまった。

　セリィーリアは我が目を疑った。

　ベルギーが、行っちゃった……？　あたしを、置いて？

　事態を飲み込めないでいるうちに舟は横倒れし、皆が川面に投げ出される。セリィーリアは、木切れに摑まって叫んだ。

「噓でしょ!?　ねえベルギー、戻って来てよ！　ベルギウス――っ！」

　魔物の動きを止める三つ目に力をこめて、去りゆく弟ライオンの背中を睨んでみたけれど。

　ついさっき喧嘩したベルギウスの後ろ姿は、どんどん小さくなって行く。同時に、沈んで行く舟の勢いにつられて、川面には渦うずができ始めていた。

　セリィーリアの幼い目には、それが恐ろしい魔物の口のように見えた。

「や……やだぁっ！　誰か助けて――パパ！　パパ！　おじいちゃん……っ！」

　頼みのパパも、意地悪してしまったおじいちゃんも、もうどこにいるか分からない。

　あの渦に飲みこまれたら、死ぬ……。

　セリィーリアの胸は、恐怖で塗りつぶされた。

「ママぁ！　助けて！　死ぬのはいやぁ！」

　いくら魔女でも、出かけることすら告げてこなかった家出娘の声が届くはずはない。どんどん渦は近づいてくる。

「たすけてええぇ！　ベルギウスー！　やああ――」

　叫び声は、一気に襲って来た波に飲み込まれて、消えた。

　水を飲み込んで声が出なくなる。腕を必死に伸ばしたけれど、あまりに激しい水流に翻弄され、どんどん闇に引きずり込まれていく。

　これまで、どんな魔物だって、一睨みで言うことを聞かせてきた。でも、この水の魔物には、三つ目の魔力も、泣き真似も通用しない。

　浮き上がろうと両手を必死に暴れさせても、まるで体は石のよう。

　苦しい。苦しい……！　空気を吸おうとするたびに水を飲み、腹の中が冷たくなっていく。体の中も水、外も水、死んじゃう――！

　パパ。おねがい、助けて……。

　金髪に青い瞳をした父の顔を思い出した時、ふいにベルギウスの怒り声が胸に蘇よみがえった。

　どうしてベルギーは、あたしをみすてて行ってしまったの？

　――あたしがわがままで嫌な子だから、しねばいいって思った？

　うそだ……そんなのちがう――。

　渦巻く水よりも、真っ暗で寂しい気持ちが自分を包んで苦しかった。

　ママ……パ、パ……！

　冷たくて、体がもう動かない。瞳を閉じたセリィーリアの目から、涙が溢れた。

　その時、誰かがセリィーリアの腕をぐいと摑み、肩が抜けそうなほど上に引っ張った。

　体が、みるみる水面へと近づいていく。一人では、あんなに暴れても引きずり込まれていくだけだったのに。

　あっという間に頭が水の上に出たかと思うと、木こっ端ぱ微み塵じんになった舟の底板の残骸に上体を寄りかからせられる。

　尖とがった床板に腕を思い切り引っかけて鋭い痛みが走り、その痛みで正気が戻って来た。

「けほっ、げほげほっ！」

　セリィーリアは何よりも欲しかった空気を吸い込み、一気に咳き込んだ。助けてくれたパパに思い切り背中をはたかれて、飲んだ水も吐き出す。

　背中が痛い、と文句を言う力もなかった。なすがままになって水を吐き続け、自分の命を支えてくれている床板の残骸にしがみつく。

「はあ、はあっ！　苦しかった……」

　もう、死んだと思った。

　セリィーリアは、最後の最後にパパが助けに来てくれたことに感動して、瞳を潤ませつつ、傍らで大きめの木切れに突っ伏す背中に抱きついた。

「パパぁ……っ！」

「げほげほ――げほっ！　ぐはっ……ううぅ！」

　セリィーリアよりも激しい勢いで咳き込み、時折血を吐きながらうめくその姿は、少女が期待した父親のものではなかった。

　――死にかけのキタナイおじさん？　うそ――。

　セリィーリアの目の前にいたのは、その強欲さゆえに貧乏神にとり憑かれ、数々の不幸を引き寄せて死にかけていた、赤毛の男だった。







「ラエル、しっかりしろ！　ラエル！」

　泳ぎ着いた川岸に、ジークはずっと片腕に抱いていた仔犬少年を寝かせた。

　船の沈没で発生した、水みな底そこにすべてを引きずり込もうとする魔の渦をなんとか切り抜けたあと、しばらくして二人は岸にたどり着いた。

　もしシェリルがあの渦に巻き込まれていたら、と考えると胃が冷たくなる。泳ぎも知らないか弱い少女一人の力では、絶対に抜け出せなかったろう。引きずり込まれて、川底の骸むくろとなるしかなかったはずだ。

　ベルギウスが彼女を運んでくれたことは、本当にありがたかった。

　だからベルギウスが飛び込んできた時、ジークはとっさに、繋いだ手を離したのだ。だが問題は、ベルギウスの背に乗るはずだった三つ目の娘――。

「心配するな！　子供とはいえ、俺の娘だ。そう簡単に溺れたりするものか！」

　セリィーリアはきっと助かっているはずだと信じて、まずはラエルに治癒魔法をかける。

　――おや？　どうして俺はもっと早くこの魔法を使わなかった？　そうすればラエルは元気になっていたし、あいた腕でセリィーリアを助けられたのでは――。

　考えたジークはぞっとした。

　我儘だが、元気で、泣き虫の可愛い三つ目の娘。助けられなかったのは、俺のせいじゃないのか――。そう思った瞬間、胸が砂だらけになってしまうような痛みを感じた。

「セリィーリア……」

　ジークはいても立ってもいられなくなり、治癒魔法が効いて穏やかな寝息を立てているラエルを草の上に横たえると、川に飛び込み膝まで水に浸かって叫んだ。

「セリィーリア！　どこだ、どこにいる!?　――返事をしろ!!」

　この世界でただ一人、自分と同じ三つ目を持った俺の娘。

　嬉しそうに手摑みで人面魚を食べる娘の笑顔を胸に思い浮かべると、ジークの額は燃え上がりそうに熱くなり、第三の瞳から砂の涙が溢れそうに苦しくなった。

「セリィーリアー！」

　叫んだ直後、抑えきれない思いに呼応するよう、月と星が次々と西の空へと落ちていった。







　貧乏神付きのウィリアムと離れてほんの十五分ほどで、降りしきっていた雨は止やんでしまった。

　シェリルは辺りに散乱している流木や小枝を拾ってきて、残り僅かな銀砂を使って火をおこし、濡れた自分とベルギウスの毛皮を乾かした。

　急に天気が変わったせいか、魔界の空には綺麗な虹色のオーロラがかかっていた。

「ジーク……それにみんなは無事かしら？」

　石のお爺さんは無事だと思う。――だって、石だから。

　ジークもたぶん、大丈夫だ。病気の子犬を腕に抱いていたとはいえ、魔王である彼が溺れ死ぬとは思えない。

　舟頭さんだって泳げるだろうし、問題はセリィーリアとウィリアムだ。

「ねえ、ベルギウス。お姉ちゃんじゃなくて……私を助けてよかったの？」

「……にゃあ」

　低い声で答えるベルギウスの表情は暗い。彼もすごく迷ったのだろう。

　一人しか助けられなくて、とっさに川に落ちかけたシェリルを選んでしまった。

「ごめんなさい――ありがとう。私がもっと、色々な魔法が使えたらよかったのに！　そうしたら、自力でなんとかできたかもしれないのに……」

　もっと機転を利かせられたら、自分で自分を助けられたのかもしれない。幼いセリィーリアや病気のウィリアムを護まもれたのかもしれない。

　俯いて唇を嚙むシェリルの頰を、慰めるようにベルギウスが舐める。

　その時、綺麗な十六夜いざよい月づきの浮かぶ空が、動き出した。

　月も星も、一斉に空の端へ向かって落ちて行く。

　ジークが空を動かしている――。

　シェリルははっと閃いた。

「ジークは無事なんだわ！　それを私に教えるために、月と星を動かしてくれたのよ！」

　大きな安あん堵どが胸に広がった。無事だと信じていたけれど、その合図ののろしを見せてくれたのだから。

　シェリルは、西空に落ちて行く星々を眺めた。もうかなりカーデュエイルの西に来ているらしい。魔界の大きな星たちは、すぐ近く――山を一つか二つ越えた向こうに吸い込まれるように落ちて行く。あの星たちは、落ちたあとはどうなるのだろう？　その下には、セリィーリアの母魔女が住んでいるはずだけれど……？

「にゃあ！」

　星を見たベルギウスが物言いたげに鳴き、シェリルも同時に思いついた。

「このまま私たちで魔女の町にお邪魔して、お母さんに相談して、セリィーリアたちを探してもらったらいいんじゃない？」

　自慢じゃないが、シェリルは人探しが得意ではない。魔界に来る前にジークを探した時だって、何の手がかりもつかめなかったくらいで、もっぱら、ジークに探し出してもらうのを待つしかない。それに比べて、西の魔女の力は絶大だ。会ったことはないけれど、皆が口をそろえて「すごい！」と言うのだから、相当すごいはずだ。

　ベルギウスの翼も乾いたようだし、シェリルはセリィーリアより重たいけれど、あの山の向こうまで飛ぶくらい、なんとかなるだろう。

「ベルギウス、行ってみる？」

　青い目の仔ライオンに問うと、「任せて」と言うように誇り高く、そして男らしく、ベルギウスは翼をはためかせて鳴いた。







　じめじめした洞どう窟くつの中で、セリィーリアは丸くなって震えていた。

「――え」

　目の前に、よく太ったトカゲが数匹、落とされる。獲物をとってきた男は、そのままドサリと倒れるようにその場に座り込み、また苦しげに咳き込み始める。押さえた指の間から、ぼたぼたと血の塊かたまりが落ちた。服を汚されそうになって、慌てて、セリィーリアは避けた。

「え、って何？」

「――く、え。って言ったんだ！　げほげほ！　何度も……言わせるな」

　ウィーレスはかすれた声で面倒そうに言い、隈くまのできた顔でセリィーリアを睨む。

　貧乏神の憑いたその迫力が怖くて、ビクリと震える。

「あ、あたし、小魚の方が好きだもん。トカゲは、炭火焼じゃないと食べられないよ！」

「……ゲホッ！　ゲホッ！」

　てめーで焼けよ、と言いたげな胡う乱ろんな眼差しで、ウィーレスはセリィーリアを見た。少女の発言を無視して洞窟の奥に戻ると、倒れるように座り込んでしまった。

「これ焼いてよ、ウィーレス！　あたし、おなかすいた！」

　セリィーリアが彼の名前を知ったのは、その首飾りの石に刻まれていたからだ。本人から教えてもらったわけではない。

　睫を伏せて苦しげに息をついていた貧乏神男は、鳶とび色いろの瞳だけでぎろりとセリィーリアを睨んだ。

「気安く、名を呼ぶんじゃねえよ……げほげほ！」

　ウィーレスは、名前を呼ばれるのが好きではないらしい。……そういえば、みんなちょっと違う名前で呼んでいたっけ？

　しかしセリィーリアは、その名前を覚えていなかった。キタナイおじさんの名前なんか、どうでもよかったから。

　木切れに摑まって流されていた二人は、今にも折れて沈んでしまいそうな儚はかない板切れに命からがらしがみついていた。

　そのうちにどこかの支流に迷い込み、この洞窟に流れ着いた。お腹が空いたと百回くらい喚わめいたら、ウィーレスはトカゲを捕まえてくれたのだが――。

「焼いてくれなきゃ、やだ！　焼いてってば、ねえウィーレス！」

　必死に呼んでも、赤毛の男は綺麗さっぱり聞こえないふり。拗ねても効かない時は、泣き落としだ。

「ウィーレス、お願い。おなかすいて、死んじゃうよぅ……」

　両手で目元をこすり、ひっくひっくと喉を揺らしながら、哀しげに囁ささやく。

「はッ――。シェリル、じゃあるまいし……」

「え？」

「てめぇ、魔女のむすめ、のくせに……。火くらい自分で、つけられる、だろ……。甘えんな」

　貧乏神男に鼻で笑われ、セリィーリアはなぜか、ものすごいショックを受けた。

　あたしがシェリルおねえちゃんだったら、ウィーレスは火をつけてくれた？　トカゲを焼いてくれた？　パパが、人面魚を焼いてあげるって約束してたみたいに？

　さっきまで水で冷たくなっていた腹が、なぜかカッと熱くなる。

「焼いてよ、ウィーレス！　あたしの言うこときかないと、ひどいんだから！」

　セリィーリアが喚いても、ウィーレスは無視。苦しげに眉を寄せ、頭を洞窟の壁にもたせかけている。

　セリィーリアはぎりぎりと奥歯を嚙み、自分を大事にしてくれないウィーレスに復讐する方法を考える。

　あたりに視線を落とすと、ウィーレスの吐いた血を見つけた。流したてで効き目のすごくよさそうな鮮血を見て、魔女の娘はクス、とほくそ笑む。

　魔法の文字を描くのにちょうどいい手のひらサイズの小石を拾うと、そこに自分の名とウィーレスの名を、彼の血で刻んでいく。そして支配と拘束のルーン、最後に守護円を描いてできあがりだ。

　これでしばらくの間、ウィーレスはセリィーリアの奴隷だ。セリィーリアはその小石をするりとポケットに隠す。

「ウィーレス、あたしのために、そのトカゲを焼きなさい!!」

「――ぐうぅっ！」

　セリィーリアが命令すると、ウィーレスは頭ず蓋がい骨こつに稲妻でも食らったような顔をした。

　ぎろりと、魔物のようにおぞましい視線で、ウィーレスはセリィーリアを見る。

「き、さま――オレになにを、した……？」

「言うこと聞いてくれないから、のろっただけだもん！　あなたはあたしのドレイになったの！　しんせんな血をこぼして、へーぜんとしてる方が馬鹿なんだから！」

　砂が足りない時、魔物は自分の血を支払いにして買い物をすることがある。

　売られた血は、精製して薬に変えられたり、ワインのように嗜し好こう品ひんとして飲まれたり、または、無差別的な呪いの材料になったりする。魔界で血を売るのは、そんな常識も知らない愚か者か、〝呪い返し〟を知っている知ち恵え者しやか。あるいは、あくせく働いて砂を得るくらいなら、ちょっと誰かに呪われた方がマシだと考える根っからの道楽者だ。

「……」

　ウィーレスは不気味に沈黙した。髪を乱したままフラフラと立ち上がると、大きな石を集めて竃かまどを作り始める。相変わらず、苦しげな息を吐きながら。

「奥から枯れ草、拾って来い……嫌なら、てめーの服燃やすぞ！」

　ウィーレスは洞窟の奥を示す。セリィーリアは、ちょっと顔をしかめたけれど、別に怖くはなかったから中に入っていく。ビーバーのような魔物が何匹か寄り集まっていたが、セリィーリアが第三の瞳に力をこめて睨むと、震え上がって動きを止めた。

　ビーバー一家の寝床になっていた枯れ草の山を、腕一杯に抱えて持って来る。三つ目の呪じゆ縛ばくから解とかれた魔物たちは、キーキー鳴きながら、さらに洞窟の奥へと逃げ込んで行った。

　セリィーリアが枯れ草を石の竃の上に落とすと、ウィーレスは魔法で火をつけてくれた。

「この程度のこと、自分でやれよ……げほ、げほっ！」

　苦しげに咳き込みつつ、立派な短剣にトカゲをぐさりと刺し貫つらぬき、セリィーリアに渡してくれる。竜の鱗うろこでできた、丈夫で熱にも強い最高級の短剣だった。貧乏神男が、意外に貧乏じゃないことにセリィーリアはびっくりする。

「あぶって、適当に食え。――もう呼ぶなよ！」

　ギッと気き迫はくをこめてセリィーリアを睨みつけ、ウィーレスは側の壁に倒れるように身を預け、眠りに就ついた。

　短剣をもらったセリィーリアは、パチパチとはぜる炎でトカゲを焼いて食べた。一匹目は、焦ったせいか半はん生なまだった。でもけっこう美味しかった。二匹目は、卵もちで感動するほど美味しかった。

　三匹目は火が弱ってきたのでなかなか焼けず、四匹目は、もう一山、奥から枯れ草を持ってきたので、ちゃんと焼けた。

　四回目なのでとても上手に焼けたトカゲの丸焼きは、皮の斑はん点てん模様からして、雌めすのようだ。また、あの美味しい卵が一杯詰まっている。

「うぅぅ……く、くくく……ぐはっ！」

　半ば意識不明で、不気味なうめき声を上げるウィーレスが、また血を吐いた。

　セリィーリアは、病み衰えたおじさんの血で汚れた顔を見、美味しそうなトカゲを見、またウィーレスの陰気な姿を見、深く深く悩んだ。

　――末に、ぱくっと頭にかぶりつく。ばりばりと骨ごと嚙み砕いた。熱々の肉汁が口の中に広がる。焼いた草に何かの香草が混じっていたらしく、爽やかな香りが広がる。

　――うん、このトカゲ、最高に美味しい……。

　セリィーリアは、決心が鈍りそうになったけれど、首を振って気持ちを切り替える。

「ウィーレス、……これあげる」

　三つ目娘は頭を取ったトカゲの丸焼きを、串焼きにした短剣から引き抜き、貧乏神憑きの男に差し出す。

「ウィーレスってば！　起きてよ！」

　何度か揺さぶると、赤毛の男は面倒そうに目を開いた。

　ただの薄汚いおじさんだと思っていたけれど、空を自由に舞う犬いぬ鷲わしの眼のような、吸い込まれそうに綺麗な暗茶色の瞳をしている。間ま近ぢかで見たセリィーリアは、息が止まりそうになった。












「あげる。――食べれば？」

　焼きたてのトカゲを差し出すと、ウィーレスはフラフラと頭を起こし、少し顎あごを傾けて、そのままセリィーリアの差し出す肉に喰いついた。

　――あ。

　ミルク専門のベルギウス相手ともちょっと違う、パパに甘えるのともまたちょっと違う、野生の大きな動物を手て懐なずけたかのようなドキドキが、胸に広がる。

　なんだろう、これ……？

「……二匹目の貧乏神、拾っちまったかと……思ったが、貧乏神よりはマシ、みてーだな……」

　セリィーリアのトカゲを食べ終わったウィーレスは、ぼそっと呟く。

　二匹目の貧乏神？　よく理解できなかったセリィーリアはしばらく考え、その意味を悟さとると顔を真っ赤にして怒った。

「ちょっと、二匹目の貧乏神って、あたしのこと!?」

「――たりまえだろ。お前のせいで、みんな不幸に、なっちまった……ちがうか？」

「！」

　その言葉は、セリィーリアの心にぐさりと突き刺さった。

　――セリィーリアがパパに会いたいと我儘を言って、ベルギウスは家出に付き合わされた。お城で石像にされる羽目になったり、ママに会えなくなったりした。

　セリィーリアが、ママのところに帰りたくないと我儘を言って逃げ回ったりしたから、パパは温泉旅行を計画してくれて、貧乏神男と出会うことになった。

　セリィーリアの我儘が原因でみんなが喧嘩して、溺れかけたセリィーリアは、弟からも父からも祖父からも助けてもらえなくなった。

　言われてみると、セリィーリアはウィーレスに負けず劣おとらずの貧乏神ぶりを発はつ揮きしていた。

「ち、ちがう――あたしのせいじゃないもん……あたし、なんにもしてないもん……っ！」

　でも、ベルギウスは怒って、セリィーリアを見捨ててしまった。

「あたし……悪くないもん……うっ。ぐすっ！　うえーん！」

　声を上げて泣き始めるセリィーリアを、ウィーレスはまるきり無視している。

　こんなに大きな声で泣いたふりをしているのに！　時折チラッとセリィーリアが見上げて確かめると、視線さえこっちに向けてくれていない！　見事なまでの無視っぷりに腹が立って、セリィーリアの涙はすぐに止まった。今度は彼に八つ当たりし始めた。

「悪いのは、あたしじゃなくてウィーレスでしょ!?　あんたと貧乏神のせいで、あたしまでおぼれたんだから！　どうしてくれるのよっ！」

「じゃ、とっとと、どっか行け……ばいい、だろ。疫やく病びよう神がみが嫌なら……げほ、ぐほっ！　一緒にいると、次は、洞窟……落らく盤ばん事故でも――起きるんじゃねえか。くそ、てめぇに名前……呼ばれるたび、に、頭が割れそうだ……っ！」

　目元を歪めて苦しむウィーレスの顔を見て、シェリルが彼の額に濡れた布を置いて看病していたのを思い出した。でも、どうしてあたしが、そんなことしてあげなきゃいけない!?

「もちろんでてくもん！　でも、その前に教えてよ。あたしのこと貧乏神だって思ってたんなら、どうしてあの時助けたの？」

　セリィーリアが嫌いなら、溺れさせればよかったのだ。

「げほげほっ！　げほ……げほごほっ！」

「答えてよ、ウィーレス！　答えなさい！」

　今にもまた血を吐きそうな男に、セリィーリアは力の宿った名を呼んで命令する。

　セリィーリアが居い丈たけ高だかに名前を呼ぶたび、ウィーレスは頭の中をぐちゃぐちゃにかき回されたみたいに辛そうな表情をするけれど、そんなこと知らない。セリィーリアには関係ない。さっさと自分が知りたいことを教えない、この男がいけないのだ。

　ひときわ大声で名を呼ぶと、苦痛に閉じかけていた鷲のような鋭い瞳が、迫力満点でくわっと見開いた。骨ばった手がセリィーリアの腕を摑んだ。セリィーリアの指が折れてしまいそうな力がこもっていた。

「うるせー、ガキだな……!!　てめー、……レに――だよ……」

「なに？　聞こえない！」

「――お前は、オレ……の子供の頃、そっくりなんだよ……！　一族の、疫病神……罵ののしられて。無む一いち文もんで、支族からも、追放――た、クソがき……グハッ！」

　苦しげに呟いたウィーレスは地面に水溜まりができるほどの血を吐き、力尽きたようにぱったりと倒れて眠りに就いてしまった。

「ウィーレス？　ウィーレスっ！」

　セリィーリアがどれだけ叫んでも、もう彼は目を開かなかった。

　青ざめた横顔や、、乾いた血のこびりついた唇を見ていると、ぞっと寒気が走った。

　もしかして、ウィーレス、死んじゃった……!?

　怖くなって、頰を触ってみる。温かい……というか、熱い。でも、肌はガサガサだ。

「人間って、しんぞう、どこにあるんだっけ……？」

　頭だったか、腹だったか？　あちこち触ってみると、胸の上で、どくどくと動いている心臓を見つけた。セリィーリアはほっとした。

「まだ生きてる――よかったぁ」

　――よかった？　どうして？

　あたし、この人のこと「死んじゃえ」って思ってたんじゃなかったっけ？

　セリィーリアはウィーレスと同じ赤毛の髪を揺らして考えてみたけれど、どうして自分が安堵しているのか、その理由はちっとも分からなかった。







　雨上がりの草からは、あまり動物の匂いがしない。

　それでもジャッカル姿のラエルは一心に鼻を鳴らし、嗅かぎなれた仲間たちの匂いを探した。

「――あっ。こっちから、貧乏神の匂いがします！　ぷんぷんします！」

　ラエルの発見報告に、魔王様は微妙な顔をした。その理由は、分かる。一番に会いたいのは、婚約者のシェリルだからだ。

「あっ！　魔王様のお姫様の匂いもします！　セリィーリアちゃんも一緒みたいです！」

「なんだって!?」

「くんくん！　間違いありません、この先にいます――」

　ラエルは尻尾を振ってみせると、獲物を見つけた犬の習性で一目散に走り始めた。

　さらに下流に、僅かに煙の匂いがする洞窟を見つけると、魔王様が追って来るのを待つ。

　その洞窟の中には、膝を抱えて丸まっている三つ目娘と、額にびしょびしょの布きれを載せられて眠っている貧乏神男の姿があった。

　近づいてみると、その布はセリィーリアのすりむいた膝に巻かれていたはずの、ハンカチだった。

「セリィーリア！　無事だったのか!?」

　魔王様が叫ぶと、三つ目娘はぱっと顔を輝かせて立ち上がった。

「パパ！」

　駆け寄って来る娘を抱き上げようと魔王様は両腕を開いたけれど、不思議なことに三つ目娘はすぐに顔を曇らせ、その場に座り込んでしまった。

　今までのように、笑顔で父親に抱きつこうとは、しない。

「大変だラエル、セリィーリアが立ちくらみを起こした！　貧血か？　怪我か!?」

　魔王様は慌てた様子で叫び、愛まな娘むすめの側に駆け寄った。

　けれどラエルの目には、三つ目姫は、自分でそこに座り込んだように見えた。

　それがどうしてかは、分からないけれど。







「ねえ、ラエル。あたしのこと、やくびょう神だと思う……？」

　セリィーリアを探しに来てくれたパパは、彼女に怪我がないと知ると、番犬のラエルを残して、また外に行ってしまった。

　石像のお爺さんや、シェリルお姉ちゃんとベルギウスを探しに行ったのだ。

　セリィーリアをぎゅっと抱きしめてくれたのは、一瞬だけ。

　一瞬だったけれど、セリィーリアと再開して、パパはすごく嬉しそうにしてくれた。

「疫病神？　急にどうしたんじゃ？　セリィーリアちゃんは……そのぅ、とても可愛いし、美人じゃし、そんなこと思うわけがないぞ！」

「でも、あたしのワガママのせいで振り回されて……疲れた、って思わない？」

「うーん。そうじゃなぁ。たしかにちょっぴり、疲れたことはあったかもしれんなぁ」

　ラエルの正直な返答に、がーん、とセリィーリアは思った。

　やっぱりラエルも、セリィーリアのことを迷惑に思っていたのだ……。

「で、でも、ちょっぴりだけじゃ！　このくらい、爪の先くらいっ！」

　しかし、ジャッカル姿のラエルの手の爪は、けっこう長かった。

「……。いーもん……。どーせあたし、嫌な女だもん。貧乏神、二匹目だもん……！」

　セリィーリアは、ますます深く膝に顔を埋うずめ、陰気に俯く。背中の上に、何か重たいものが乗っかっている気がしてきた。

「貧乏神、二匹目じゃと？　わしはそんなことは思っておらんぞ。誰かにそう言われたのか？」

　ウィーレスに言われた。

　喉まで出かかったけれど、セリィーリアは口にしたくなかった。

　帰って来たパパが治癒魔法をかけてくれたおかげで、ウィーレスがこっそり腕なんかを怪我をしていたのも治った。せっかく、ちょっとだけ寝息が安らかになったのに。

　名前を呼んで、起こしたくない。

　もう苦しそうな顔は、させたくない。ウィーレスはそのたびに「セリィーリアの声なんか嫌いだ」って顔をする。

　あんな顔されるの、嫌だ。

　――お前、オレの子供の頃にそっくりなんだよ！　一族の疫病神って言われて、無一文で支族からも追放されたクソがきに……！

　ウィーレスがそう言った言葉が、まだ頭の底にこびりついている。

　苦しくてちゃんと言えてなかったはずなのに、すごくはっきり聞こえてきた。

「……追放、されたんだ……」

　公開処刑、拷ごう問もん、追放。セリィーリアは、そういう単語はよく知っている。偉い人の言うことを聞かなくて、町を追い出されたのだ……ウィーレスは。

　まだ眠っている赤毛の男に、セリィーリアはちらりと視線を送る。

　あのあと、もう一匹残っていた最後のトカゲを焼いてあげたのだ。食べたいの我慢して、とっておいてあげたのに。まだ起きてくれない。

「パパも、あたしのこと追放したいくらい、迷惑だと思ってるのかなぁ……？」

「そんなことないっ！　魔王様は、なんといっても魔王様じゃ！　お子様の我儘くらいで迷惑なんか感じたりするものか！　あの、ちょっと間抜けなシェリルのことだって、魔王様は笑顔でフォローしておられるからな！　海のように広いお心をお持ちなんじゃ！」

　ラエルは熱弁したけれど、セリィーリアだって気づいている。

　パパにとって、シェリルお姉ちゃんは特別なのだ。

　セリィーリアを腕に抱いてくれていても、パパはそっちを見ている。

　溺れる直前だって、最後までシェリルお姉ちゃんを気にしていた。

「うーむ。わしの言葉が信じられんなら……セリィーリアの心がちくちく痛むのなら、思い切って皆に謝ってみたらどうじゃ？　今まで迷惑かけてごめんなさい、って。そうしたらスッキリして笑顔になれるぞ」

「パパも、ベルギウスも、おじいちゃんも……謝ったら、あたしのこと許してくれるかな？」

「もちろんじゃ！」

　ラエルは自信を持って頷いた。

　――ウィーレスも、許してくれる……？

　視線を赤毛の男に投げた瞬間、ぎろりと睨む鳶色の瞳を思い出して、また泣きたくなった。







「うううぅ……」

　隣から聞こえてくる、貧乏神男の唸り声でジークは目を覚ました。

　洞窟の外へ出てみると、美しい三日月が山の彼方かなたに昇っている。朝だ。

「今日こそシェリルを見つけなければ……」

　沈没舟から逃げ出したジークは、思ったよりも下流に流されていたらしい。

　護り石を持つ恋人の気配を探したが、かなりの距離がありそうだった。仕方なくジークは、数刻かけて爺さんだけを探し出し、洞窟に戻って来た。

　薄桃色のオーロラが踊る夜明けの空を見上げつつ、ジークは側にいない恋人の姿を思い浮かべる。

　シェリル――今頃どこにいる？　昨夜は魔物に襲われたりはしなかったか？　子供とはいえライオンのベルギウスと一緒だから、無事だろうとは思うが、早く会いたい。声を聞きたい。

「俺たちのはじめての旅行だったのに、離ればなれで朝を迎えるなんて思いもしなかった。俺は恋人として不甲斐ないな。――そうだ。そろそろまた、大空エイを呼んでみるか」

　昨日から何度も、きちんと名を綴って呼んでいるのだが、これも貧乏神の祟りなのか、山中では魔物が寄って来てしまった。今度こそ成功するといいのだが。

　ジークが大地にエイの名を記していると、朝も早くから河で釣ったらしい魚を腕一杯に抱えて、石爺さんが戻って来た。

「ほっほっ、ジークよ、大漁じゃぞ！　魚どもめ、ワシのこの右手をエサと間違えて、どんどん寄って来よった！」

　毒々しい紫色の魚を抱えた爺さんは、満面の笑みを浮かべている。大活躍したという右手は、爺さんの側を蟹かにのようにちょろちょろと走り回っていた。

　エイから墜落した時に取れてしまった右手に、爺さんが自分がかけられたのと同じ魔法――石化した魔物を動かすルーンを刻んでみたら、なんと、右手が意思を持つように、自在に動くようになったのだ。

　――あの右手、不便なようで意外と便利かもしれない。

「すごいな、爺さん。あんた、もう人間に戻らない方がいいんじゃないか？」

「何を言う！　ワシは狩人じゃからの！　魚だけではなく、美女とも恋を語りたいんじゃ！　それにはやはり、生身の体でなくてはのぅ！　――さて、これで子供たちに最高の焼き魚を食わせてやろうかのー」

　爺さんは火を起こす準備を始め、ジークもそれを手伝った。串刺しにして焼いた魚をみんなで分け合って食べ、さてどうしようと思った時、洞窟の入り口で、自称・見張りをしていたラエルが、遠とお吠ぼえした。

「魔王様！　あれを見てくださいっ！」

　ラエルは空を見上げて尻尾をぶんぶん振る。ジークが上を見ると、朝焼けのオーロラが一部大きく欠けていた。雨雲ではない。もっと四角くて、まるで空飛ぶ絨じゆう毯たんのようなものが――。

「大空エイです！　魔王様のエイの、フェアリーちゃんが戻って来ましたよー！」
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　海に面した、西の果ての町タジェラ・ヒエート。

　巨大なエイは町の上を一周したあと、町を囲む欝うつ蒼そうとした森を迂う回かいし、着陸できそうな空き地を見つけると、だんだんと高度を下げた。

　町の上空でジークは、シェリルの気配を感じた。

　シェリルの護り石の気配を追ってエイを飛ばしていたのだが、彼女たちはひと足先に魔女の町へ来ていたらしい。ほっとしつつエイから降りると、町に向かう白い小道を見つけた。ところどころ敷石が浮いたり欠けたりして、とても歩きにくそうだ。

　ジークは、幼い三つ目娘を振り返った。

「セリィーリア、おいで。あちこち石畳がはがれている。パパと手を繋ごう」

　もうすっかり父親役に慣れたジークは、笑顔で手を差し伸べる。しかしセリィーリアは、珍しく飛びついて来ない。

「どうした？」

　セリィーリアはパチパチと瞬またたきし、ふっとジークに背中を向ける。石爺じいさんの肩を借りてエイを降りたウィーレスの側に駆け寄って行く。貧乏神の憑いた男の手を、きゅ、と握った。

「あたし、このおじさんと行く。このおじさん、よぼよぼだし、転んじゃうといけないから、あたしが手を繋いであげるの」

「――――な、に……？」

　娘に拒絶されたジークは、愕がく然ぜんとした。

「げほっ、ごほっ！」

　もう余命いくばくもない病やみ衰おとろえたウィリアムは、また苦しげに血を吐く。ちらりと三つ目娘を見たものの、反応する気力もないらしく無言だった。

「ほっほっ！　セリィーリアはウィリアムおじさんが気に入ったのか。羨うらやましいのう。同じ赤毛じゃし、そうしておるとまるで親子じゃのー」

　爺さんは笑ったが、ジークは全く笑えなかった。

「セリィーリアが、俺を捨てた……？」

　この前まで、あんなにパパにべったりだったのに。なぜウィリアムに駆け寄る？　危ない道でわざわざ手を握ってあげる？　――そういえば、シェリルも昔、あの男といちゃついていた、とラエルに聞いた。

　愛するシェリルのみならず、たった五歳の娘まであの男に惹かれていくのはどうしてだ？　女がこぞって惹かれる、どんな魅力がある？

「魔王様、ぼくらも行きましょう！」

　歩き出した先行の三人を追って、立ち止まって悩んでいるジークを、ラエルがせかす。

　――実はウィリアムは魔性の男なのか？　だから誰もが次々と……貧乏神さえ、惹かれて離れないのか？　そんな馬鹿な。

　余計な妄想をしつつジークが歩いて行くと、先を行くセリィーリアがふっと立ち止まった。

「あれぇ？」

　森の中にくねくねと続く二本の石畳を見やり、しきりに首をひねっている。

「何かおかしいのか？」

「あのね、この道、浮気しちゃったの！　おうちを出た時は一本道だったのに――。あたし、どっちに行ったらいいか分からない！　ねえパパ、どうしよう!?」

「セ、セリィーリア。確かに、二股をかけることを『うわき』とは言うが、それは道や橋に対しては、あまり使わない言葉なんだ。しかも、道の浮気に対して、俺は無力だ……いくら相談されても、その浮気を止めてやることはできない――」

　自分の浮気の後始末で手一杯なんだ。

　複雑な表情をしているジークの隣で、爺さんがのんびりと言った。

「うーむ、変じゃのう……しかしこの道は、両方ともずいぶん古そうじゃ。昨日今日に二股になったとは思えんぞ」

　爺さんの言うとおり、白い石が敷かれた道は、ところどころ、割れた隙間から草や苔こけが生はえていたりしている。見るからに、十年は手入れされていない。

　どういうことだ――？

「おおそうじゃ、こういう時は、アレをやってみるのはどうじゃろう！」

「アレってなあに？」

「神様占いじゃ！　どちらにしようかな、天の神様の言うとおり、とな！　ワシも若い頃はこうして、本命選びに毎晩心躍らせたもんじゃ！　なんとも懐かしいのう」

「おもしろそう！　おじいちゃん、その浮気のかいけつさく、あたしにも教えて！」

「よいとも、よいとも」

　仲良くしている爺さんと娘の横で、ジークは二つの小道に神経を集中してみる。魔法の痕跡は特にない。道の先から、強い死の気配が漂ただよっているのは感じるのだが。

「ど、ち、ら、に、し、よ、う、か、な。『西の魔女』の、いうとーりっ！　――パパぁ、こっちが当たりだよ！」

「セリィーリア、そんないい加減な方法で決めていいのか？　ここはもっと慎重に――」

「いいかげん!?　あたしちゃんとやったもん！　西の魔女占いにケチつける気!?」

「い、いや、そういうわけじゃないが――」

　新しい遊びを覚えた娘は、自分の決めた道に行きたくてならないらしい。ウィリアムの手を引っ張り、同意を求めた。

「ねぇ、ウィーレスも、こっちに行きたいよね!?」

「うううぅ……気安くよぶな――クソがき……！　オレは、どこでも構わね……よ！」

　頰までげっそりとやつれ、まっ黒な隈くまを作った男は、薄く瞼を開いてセリィーリアを睨む。ものすごい形ぎよう相そうで睨まれているのに、セリィーリアはにっこり満足げに笑った。

　うちの娘は、貧乏神にも負けない強い心を持っているらしい。

　あるいは、無神経とも言う。

「分かった、そっちに行こう」

　ジークが仕方なく頷くと、セリィーリアは嬉しそうにウィリアムの手を引いて歩き始める。今にもスキップしそうな軽やかな歩みで、右側の小道へと足を踏み入れた。







　圧政を布しく恐怖の魔女の町は、どこの家も血のように真っ赤に染められていた。

　ジークが空を動かしてしまったせいですぐに夜になってしまい、シェリルとベルギウスは山中の大きな木の上で一泊した。空腹のせいであまり力が出ない有翼ライオンはシェリルを乗せて休み休み山を飛び越え、魔女の街へたどり着いたのは昼近くになってからだ。

　シェリルにはなんだか恐ろしいように思える町並みも、ベルギウスには懐かしいらしい。あっちに行ったりこっちに行ったり、上空をふらふらしてから丘の上にある立派な建物に向かった。

「あれが魔女のおうち？」

　魔女の城館は、四よ隅すみに尖せん塔とうを持ち、中央屋根には丸いドーム、その周辺には屋上庭園を持つ古い建物だった。すべて赤レンガ造りのため、セリィーリアの髪の毛そっくりに赤い。

「カアー！」

「カ！」

　館の上空を飛び交うカラスに似た魔物が、警戒したように鳴き交わす。漆しつ黒こくの体は人間によく似ているが、翼と頭はカラスそのものだ。罪人を捕らえる警けい吏りのような制服に鋭い槍やり、地上の教会で見かける天使画にも似ているけれど、天使は普通、こんなに黒くない。

「カア！　止まれ、そこの無礼者ども！　ここを魔女の館と知っての訪おとないか！」

　屋上に着地しようとしたベルギウスを、無数のカラスたちはあっという間に取り囲んだ。

「にゃーん！」

「もちろん知ってるわ！　この仔は、西の魔女の息子なんだから！」

　猫語しか喋れないベルギウスに代わって、シェリルが魔物たちに答える。

「カー？」

「カアァ！　カアー!?」

　カラスたちはまた、身内にしか分からない言葉で鳴き交わす。まるで馬鹿にされているみたいな気がする。ベルギウスが飛び疲れて庭園の片隅に足を下ろそうとすると、大柄なカラスがさっと振り向いた。鋭く槍を突き出す。

「まだ訪問を許可してはおらぬ、下がれ！」

「ベルギウスは魔女の息子なのよ、どうして許可がいるのよ!?」

　もしかしてこの警備カラスたちは、ベルギウスのことを知らないのだろうか？

「ねえベルギウス？　あなた、お母さんにとっても隠し仔だったの？」

「にゃうー」

　途方にくれたようにベルギウスは鳴いて、館やかたの上をぐるぐる飛び回る。もし今の返事が「そうなんだ」だったとしたら、あまりに不ふ憫びんだ。父にとっても母にとっても、隠し仔扱いとは！

「――あなたたちじゃ話にならないわ。魔女を呼んで！　それか……その親友の補佐官！」

　セリィーリアが言っていた――魔女と補佐官の話を盗み聞きして、父親のことを知ったと。ということは、最低でもその人物なら、隠し仔のことを知っているはずだ。

「補佐官に来てもらえば、すぐに分かってもらえるわ！」

　シェリルが強気な緑の眼差しでカラス魔物たちを見据えると、魔物たちは、カーカー鳴き合い、大柄な一羽が中央のドーム上の建物へと飛んで行った。

「こちらへ来い！　庭園の南の隅になら、着陸してもよかろう！」

　シェリルはほっとした。上空を飛び続けていたベルギウスも、安堵した顔でひげを震わせた。







　曲がりくねった深い森の道を進んで行くと、時折ジークの頭上の梢こずえの上を、ヒューっと大きな音を立て流星が落ちていく。

　空を飾った星たちは、沈む直前になるとだんだん小さく縮んでいき、海に落ちたものは赤や黄色の色鮮やかなヒトデになる。身動きひとつせず、死んだ星ヒトデは強い海流に押し流され、海の彼方へ消える。

　森の中には、魔女の魅力に引き寄せられ、道を踏み外した流星の痕跡がいくつかあった。地面に大きな穴が開いていて、周りに奇妙な植物が生えているのだ。

　そこに生えた草は、しなやかな葉っぱの一枚一枚が光っている。昼間だから淡く見えるが、夜ならもっと美しく、それこそ星のように光るだろう。

　葉っぱの形は、かつての姿を覚えているらしく、全部、愛らしい星形だ。

　一枚、葉っぱを千切ってみると、怒ったように朱色を帯びた。

　――ああ、シェリルが見たら、さぞ喜ぶだろうに。

　側にいない恋人を思って、ジークは少し切なくなった。

　驚く顔を、側にいて一緒に見たかったのに。もしあの草に名前がなければ、シェリル草と勝手に名づけて、そんなのだめだと怒ったり、恥ずかしそうに笑ったりする顔を見たかった……。

　側にいて、どんな些さ細さいなことでもいい、感動を分かち合いたい。

　――シェリルが傍らにいない時、俺はいつも片想い中なんだな。

　いつか必ず、彼女とここに来ようと心に誓いながら、ジークは古びた石畳の道を進んで行く。

　星のシェリル草の次は、所々に動物の白骨がちらばり始めた。かなり不気味な光景だが、五歳の娘はちっとも怖がっていない。鼻歌交じりで、とても楽しそうに貧乏神と手を繋いでいる。むしろ、ラエルの方が怖がって尻尾を丸めている。

「動物は、自分の死期を察すると群れの仲間から離れて、一人、死の訪れを待つ場所を探すという。この森が、そういうところなんだろう」

「ああ、そうだったんですか……ぼくはてっきり、ものすごい魔物でもいるのかと思いました」

　さりげなく説明するジークの言葉に、ラエルは少しだけ安心したようだ。

　さらに白い道を歩いて行くと、やがて森に護られた大きな町とそれを囲む壁が見え始める。大きな赤レンガ造りの門には扉がなく、そこかしこに蔦つたが這はいまわっている。

「あれぇ？　またおかしなところに出ちゃったぁ……」

　門から中を覗き込んだセリィーリアは、大きく首をかしげて町を見回している。

　赤い門の向こう側には、色とりどりの壁や屋根をした町並みが広がっている。跳はね橋ばしの脇には、音を立てて回る大きな水車。町の随所に立つカンテラは今は消えているが、夜になったらさぞ美しく町を彩いろどるだろう。高い尖塔や優美な丸屋根の手前には漆黒の鳥が群れ、街路では極ごく彩さい色しきの鳥や鳥に似た魔物たちが飛び交い、甲かん高だかい声で鳴き交わす。六枚の翼が生えた巨大な蛇のような生き物が数匹、場所を争うようにして、大きな丸屋根の上で昼寝していた。

「十字の街とはずいぶん雰囲気が違うが、なかなか牧ぼつ歌か的てきな光景だ。何かおかしいのか？」

「あたしの町、真っ白だったの！　ママとベルギウスの翼みたいに！　あのたかい塔も、まるい屋根の呪術教会も！　赤かったのは、あたしのおうちだけだったんだよ！」

　ジークは眉をひそめた。

　町の色をすべて塗り替えるのは、数日では無理だろう。

「セリィーリア、建物の並び方や風景には見覚えがあるんだな？」

「うん。あたしのおうち、あのトゲトゲした塔のあるところなの！　すぐ下にとうぎじょうがあってね、はりつけとかしょっちゅうしてるんだぁ！」

「まずは魔女の館へ行ってみよう。シェリルもきっとそこにいるだろうし、魔女に話を聞けば町が赤くなった理由も分かるはずだ」

　ジークが言い、三つ目一家は町に足を踏み入れた。

　いくつものアーチに飾られた大通りに並ぶ家並みは、至るところに蔓つる草くさが絡まり、歴史を感じさせる。どの家の壁にもたくさんの落書きがしてあった。魔女万ばん歳ざい、栄光の血の処刑者、大いなる女神に永遠の服従を。深紅の魔女、あなたの即位にわが一族は賛同する――。

「まるで、魔女を賛美する住民が家を染めたような文面だな」

　ジークが真剣に呟いた直後、先を行く爺さんが驚きの声を上げた。何事かと思って耳を澄ませば――。

「おお、そういえば重要なことを聞き忘れておったぞ！　セリィーリアや！」

「なあに？」

「おぬしのお母さんの年齢は、いくつじゃ!?」

　石爺さんが、灰色になった瞳をきらめかせて問う。ジークは特大のため息を吐いた。

「んーとね、八十二さい！」

「ほう！　ワシよりも年上マダムか！」

「でもシェリルお姉ちゃんより、ちょっと大人っぽいくらいだよ？」

「ワシの一番グッとくるところじゃな。久しぶりに、年上の美女に甘えてみたいのう！　色香に満ちた妖よう艶えんなる魔物美女――想像するだけで若返るようじゃ！　母はは御ごの名前は？」

「ディアネイラ――」

　三つ目娘が口にした直後、すぐ隣のレンガ造りの建物の最上階で、鐘がガランガランと鳴り始めた。すぐに、鐘の音ねは隣にも移り、また隣にも移り、斜め奥にも移り、どんどん外へと広がっていく。

「な、なんじゃ!?」

「――か……くるぞっ！」

　貧乏神が、喋った。

　驚いて顔を上げたセリィーリアをウィリアムは抱き上げ、とっさに石爺さんの後ろに隠れる。ジークも怪しげな気配を感じて、ラエルの襟首をひっ摑むと建物の陰に隠れた。

　弓矢と鳥の羽の中間のような、矢にしては短く、羽根にしては軸が長くて先端の鋭い棒が、一行の足元めがけて無数に打ち込まれる。それらは、楯になった石爺さんの硬い脛すねや石の胸にぶつかって落ちた。

「そこの不審な者ども、動くな！　ひと羽ばたきさえも許さぬ!!」

　野太い声が頭上から降り注ぐ。辺りの建物の屋根に、武器を手にした一つ目の人面鳥の兵士たちが、ずらりと一同を取り囲み、見下ろしていた。大きさはラエルくらいで、灰色のヨタカに似ている。

　ジークにはそう恐ろしい魔物には見えないのだが、やたらと数が多い。

「翼を持たぬ下げ賤せんの者どもが、高貴なるこの町に何用か!?」

「ママに会いに帰って来ただけだもん！」

　セリィーリアが叫び返し、抱き上げられたウィーレスの肩越しに兵士たちを睨む。

　兵士たちは、よく似た髪色で抱き合うウィーレスとセリィーリアを父娘だと思ったらしい。この町と同じ赤い髪をした親子に、不審げな眼差しを送った。

「ママだと……？　お前の母とは、何者だ？」

「決まってるでしょ、魔女ディアネイラよ！　あたしにこんなことして、あんたたちなんかすぐに、こーかい処刑にされちゃうんだからね！」

　赤毛娘は高こう慢まんに言い放つ。鳥兵士たちの顔色が変わった。ただしそれは恐怖と焦りに、ではなく、今にも笑い出しそうな馬鹿にしきった顔つきに。

　同時に、再び頭上で鐘が鳴り響き、より多くの一つ目鳥が集まって来る。

　魔女の名を口に出すと、鐘が共鳴する仕組みになっているらしい。

「我らが西の魔女ディスサミア様の妹を名乗るとは、命知らずで愚かな者どもめ！　――くく、久ひさ方かたぶりに、あまりにも下らん冗談を聞いたわ。今の愚言は聞き逃のがしてやる。とっとと出て行け！」

　隊長らしき一つ目人面鳥の言葉を、ジークは聞き逃してはいなかった。

　――ディスサミア様？　ディアネイラではない……？　どういうことだ？

「しかし隊長！　ディスサミア様は、こよなく赤毛を憎んでおられます。この者どもを捕らえて行けば、さぞやお喜びになるのでは？」

　小こ狡ずるそうな人面鳥が隊長に近づき、進言する。

「人間の肉は、甘く柔らかで、他のどの魔物より旨い、と聞いたことがあります。一度、ご相しよう伴ばんに預かりたいとは思われませぬか……？」

「そうだな……よし、分かった。前言撤回、この者どもを、魔女館の地ち下か牢ろうに放り込め！」

　隊長の命令に、進言した兵士は嬉しそうにニ、と笑った。直後、兵士たちが一斉に襲い掛かってくる。

　ジークはそのひとりを睨みつけかけ――、石化の呪じゆ縛ばくが働く前に視線を逸らした。

　持ち歩いていたスカーフで、サッと三つ目を隠すと、兵士に飛びかかろうとしたジャッカルのラエルを制した。

「みんな、抵抗するな。おとなしくしていれば魔女の所に連れて行ってもらえるようだし、しばらく様子を見よう」

「えーっ？　あたし、捕まるのやだぁ！　あの地下牢、とってもジメジメしてて気持ち悪いんだよ！」

「だが、やつらの話を聞いていると、この町の支配者は、ディスサミア様、という魔女のようだぞ。ディアネイラではなく。何が起こったのか、確かめたくはないか？」

　ジークの言葉に、セリィーリアは黙った。娘の額にも三つ目を隠す布を巻いてやりながら、言い聞かせる。

「下手に騒ぐと、警戒が厳しくなってしまう。ただの人間のフリをするんだ。できるな？」







　屋上庭園は、噴水台を中央に左右対称の造りになっており、植えられた木イチゴやベリーの間には、かわいい小動物たちが飛び交っていた。

　翼を生やしてじゃれ合う猫の群れに、真っ白い体に赤い瞳の有ゆう翼よくウサギ。

　シェリルは、ベルギウスの登場にびっくりして逃げて行く有翼ウサギを触ってみようと足を踏み出し、即座にカラス兵士の小こ言ごとをもらった。

「動くなっ！」

　――ほんのちょっと、あのウサギを触ってみたかっただけなのに。

「感じ悪いわ……」

　思い起こせば、ジークのお城に着いた時も、シェリルは相当感じの悪い対応を受けた。

　お客に不親切なのは、カーデュエイルの礼儀なのだろうか。

　仕方なく、中央広場で戯たわむれている有翼猫の群れを眺めて待つ。その中に一匹、真っ青の瞳と緑の瞳を持つ、オッドアイの猫を見つけた。

　――珍しい……。私とジークの間に子供が生まれたら、あんな目になったりして。

　つい余計なことを考えてしまい、慌てて首を振る。

　――何考えてるのよ。私、もうすぐ魔女に会うのよ？　ジークの子供たちを産んだ愛人と対面するのよ！　その先には、ジークと離れる時が待っているのに――変な妄想しないの！

　邪魔な思いをかき消していると、またカラスに怒られた。

「動くな、せわしない奴め！」

　乙女心を理解しない魔物を睨み返す。しばらくすると、一回り大きなカラス魔物が戻って来た。そのカラス一羽だけのように見えたが、よく見れば肩にシマリスを一匹、乗せている。

　つぶらな黒い瞳に丸い眼鏡、普通のリスよりはふた回りほど大きい。翼はない代わりに、木から木へ自在に飛び移れそうな立派な尻尾がある。

「補佐官様、この者どもでございます。どうぞ、ご吟ぎん味みくださいませ」

　カラスの言葉にベルギウスが驚いたように、みゃーん？　と鳴いた。

「ふむ。幼いライオンの体に、甘えた猫語、瞳は海のごときブルーで、毛並みは黄金色。翼の色は真っ白で、ひげはきっちり六本ずつ。……たしかに、この有翼ライオンは魔女殿に伺ったことのある、ご子息の姿にそっくりです。しかし――おかしい」

　彼女の言葉を固かた唾ずを呑んで聴いているカラス魔物たちに、補佐官は一番最後の言葉を強調して言う。シェリルはむっとして、リスの補佐官の前に一歩進み出た。シェリルを見張っているカラスは、動くな！　とまた言いたそうな顔をしたけれど、無視する。

「何がおかしいの？　ベルギウスは本当に西の魔女の仔よ！」

　補佐官は、自分を肩に載せている兵士に合図し、ベルギウスの周辺をぐるぐる回った。何か違和感はないかと、丸まる眼鏡めがねを光らせて観察している。その視線が、ふっとシェリルの方に落ちた。

「ああっ！」

　補佐官は目を見開き、倒れそうな顔をして叫んだ。

「これは……っ！　誰も気づかなかったのですか!?　こ、これはねこまたの足跡です!!」

　補佐官の言葉に、兵士たちの間に激震が走った。シェリルを見る視線が突然、首が九つある竜でも見るような、恐ろしげなものに豹ひよう変へんした。

「この女は、ねこまたです！　おかしいと思ったら、化け猫どもが、弱った西の魔女殿を喰い殺そうと侵入してきたのです！　兵士たち、この女を殺しなさい！　その槍で、二つある心の臓を抉えぐり出すのです！」

「はっ！」

「違うわ、私は人間よ――ねこまたんかじゃない！　心臓もひとつ！　これは、長靴ブーツがっ！」

　足を持ち上げてみせようとするシェリルの言い訳は、少しも聞いてもらえなかった。ねこまた、という単語に過剰反応した兵士たちは翼を怒りに毛羽立たせ、すぐさま槍を構えてシェリルに向かって襲い掛かって来る。

「ちょっとやめてよ！　いや――！　ジーク！　助けてーっ！」

　こんなことなら、縁起のいい糞ころがしの靴底を選ぶべきだった――と心から悔やみつつ、シェリルは己おのれの心臓めがけて突き出された槍を、瞳を見開いて凝視することしかできなかった。







　ぴちょん。

　……ぴちょん。

　鍾しよう乳にゆう洞どうに、地下水が滴したたる音が不気味に響き渡る。

　その鍾乳洞には、大きな鉄の扉がはめられ、窓には魔法石のランプがひとつだけ下げられている。その他は真っ暗で、突き立った鍾乳石の壁の向こう側から、時折、薄ら寒い風が吹く。

　地の底から、不気味な生き物の鳴き声らしきものまで響いてくるような気がする。

　さすがは、洞窟探検にも動じないセリィーリアさえ嫌がった地下牢だ。

「うっ――げほげほげほっ！」

　貧乏神を憑けたウィリアムが、また咳き込んだ。この洞窟に閉じ込められてから、空気が冷たいせいか、ますます病状が悪化しているようだ。

　地下牢に入れられたのは、ジーク、ラエル、爺さん、それにウィリアムだけだ。

　セリィーリアは、真っ先に尋問に連れて行かれてしまった。

「けほけほ！　ううっ……うぐぐ！」

　ウィリアムは、さっきから震えながら血を吐いている。残りの寿命も僅かなのだろうか。ジークはふと、この男にまだ礼を言っていなかったのを思い出した。

「さっきは、助かった。……またお前に、娘を助けられたな」

　一つ目兵士の矢から、娘を守ってもらった時のことだ。ジークが治癒魔法をかけてやると、咳き込み続けていた貧乏神男は、ガラガラにかすれた声で答えた。

「もともと……オレの、せいだ……く、くくく……」

「ひどい声だ。……せめて、水くらい汲くんできてやろう」

　ジークが鍾乳石の間に溜まった地下水を両手一杯に汲んでくると、ウィリアムはどんよりした顔に、魔物じみた不気味な笑みを浮かべた。

「あ……あ、水。くくく、ほしい。ほしい、欲しい――よこせぇ！」

　狂ったような光を浮かべた眼差しで、蛇のようにするりと上半身を起こす。ジークの手の水に顔を寄せるかと思いきや、突然、首筋を伸ばし、ジークの肩にしがみつく。ものすごい力だ。

「何をする……っ!?」

　必死に暴れるジークの顔に、ウィリアムは自分の顔を近づけて来る。

「欲しいのは――お前の唇だ！」

　血のついた乾いた唇で笑いながら、豹変したウィリアムが接せつ吻ぷんを要求する。

　ジークはぎょっとした。近づいて来た唇を手のひらで遮る。髪の毛を逆立て、渾こん身しんの力でウィリアムを突き飛ばす。












　壁の鍾乳石に背中をぶつけた男は、一瞬低くうめき、ゴホゴホと咳き込む。

「したい、したい、あと一度でいい……この際、相手が男でも！　――げほっげほっ……！」

　血を吐きながら咳き込む男は、他に獲物はいないかと視線をさまよわせる。壁向かいにいた黒髪少年のラエルに視線が止まった。

　目を丸くして事態を見ていたラエルは、慌ててジャッカル姿に化けた。

「きゃうん、きゃうん！」

　言葉が喋れるくせに犬のフリをして、狭い鍾乳石の奥に滑り込み、身を隠す。

「ち。犬顔……を見ると、やる気が失うせる……人面だ、人の顔だ――！」

　ウィリアムはとり憑かれたような声こわ音ねで言い、標的になりそうな者を探して立ち上がる。扉の側で瞑めい想そうしていた石爺さんを見つけると、瞳を輝かせた。フラフラと爺さんの側に寄っていく。

「くくく……爺さん。なァ爺さん――」

　猫撫で声で囁きかけると、ウィリアムは爺さんの前に膝を付く。瞑想中の爺さんは片目だけを開けた。

「なんじゃ？　ワシに何か用か？」

　ジークに拒こばまれた貧乏神は、少し学習したらしい。にやりと親しげに笑う。

「あんた、ずっと……オレを、支えててくれたよな――。礼が、したいんだ……。ゲホッ」

「そんな気を遣う必要はないぞ。困った時はお互い様じゃからのー」

「そういう、わけには……いかねーよ。ごほごほ！　目ェ、瞑っててくれ……」

　何かおしゃれなプレゼントでも期待したのか、爺さんは素直に両目を閉じた。ウィリアムは素早く爺さんの頭に腕を回して引き寄せる。鮮血のついた唇を、その唇に押し付けた。

「うひょ!?」

　逃れようとする爺さんの唇を、ウィリアムは蛭ひるのように吸い上げ、舐なめ尽くす。

「く、くくく！　ゲホゲホ！　ごほっ！　――うっ」

　人生最後のキスを思う存分楽しんでいたウィリアムは、突然顔をもぎ離した。

「冷てぇ……仮面のように――！　てめ、息してねーだろ……！」

　一方的なキスをしておいて、ウィリアムは爺さんの顔が冷たいのが気に入らないらしい。

「無論、ワシは石じゃからな！　この顔は、仮面よりも冷たく硬いのじゃ！」

「うう……欲しい……もっと、温かい唇……！　生身の！　欲しくて、狂いそうだ……！」

　ウィリアムはもはや、完全に正気を失っているようだった。

　一度は拒絶されたジークを振り返ると、唇を求めてサルのように飛び掛かってくる。ジークは今回はもう迷わなかった。その腹に拳こぶしの一撃をお見舞いして、ウィリアムの意識を奪う。小さく血を吐いて、ウィリアムはその場に倒れた。

「爺さん……これは、貧乏神の末期症状じゃないのか？　とてもまともじゃないぞ」

「そうじゃなぁ。普通は、弱って死ぬものじゃと聞いておったんじゃが――死を前にして色しき欲よくに目覚めたのかもしれん。やれやれ、格別情熱的なのをやられてしもうたわぃ」

　ため息をついているものの、爺さんはあまりショックを受けたようでもない。

　――ジーク、助けて……！

　その時、脳裏を切り裂くようにして、鋭いシェリルの悲鳴が響いた。

「シェリル！　どこだ!?」

　ジークが気配を手た繰ぐると、場所はすぐ近く――この真上だ！

「爺さん、今シェリルが俺を呼んだ！　ものすごい悲鳴だった！　予定とは違うが、今すぐ外に出なければ。……アレを頼む！」

「おお！　分かったぞ！」

　爺さんは、鍾乳石の間でロッククライミングをしていた自分の右手を捕まえると、魔法で閉ざされた扉の窓辺に置く。

「外に出て、鍵を開けてくるんじゃ！　おぬしならできるじゃろ？」

　右手は、指で丸サインを作ってみせると、素早く反対側の隙間へと下りて行った。







　シェリルの心臓めがけて突き出された槍を、ベルギウスは鋭い牙でくわえて止めた。そのまま首を大きく振ると、カラスは勢い余ってその場に倒れ伏した。すかさずベルギウスは、その背に飛び乗り、翼の付け根に嚙み付く。

「カアア！」

　鋭い痛みに魔物カラスは泣き喚く。獲物の上に前足を載せたベルギウスはまるで、シェリルを守る騎士のようだった

「何をしているのです、化け猫などに怯おびえるとは！」

　補佐官はキィキィ声を上げて命令するが、鳥はそもそもネコ科に対する恐怖心が強いものだ。ぐるぐると二人の頭上を旋せん回かいしては、時折、勇ゆう敢かんなカラス魔物が襲い掛かろうとする。

　が、途中で怖おじ気けづいて、再び上空に逃げていく。

「仕方ありません！　誰か、魔女殿の末の妹姫をお連れしなさい！」

「し、しかし補佐官殿！　あの化け物には、敵味方の区別もつきません！　我らまで……！」

「ではあなたが、あのねこまた女を殺しなさい！　――できぬなら、命令通りになさい！」

　補佐官は語気荒く命令し、大柄なカラス魔物は、城館の下の方へ舞い降りて行く。

　シェリルはそれを横目で見るのが精一杯だった。

「そこのねこまた女！　あなたがどうしてもそのライオンを魔女殿の息子だと言うなら、少し話をしましょう。――ここは狭すぎます、あちらに移動しましょう。ついて来なさい」

　急に猫撫で声になったリスの補佐官はふわふわと尻尾を振り、庭園中央へと自分の足で駆け出す。

　――あ、可愛い。

「ベルギウス、ようやく私たちの話を聞いてもらえるみたいよ。行きましょう！」

　シェリルは笑顔で戦闘態勢のライオンの仔を促す。なぜか、ベルギウスは行きたくなさそうな顔をした。シェリルは、補佐官が向かった開けた噴水広場を眺めて思い当たる。

「あ、分かった！　あなた噴水が嫌いなんでしょ？　散々濡れたから、もう水に近づくのは嫌なのね！　じゃ、ここで待っていて。私だけ行ってくるわ」

「にゃあぅうー！」

　シェリルが一人で行こうとすると、一人になるのが心細くなったのか、ベルギウスも後ろからついて来た。

　――グギャアアア。

　どこか遠くで獣の遠吠えが聞こえた気がしたが、辺りには翼のある仔ウサギとカラス魔物しかいない。遠くに目を凝らせば、ドーム状の屋根の上で昼寝する大きな有翼蛇が、首をもたげてのんびりとあくびする姿が見えた。今の妙な声は、あの蛇のあくびなのだろう。

　シェリルは奇妙な形の噴水を通り過ぎる。側で見ると、それは噴水ではなく、重そうな丸い巨石だった。魔法の言葉が、鎖のごとく壁の全面に巻き付くように刻まれ、中央は小さな塔のように天に突き出している。

　これはなんだろうと思いながら脇を通り過ぎ、補佐官の姿を探す。彼女は、リスが好きそうな大きなうろの開いた木の幹に登り、シェリルたちを見下ろして待っていた。

「――カラスたち、下がってよろしい」

　補佐官の言葉に、シェリルを取り囲んでいた兵士がさっと空に舞う。皆、とても安堵した顔をして。

「わたくしは、西の魔女ディアネイラ様の三代目補佐官のキャロル。五十年ほど前から、病やまいがちとなられた魔女殿の政務をお手伝いしています」

　頷きを返すシェリルの感想は、「リスって意外と長生きなのね」だった。

「長なが患わずらいのせいでもう意識もまばらな魔女殿から、わたくしは以前聞いたことがあります。かつて儚はかない恋をして、珍しい魔物の双子を授かったことがある、と」

「それよ！　それがこのベルギウスと、真紅の髪のセリィーリアなの！　セリィーリアは、とっても珍しい三つ目の女の子よ。パパに似たの！」

　シェリルが先取りして説明すると、補佐官は驚いた表情になった。

「よく知っていますね。これは、西の魔女最大の秘密だというのに。――どこでそれを？」

「本人から聞いたわ。セリィーリアも、この町のすぐ側まで一緒に来たんだから！」

　リス魔物は不可解そうに眼鏡の奥のつぶらな瞳をくるりと回した。少し何かを考えたあと、厳しい表情で首を横に振った。

「いいえ、どう考えても、本当のこととは思えません！　確かに、魔女殿の双子の子供たちは一人は美しい赤毛の三つ目娘、もう一人は白い翼の獅子だと聞いております。でもその子供たちはカーデュエイルの魔王に喰い殺され、すでにこの世にはいないのですから」

「殺されたんじゃなくて、石になっていただけなの！　だから、私が石化を解いたら、生き返ったのよ！」

「石化していた？　――そんな、まさか……？」

　リス魔物の顔が、困惑に揺らぐ。シェリルはここぞとばかりに畳みかけた。

「本当よ！　カーデュエイルの魔王は、その三つ目で人を石にする力があるって、あなただって知ってるでしょ!?」

「――まさか……まさか、では本当に？」

「本当に本当よ！　ほらベルギー、あなたも何か言って！」

「みゃーん」

「そんな――。では、二百年前に死んだはずの魔女の子供たちは、本当に生きていた……」

　リスの補佐官は絶句し、シェリルは「そうよ！」と叫びかけて、戸と惑まどった。

　――二百年まえ？　今、二百年前って言った？

「どういうこと!?　ベルギウス、あなた二百年も前に生まれてたの!?」

「にゃににゃ!?」

　深青色の目を見開いたベルギウスも、驚きよう愕がくしているようだった。

　一同が混乱した顔を見合わせていると、シェリルの後ろで、ド――ン！　と音がした。とてつもなく重たいものが上から落ちて来たような音、そして振動が伝わる。

　同時に、鼻が曲がりそうな異臭がした。温泉街の魔物臭など比べ物にならない――腐った肉の臭いだ。

　後ろを振り返ったシェリルは、広場の真ん中に、腐臭を放つ醜い魔獣――キマイラがいるのを見つけた。頭は獅子し、翼は鷲わしで、体は山羊やぎという大柄な化け物だ。その魔獣の何よりも恐ろしいところは、全身が腐っていることだった。

　黄ばんだ目玉は片方落ちかけて糸を引き、ぼろぼろの翼からは白い骨が覗く。深い傷の開いた腹からは内臓が……。

「きゃあああ！」

　シェリルは腰を抜かしてその場に座り込んだ。自分の肉体をエサにして誘導してきた勇ゆう敢かんなカラス兵士が、キマイラの片足に繋いだ鎖を、噴水に似た中央の台に設置する。

「その化け物は、ディアネイラ様がお産みになった八人姉妹の、末娘のキマイラです。次代の魔女の座を争って姉妹は殺し合い、一度はすぐ上の姉に殺されましたが、自らに不死の呪いをかけていたため、このような姿となりました。そ、その化け物を倒せたら、あなた方を本当の魔女の息子と認めましょう！」

　無茶苦茶なことを言うと、リスの補佐官はさっと木のうろに隠れてしまう。

「ちょっと待ってよ、こんな化け物、無理よ！　ベルギウスは子供だし、私はねこまたじゃない、か弱い人間なんだからーっ！」

　足が震えて起き上がれないシェリルは、なんとか木の根元まで這って行った。太い幹を揺さぶってみるが、リスは出て来ない。木のうろは、シェリルが頭を突っ込むには狭すぎる。

「グギャアアア！」

　口からひどい色の涎よだれを撒まき散ちらして、ゾンビのキマイラが鳴いた。穴のあいた腹のせいでいつも飢えているらしく、シェリルを喰らおうと、獰猛な口を開いて襲い掛かってくる。

「い、いやあああ……っ！」

　シェリルは声の限りに絶叫した。







　母ディアネイラが謁えつ見けんに使っている大広間に、セリィーリアは連行されていた。

　母がいつも人の姿をとって座っているはずの場所に、白い翼の美しい母はいない。代わりに、横幅の大きな椅子が準備され、見たことのない魔物女が乗っている。

　くすんだ灰色の大鷲だった。体は、鳥の姿になった母にも似ているが、あまりにも丸々と太っている。あれではもう、体が重くて空は飛べないだろう。

　さらに奇妙なのは、その化け物には二つ頭があったこと。ひとつは、鷲の体に似合う灰色の鷲頭。もうひとつを見て、セリィーリアは息を呑んだ。

「――ママ？」

　真紅の髪をした美女の頭が、大鷲の肩の辺りから生えていたのだ。

　しかしその顔は、よく見ればセリィーリアの覚えている母よりもだいぶ年上――中年の女だった。セリィーリアはほっと胸を撫で下ろした。あれは母じゃない。少し似ているだけ……。

「ディスサミア姫様、この娘にございます。大魔女ディアネイラ様の娘を名乗る娘は！」

　セリィーリアを連行して来た兵士が、太った鳥に頭を下げて言った。

　この鳥が、ディスサミア姫様――。

　セリィーリアはまじまじと魔獣を見つめ返し、ここに連れて来られる前、パパに言い聞かされた言葉を思い出す。

〝できるだけ相手の話を聞いて、事情を探って来るんだ。こちらのことは、何も知らないと言え。いざとなったらその三つ目で睨み付けるか、パパを呼べ。すぐに助けに行く〟

　――へいきよ。パパの助けがなくても、あたし一人でできるもん！

　愛する母のための場所を、見知らぬ化け鳥に占領され、セリィーリアはすごく腹が立っていた。母親譲りのハシバミ色の瞳に、気合を入れてディスサミアを睨み返す。

「ほう、確かに母上の面影がある……瞳の色も、顔かたちも――」

　ディスサミアの二つの頭のうち、鳥頭の方が言った。おまけにくっついている人ひと頭あたまの方は、熱心に蛇やカエルの料理を口にしている――と思ったら、唐突に口を開いた。

「見事な赤毛であるしな！　これなら、西の魔女の娘を名乗っても、誰も否定せぬじゃろう」

　嘲あざ笑わらうかのような美女頭の発言に、本体である鳥頭はカッと怒りに顔をこわばらせた。

「姉上は黙っておれ！　わらわの肩に寄生するだけのゴミ女のくせに！」

「ぎゃっ！」

　鷲頭のくちばしに顔をつつかれた女の頭は、大きな悲鳴を上げる。

　姉？　……この鷲の魔物がディスサミアで、肩にくっついている赤髪の女はお姉ちゃん？　どうして姉は、そんな不便なところに住んでいるのだろう？

「姉上は、黙って蛇でも喰い散らかしておれ！　娘、貴様の名は!?」

　姉妹喧嘩に苛立った様子で、ディスサミアはセリィーリアに問うた。

「しらな～い」

「年は!?」

「忘れちゃったぁ！」

　ディスサミアの鷲顔が、ますます怒りに歪んでいく。

「どこから来たのか、今度こそ答えよ！」

「え、なになにー？　よく聞こえない。もう一回言って～」

　痺しびれを切らしたディスサミアが威い嚇かくするように翼を広げた。強い風圧が広間を駆け抜けたが、セリィーリアは前髪を揺らされたくらいでニコニコしていた。

「何ゆえ、先代魔女の娘を名乗った!!　答えねば喰い殺すぞっ！」

　――先代。自分よりひとつ前にいた人のこと。

　瞬間、理解した。

　ママの居場所、この太った鷲が盗んだんだ。ママをどこかに追いやって……苦しい思いをさせたんだ！

　と思うと、セリィーリアはこみ上げてくる怒りを抑えきれなくなる。怒りのあまり、パパの言葉はすっ飛んでしまった。

「あんたが、ママをいじめたのね！　あたし許さないんだからっ！」

　パパに布を巻かれて隠されていた三つ目をあらわにする。射い殺ころすほどの強い魔力をこめてディスサミアを睨み付けた。

「――うッ！」

　幼い娘の突然の攻撃に、ディスサミアは動きを止めた。セリィーリアは、貧乏神男から洞窟でもらった――つもりでいる――短剣を取り出し、憎い鳥頭めがけて襲い掛かる。

「くくく……ご立派なディスサミア殿、窮きゆう地ちのようじゃな？」

　熱心に鶏肉を食べていた美女頭が、面白そうに笑った。

「それ、助けてやろうのう。後継者争いには敗れたとはいえ、わたしはお前の姉。お前の肉体が死ねば、ともに滅びねばならぬからな」

　動けなくなっていたはずの大鷲が、突然セリーリアの目の前に片方の翼を叩き付けた。あの赤毛の女の方が、肉体を動かしたらしい。

　セリィーリアは短剣を落とし、鼻を押さえてその場に座り込んだ。

　――失敗した。二人同時に、睨み付けないといけなかった。

「赤毛のためだけに寄生させている姉上に助けられる日が来るとは。……娘、よくもやってくれたのう？」

　鳥頭のディスサミアの瞳が、残酷にきらめく。

「お前が何者であろうが、もうよい！　挑戦には全力で応こたえるのが、魔女の礼儀――」

　ディスサミアが小さな鳴き声で合図すると、辺りにいた人面鳥の兵士たちが、両脇からセリィーリアを押さえつけようとする。セリィーリアは睨みつけて対抗したが、その間に、玉ぎよく座ざを離れたディスサミアが三つ目娘の周りに魔法の言葉を記していく。

　激しい睡魔が、セリィーリアの三つの瞳を誘惑し始めた。

　眠っちゃだめ……目を開けて――にらまなきゃ。

　そう思うのに、ひとつ、またひとつと目が塞がっていく。

　睡魔に負けて、ぱったりと倒れ伏したセリィーリアの赤毛を、ディスサミアが前脚で強く摑み上げたが、魔法で深い眠りに落ちたセリィーリアは、もう何も感じなかった。

「赤い髪は、炎にさぞ映えようのぅ……。全身を、くまなく炙あぶってくれるわ。――そういえば、お前には赤毛の父親もいるのだったな。寂しくないよう、父と背中合わせで処刑してやろう」

「首を刎はねてやるのも、そなた好みではないか？」

　人頭の美女が口を出す。ディスサミアは嫣えん然ぜんと笑った。

「そうじゃのう。赤い髪は魔女の一族にのみ許される色。無闇に後継者を名乗り出る輩は、最高に残酷な刑に処さねばならぬ。――なんと、今日の公開処刑は楽しくなりそうなことよ……くっくっく！」

　姉が喰らおうとしていた血の滴る魔物肉を、ディスサミアは鳥頭の鋭いくちばしで横から奪い取ると、ごくりと喉を鳴らして嚥えん下かした。







　ゾンビ・キマイラは咆ほう哮こうを上げてシェリルに襲い掛かる。とっさの機転で木の裏側に逃げると、あまり頭はよくないのか、木に顔面をぶつけた。頰の肉がぼたぼたと落ちる。

　なんとかしなければと、シェリルは砂瓶を取り出す――取り出そうとしたが、川辺でジークに渡したままなのに気づいた。

　武器もない上、魔法の砂もないなんて！

　シェリルを助けようと、ベルギウスが翼を開き、魔物の弱点と思われる首の後ろに嚙み付き、息の根を止めようとする。キマイラは唸り声を上げたが、のた打ち回ることもない。

「不死の呪いがかかってるって、補佐官は言ってたわよね。それって、首を千切られても死なないってこと!?」

　シェリルは愕然として、ゾンビのキマイラの体を見つめた。キマイラの注意は、後ろで飛び回るベルギウスに向いている。ぼたぼたと、血や肉や涎を落とし続けるキマイラは、ひどく空腹そうな顔をして、大きな顎で何度も有翼ライオンの子供に襲い掛かる。

「――もしベルギウスが三つ目だったら、あのキマイラを石化させられるのに！」

　呟いた時、シェリルは思った。

　――石像を動かすあのルーン。あれを逆に記したら、どうなる？　生きているものも、石のようになって止まってしまうんじゃない？

　たぶんそれには、大きな魔力がいる。シェリルには扱えないかもしれない。

「でもやるしかない……！」

　シェリルは木を支えにして立ち上がる。ベルギウスとじゃれ合っているキマイラに後ろから忍び寄る。尾に暗号のルーンを刻もうとすると――。

　突然、ゾンビキマイラが振り返った。ぽっかり空いた左目からは、糸を引いて目玉がぶら下がっている。

「きゃーっ」

　三つ目に睨まれるよりも怖い。シェリルがまた尻しり餅もちをつく。キマイラは、ライオンの仔よりもうまそうなシェリルに大きな口を開いて襲い掛かった。

　その時、まるで剣でも飛ばすように、水平に稲妻が飛んで来た。口を開いたゾンビ・キマイラの喉を圧縮した光が貫いていく。

「グギャアア！」

「シェリル――無事か!?」

　座り込んだシェリルを、飛び込んで来たジークフリートの温かな腕が支える。シェリルは突然のことに信じられなくてその胸に触れてみたが、幻じゃない。本当に……ジーク？　助けに来てくれた？

「お前の悲鳴が聞こえたから、爺さんたちを置いて駆けて来た――あの化け物はなんだ!?」

　ゾンビは雷に焼かれてのた打ち回っている。ジークは額の布を解き、第三の瞳で魔物を見つめようとした。だが腐ったキマイラの目玉は、ひとつはがらんどうの眼がん窩かのみ、もう片方は振り子のように揺れている。うまく目が合わない。

「くそ、面倒なやつだ―ー」

「ジーク、砂！　砂返して！」

　驚いた顔をしながら、ジークはシェリルに砂の入った瓶を渡す。シェリルはそれを、思い切って両手にぶちまけた。

「ねこまた女の意地を見せてやるわ！　ジーク、あの化け物の注意をひきつけておいて！」

「だが――」

「いいから！」

　シェリルが怒鳴り返すと、ジークはいぶかしげにしながらも頷いた。葉っぱのふさふさと茂る枝を折る。その幹にルーンをかけると、一斉に葉っぱを千切り落とした。

　ひらひらと舞い落ちかけた赤紫の葉っぱは、地面に落ちる直前に手のひらサイズのコウモリに変わる。飛び方は、風に吹かれる木の葉のように心もとないが、キマイラはうまそうな獲物がたくさんいると思ったらしい。口を開いて、一気に嚙み砕く。

　シェリルはその後ろ足に近づき、暗号化されたルーンを逆から記しるしていく。

「グギャ、ギャアアァ……」

　シェリルの触れた部分から、キマイラの体が硬い石になっていく。でもだめだ、足りない。砂が足りない！　全身を石化させるには、魔力がぜんぜん足りない！

「続けろ、慌てるな」

　気がつけば、シェリルのすぐ後ろにジークが立っていた。ジークは、ルーンを記しているのとは反対のシェリルの手を握り締める。温かくて力に満ちたうねりが、繋いだ手から流れ込んでくる。――幼い頃、はじめて魔法を教えてもらった時のような……。

「ギ――！」

　悲鳴を上げかけ、腐ったキマイラの体は、完全な石になった。

「やったわ……」

　力が抜けてよろけるシェリルの体を、ジークが肩を抱いて支える。

「いや、まだ半はん生なまだ。永続と守護のルーンで補強しておこう。――シェリル？　大丈夫か？」

　三つ目の魔王が、まだ呆然としているシェリルを心配そうに見つめる。

「みゃああ！」

　ベルギウスも、二人のそばに飛び寄って来た。傷だらけのその体を見て、シェリルは申し訳なく思った。

「ジーク、ベルギウス、私を守ってくれてありがとう。みんなのおかげだわ。それから――補佐官キャロル！　キマイラは倒したわ。約束どおり、魔女のところへ案内して！」







　積み上げられた薪たきぎの下部で、パチパチと炎が燃えている。

　セリィーリアとウィーレスを断首したあと、丸焼きにするための炎だ。

　既に鐘は鳴り響き、町の中央にある処刑広場には、観客が続々と集まり始めている。

　公開処刑が行われる時の、優雅で残酷な旋律の組鐘カリヨンが鳴り響くのを、以前はセリィーリアも心から楽しみにしていたのだが。

「どうしてあたしが、こうかいしょけいなのーっ！」

　魔法の眠りから覚めたセリィーリアは、自分が処刑場にいることに気づくと大声で喚いた。

　これまで、若く、魔力と美貌と残酷さでは比類ない母親と一緒に、数々の悪人の公開処刑を楽しんできた。でも、される側になるのはまったく別――生きた心地ここちもしない。

「あたし、なんにも悪いことしてないのに！　びんぼー神ウィーレス、サイテー！」

　石造りの壇上に引きずられて行きながら、前を歩くウィーレスの背中に恨み声をぶつける。

　闘技場北部のひな壇の上には、幾千の血を吸い取って来た断頭台がある。見慣れた道具だけれど、自慢の三つ目頭を突っ込むのは死んでもごめんだった。

「燃やされるのやだぁ！　首切られるのも、ぜったいやだーっ！　パパぁ！」

　困ったら名を呼べ、とパパが言っていたのを思い出し、セリィーリアはひたすら連れん呼こする。

「パパ！　ぱーぱーぁ、たすけてぇ！」

「……名前、だろ。こういう、ときは……ごほっ」

　かすれ声でウィーレスが呟き、セリィーリアは唖然とした。

「名前？　パパの……？　ジ……ジルだっけ!?」

　シェリルお姉ちゃんと交じってしまった。そうじゃなくて、もっと違う名前――。

「えーと、ジー……ジーニー？　違うなぁ。ジーザスー！」

　ウィーレスがかすれ声で笑った。

「ああ、そりゃ、マジに救世主だな、くっくく……けほけほっ」

「ウィーレス、笑ってるよゆうあるなら、助けてよーっ！」

　病んだ貧乏神は、兵士たちに引きずられて、よろよろと首切り台に連れて行かれるばかり。もう歩くだけでやっと、という様相だった。時折血を吐くので、一つ目の鳥兵士も近づくのを嫌そうにしている。

「……悪いな……もう、オレは……無理だ――ゴホっ！　どうせ、あと三日ももたずに……死ぬ……。いっそ断頭台で、早く楽になり……たい」

「あたしは死にたくない！　助けてよ、ママならウィーレスの病気だって――！」

　セリィーリアが叫ぶと、ウィーレスは皮肉げに笑った。

「どこに、いるんだ……？　この町に、本当に……いるのか？」

　セリィーリアは沈黙した。いるはずのママがいないから、こういう状況になっているのだった。いるのは、怖い化け鳥ディスサミアと、その姉だという、肩から生えた母に似た首。

　ママの次の代の魔女たち。

　この町に、どうしてママがいないのか分からない。噓をついたつもりもない。でも、セリィーリアの噓情報のせいで、二人が窮地に陥っていることは事実だった。

「――ごめん……なさい……」

　鳥の兵士に頭を断頭台に突っ込まされたセリィーリアは、本当に死が目前にあるように思えた。すると、言葉が勝手に口から飛び出して来た。

「あたしのせいで、あなたまで……死んじゃう。ごめんなさい……！」

「いいさ……。どうせオレは、死ぬはず……だったんだ。最後に、楽しかった……」

「え？　楽しかった？」

　セリィーリアと会えたから？　一緒に旅をできたことが？　……一緒に手を繋いだりして歩いた、あの時間が？

　絶望的な状況の中でも、セリィーリアの胸に希望が灯ともる。嬉しい。なんでか分からないけど、すごく嬉しい。

　ウィーレスも少しだけ優しい顔をして、微笑んだ。

　もう何も思い残すことはないと言うように。顔を上げて、どこか遠くに鳶とび色いろの瞳を投げる。

「ああ……おまえのおかげ、で最後に会えた……。――シェリル……」

　大切な宝物でも呼ぶような声こわ音ねに、全身に寒気が走った。

　――ウィーレスは、シェリルお姉ちゃんのことが好きだった？

　最後に会えて嬉しかったのは、シェリル？

「や、だ――」

「あいつ、とうとう――一度もオレを、ウィ……レスとは、呼んでくれなかった、な……」

　セリィーリアに名前を呼ばれると、怒って睨みつける貧乏神男。でもウィーレスは、シェリルには名前を呼んでほしかった？　それが一生の心残りになるくらい？

「うそ……やだ。やだやだ、そんなのやだぁっ！」

　どうしてか分からないけれど。胸を抉られるような痛みが、全身に広がる。

　ウィーレスの心は、シェリルお姉ちゃんのもの。

　嫌だ、絶対にいや……っ！

　涙が、ぽろぽろ零こぼれる。噓泣きじゃない、勝手に落ちて来る。胸が熱くなって、引き裂かれそうに痛んで、セリィーリアは喚いた。

「そんなのやだぁぁ！」

　痛い……このままじゃ、あたし、死んじゃう！　二つに引き裂かれちゃう！

　まだ胴体と首はくっついているのに、死にそうに苦しい。

　耐えられない――誰か助けて！

　ぎゅっと目を瞑ると、頭の片隅で小さな声が聞こえた。

　それなら全部壊してしまえばいい――すべてを。

　その牙と、爪で。思うとおりにならない世界なんて、壊してしまえ！

　そうだ。壊しちゃえばいいんだ。気に入らないものは、全部粉々にしてしまえばいい……！

「ぐ、ううう――ガアアアアッ！」

　口を大きく開いて絶叫したセリィーリアは、体中がギシギシ軋きしむほどの力が全身にみなぎっていくのを感じた。両手足を縛いましめる鎖をやすやすと引き千切り、断頭台に突っ込まされていた頭も引き抜く。頭を大きく振ると、首を落とすための大きな鋼はがねの刃物に、ちらりと自分の姿が見えた。

　弟によく似た若い獅子の姿。ギラギラと妖あやしく魔的な第三の瞳を額にきらめかせ、父魔王そっくりに十二本の足を持った真紅のライオン魔物が、そこにいた。







「魔女殿？　キャロルです。起きていらっしゃいますか？」

　シェリルの肩にちょこんと乗ったリスの魔物が、扉の前で問うた。翼と杖つえの紋章が刻まれた扉の奥からは、しわがれた声が返ってきた。

「ああ……今、起きたところだ。入るがよい」

　補佐官の目が合図するのに従い、シェリルが扉を開ける。と、待ち構えていたように、ベルギウスが中に飛び込んで行った。

「みゃああ～ぁ！」

　獣の瞬発力に敵かなう者は誰もおらず、あっという間にその尻尾は室内に消える。

「こら、待ちなさい！」

　リスの補佐官も、慣れた様子でシェリルの肩を飛び降りていく。ジークとシェリルも、そのあとについて部屋に入った。無人の応接室を横切り、テラスへ。町並みが見下ろせる広いテラスには、天てん蓋がいのついた大きなベッドがあり、抜け落ちた白い羽に包まれて、老齢の大鷲が横になっていた。

「にゃああ！　みゃ～ん！」

　ベッドに飛び乗り鷲にすり寄ったベルギウスは、その顔を見た瞬間、凍りついた。

「おおおおぉぉ……」

　上体を起こした魔女は、目を丸くして有翼ライオンを見つめる。

　鷲の形だった魔女の姿が、徐々に人間に近づいていく。かつては赤毛だったのかもしれない魔女の髪は、すっかり真っ白になり、背中の翼は羽毛がむしれた上に床ずれで黄ばんでいる。それでもなお、誇り高き眼差しの美しい老女がそこにいた。

「お前は……もしやお前は、ベル、ギウス……？」

「に、にゃあ」

　ベルギウスは警戒しながら鳴いた。

　差し伸べられた、小刻みに震える骨ばった手の匂いをかぎ、そろそろと魔女に近づいていく。魔女はひしと、鍵かぎ爪つめの付いた両手でベルギウスを抱きしめた。

「生きていたのか……ベルギー！」

「みゃあ！　……みゃあ？」

　納得したようなしないような微妙な表情で、ベルギウスは魔女に鼻をすり寄せている。

「魔女殿、こちらは――カーデュエイルの魔王と、そのお后きさきとなるねこまた娘です。カーデュエイルの城で、石化させられていたベルギウス様を見つけたとおっしゃるのです」

「――石化だと!?」

　魔女の鋭い視線が、ジークフリートに突き刺さる。

　骸骨に皮を被せたのかと思うほどに、しなびた小さな顔、尖った耳、貧乏神を思い出させるカサカサの唇。三百歳と言われても頷けるような、老魔女だった。

「俺の城の秘密部屋で、石に変えられた上、注意深く隠されていた。先代の魔王がやったことらしいが――魔女殿、二百年前、あなたと当時の魔王の間に何があったんだ？」

　魔女はジークの三つ目顔をじっと見つめ、それからもう一度ベルギウスを胸に抱きしめる。ゆっくりと重い口を開いた。

「二百年前……。あの頃わたしは力に溢れ、鼻はな柱ばしらが強くて傲ごう慢まんな女だった。ある日、子供たちが突然いなくなった。わたしは、カーデュエイル城に乗り込み、話し合うこともせず、怒りにかられてユダの魔王を殺した……」

「ユダ？　前の魔王は、ユダ一族の出身だったのか？」

　魔女は白はく内ない障しようで濁にごった目を細め、遠い東の空を見上げた。

「わたしにとっては、あの男が何の一族であろうが、どうでもよいことだ。あの男はもう一度わたしを城に呼び寄せるため、子供たちをさらったのだと思った。魔王は、子供たちを殺したと言い、わたしはそれを信じてしまった……なぜあの男は、そんな噓を？」

　苦々しげな魔女の言葉を聞いたシェリルは、もしかして、と首をかしげた。

　セリィーリアは「あたしたちはいらない仔だったんだ」とか「あたしたちのせいで、ママは結婚するはずの人と結婚できなくなった」とか言っていたけれど、魔女と魔王の間には、優しい時間もあったのかもしれない。

「わたしの前で、あの男はいつも人の姿を取っていた。わたしも、人を模した姿をとるのを好んだ。――ちょうど、お前たちと同じように」

　魔女の目が、シェリルとジークを見た。

　シェリルは、魔女の瞳の色がセリィーリアそっくりなハシバミ色なのに気づいた。

「魔王とはいえもとはただの人間、額の邪じや眼がんさえなければ……。わたしはこの右手で、奴の額を抉ってやった。魔力のこもった〝瞳の玉〟を、落ちてきた星に焼かれた砂の町に捨てると、魔界に月は昇らなくなった。それから長い時間が経ち、再び満月が昇り、わたしは新たな王が生まれたのを知った。――お前の月だ」

　魔女はジークの方に首を向けた。ジークは、驚いた顔で訊いた。

「額の目を抉られると、魔王は死ぬのか？」

「いいや。……本当の意味では、あの男はまだ死んでおらぬ……わたしが死ねば、ともに永久の眠りに就くだろうが――」

「どういうことだ？」

　魔女は答えず、疲れを感じたように瞳を閉じた。もう話をする意思がないのか、老婆だった姿が、大きな鷲へと変化していく。

「待て！　眠る前に教えてくれ！　あなたは、石化を解く魔法を知っていると聞いた！　ぜひそれを教えてほしいんだ。俺は何度か暴走して、大切な家族や友人を石化させてしまった！」

「――ならぬ」

　魔女は重い首を振り、鳥の姿に完全に変わってしまった。くちばしになってしまった口は、くぐもった声を寝言のように呟く。

「その魔法は……誰にも教えること叶わぬ。だれにも……」

「どうして？」

　鷲になった魔女は黙って目を閉じる。まるで石になったようにピクリとも動かなくなった。

「頼む！　イサカルの民や長老たち――仲間や家族を助けたいんだ！」

　ジークがいくら懇こん願がんしても、魔女はもう瞳を開かない。

「起きてくれ、西の魔女！　セリィーリアに教えてもらった魔法では、石化した者を動かすことはできても、完全に蘇らせることまではできないんだ！」

　その瞬間、化石になったように動かなくなっていた大鷲の魔女が、カッと目を開けた。

「セリィーリア……！　もしや、あの哀れな三つ目娘も生きているのか!?　ベルギーや、セリィーリアはどこに行った!?」

「にゃあ！　みゃうーん！」

　ベルギウスが猫語で姉の生存を伝えたらしい。魔女のハシバミ色の瞳が喜びにキラキラと輝いた。鷲になっていた魔女は、再び老婆の姿へと戻る。

「どこだ？　どこにいる!?」

「に……にゃあ……」

　ベルギウスは、罰の悪そうな顔をした。川辺で別れたベルギウスは、セリィーリアの行方ゆくえを知らないのだ。セリィーリアを助ける代わりに、シェリルを助けてしまったから。

　なんだか、罪悪感で一杯の顔をしている。

　代わってジークが答えた。

「この館の地下牢で、ディスサミアに捕まっている」

「なに!?」

　魔女の顔がこわばった。枕元でふさふさの尻尾を振りつつ話を聞いていた補佐官を見る。

「キャロル、すぐにセリィーリアを連れて来るのだ！　あの馬鹿娘は、セリィーリアを殺してしまう！」

　馬鹿娘？　誰のこと？　とシェリルが首をかしげた時、補佐官が再び肩に飛び乗って来た。

「分かりました、すぐに兵士を向かわせます！　ねこまた女、屋上まで駆け戻りなさい！」

「ええっ、私が行くの!?」

「キマイラをも倒した勇者のあなたが行かずに、誰が行くのです!?　さあ早く！」

　シェリルは少し考えたけれど、頷いた。この場にいても自分が役立てることがあるとは思えない。それよりも、セリィーリアをここに連れて来る方が、魔女の心を動かす助けになれそうだ。

「みゃーん！」

「ベルギー、あなたも来てくれるのね、ありがとう！」

「では俺も――」

「待て。そなたには、話がある。とても大切な話が――。かの魔法を知りたいのなら、わたしの話を聞け」

　あとを追おうとしたジークの背中に、老魔女の重苦しい声がかかる。

「私なら大丈夫。あなたは石化を解く方法を！」

　シェリルは言い、ベルギウスの背に飛び乗った。







　公開処刑を上から見下ろすため、広場の北には十字形の塔のような建物が立っていた。

　十字にも見えるし、翼を広げて飛ぶ鳥にも見える。左右に伸びた回廊の上部には、一つ目の鳥兵士がずらりと並んでいる。壁はほとんどないから、あの塔に登れば、この上なく快適に処刑現場を見下ろすことができるだろう。

　ウィリアムがちらりとそちらを見上げると、塔の中央部分に、双頭の鷲女が座っていた。

　三つ目娘が魔獣になって暴れた混乱で、ウィリアムは兵士から解放され、断頭台の前に転がっていた。理性を失い暴れる赤獅子は、まず彼を拘束する人面鳥の翼を無残に八つ裂きにし、第三の瞳で石に変えた。

「何をしている兵士ども!?」

　双頭の魔物のうちの鷲頭が叫んだ。人面鳥の兵士たちは主君の怒りに怯おびえ、集団で襲って来るものの、赤獅子の額で輝く邪眼に射い貫つらぬかれ、またたく間に石像となって次々落下する。

　――今日の天気は、と聞かれたらウィリアムは、石、と答えるだろう。

「おのれ……こうなれば、わが爪で引き裂いてくれるわ！」

　怒りに眦まなじりを吊り上げた鷲女は大きな翼を開き、獅子一匹でもまるごと攫さらえそうな鋭利な毒爪を剝き出しにして、塔を飛び立つ。太った鷲は、飛ぶというより落ちて来るという方が適切な勢いで、赤獅子の背中に近づく。

　破壊と殺さつ戮りくの恍こう惚こつに魅了された馬鹿娘は、敵を石化させるのに快感を覚えているらしく、背後から忍び寄る魔ま手しゆに気づいていない。

「世話……やかせやがって――」

　ウィリアムは、石化した兵士が落とした剣を拾い上げた。

　剣は、石化した手にしっかり摑まれていて簡単には取れない。手首を蹴飛ばして腕ごと千切り、鷲女めがけて投げつけた。

「ぎゃっ！」

　片かた翼よくを貫かれた鷲女は耳を塞ぎたくなるような醜い悲鳴を上げ、ウィリアムを振り返る。赤毛を揺らした美女の顔が、憎悪に満ちた表情でこちらを凝視した。

　ああ……――したい。

　ゾクゾクするような期待が膨れた。

　残ざん虐ぎやくそうな顔が、たまらなくそそる。歳はウィリアムの二倍くらいありそうだが、かなりの美人だ。さっきまで塔の貴き賓ひん席せきで肉を食べていた女は、赤い唇にてらてらと脂あぶらを残している。なんともそれが、蠱こ惑わく的てきに見える。

　死ぬ前に、どうしてもあいつとしたい。

　――アイツは、これまでで最高の獲物だ。あの残忍そうな顔！　血の臭いのする生温かな唇を貪むさぼり、息吹を絡めたらどんなに楽しいだろう。

　ウィリアムの腹に宿った異物が、欲望に震えるのを感じる。

「目障りな奴め！　たかが人間が、わらわに直じき々じきに殺されのを光栄に思え！」

　翼に剣が刺さったまま襲って来る鷲女の攻撃から身をかわし、ウィリアムは、突き出ている剣の柄つかを思い切り引き寄せる。反対の手で、眦の吊り上がった女の長い赤毛を捕らえた。

　ああ、捕まえた！　こういう女とキスしたかったんだ――。

　ウィリアムは、女の唇に自分の唇を被せ、呆然としている唇を大きく開かせる。

「げほげほげほ……ゴホッ！　グウウウ……っ！」

　念願の口づけに、全身に歓喜が押し寄せると思ったのに、ものすごい吐き気がした。胃がせり上がるほどに咳き込む。でも、やめる気にはなれない。

「貴様、何をする!?　――ぐあ……うっ！」

　女は喚いた。その時、魔物の腹が、何か魔物でもうごめくように波立った。

「ゴホッ、ゲホッ！」

　最後にもう一度咳き込むと、ウィリアムの気分は見事にすっきりしていた。

　もう、残忍な女の顔に興奮する衝動もない。キスが欲しくてたまらない気持ちも。今まで体中を襲っていた気だるさも頭痛も、胸をかき乱されるような吐き気もない。

　まるで悪いものがすっかり出て行ったようだ。

「貴様、今わらわに何を飲ませた……うぅっ！　ごほっげほげほっ!?」

　口づけをしていない隣の鳥頭まで、激しく咳き込み始める。何かを吐こうとするように俯いてげぇ、と大きく口を開くが、何も出て来ない。

「もしかして貧乏神さんよ、ずっと引越ししたがってたのか？」

　あの激しいキスの衝動はそれだったのか？

　ウィリアムは、シェリルの側にいると、特別優しい気持ちになり、金なんかどうでもよくなってしまう。そんな状態が居心地悪くて、別の人間に寄生しようとキスの衝動を起こしていたのか？

「ぐうううぅ……頭が痛い……っ！」

　美女は髪を振り回し、時折獲物を探すように辺りに視線を送る。即座にキス返しをされてはたまらないと、ウィリアムは女の側から離れた。飲み込んだ悪神を誰かに移そうとした魔物美女が最初に見つけた唇は、自分の体にくっついているもうひとつの頭――鋭い猛もう禽きんのくちばしだった。







　ベルギウスの背に乗って屋上から飛び降りたシェリルに、補佐官はキイキイ声で街の窮状を訴えた。

「魔女殿の世継ぎと言われているディスサミアはひどく残虐な性質で、魔女殿が病に伏せるようになってからは毎日のように気に入らない者の処刑を行い、民に仔が生まれるたびに〝三分の一税〟と称して、三匹につき一匹を生贄として連れて行くなどの恐ろしい圧政を布いています。長姉をも喰らい、強い魔力を身につけたディスサミアを、もはや魔女殿でさえも止められません。早く、セリィーリア姫をお助けしなければ……！」

　その通りだ、というように、屋上からついてきたカラス兵士たちがカアと鳴く。彼らも反ディスサミア派らしい。

「セリィーリアが大きくなれば、ディスサミアの代わりに新しい魔女になれる――この町の希望でもあるのね」

　シェリルは言って、近づいてきた広場に目を凝らす。阿鼻叫喚の渦と化した広場に、赤毛の少女の姿は見当たらない。赤い……ライオンのような生き物が暴れ回っているのは見えるのだが。

　高度が下がって行くにつれ、ライオンの姿がはっきり見え始めた。ライオンにしてはずいぶんおかしい。毛の色も変わっているし、足もたくさんある。

「ガルルルゥ！　ガウウ！」

　上空には、灰色で一つ目の魔物兵士が集まり、ギャアギャア喚きながら赤い獣と争っている。飛び掛かってくる魔物たちを赤い魔獣がギン！　と数秒睨むと、魔物鳥は石化して次々と地面に墜落する。

　ドーン、ドーンと大きな音が辺りに響き、崩れた塔の上に一つ目の魔物たちの山ができていく。塔はますます破壊され、視界を粉ふん塵じんが舞い上がった。

　――今、あの魔獣は、人面鳥たちを石化させた？

「まさか……あの獣は、セリィーリア!?」

「ガルルル！」

　ちょうどその時、次の獲物を探して視線をさまよわせた赤ライオンが、シェリルの方を見た。

　赤ライオンの額には、宝石のような琥こ珀はく色の第三の瞳が輝いている。

　体の大きさは、ベルギウスより少し大きい。

「セリィーリア、どうしたの!?」

　シェリルの声を聞くと、獣は鼻に皺しわを寄せ、怒ったように牙を剝いた。

　間かん髪はつ容いれず、獣になったセリィーリアはシェリルに襲い掛かって来る。三つ目と目が合ってしまったシェリルは、動けなくなった。人間だった時よりも、何倍も強い魔力だった。

　指先から凍り付いていくような気がする。石化、させられてしまう！

「みゃうー！」

　ベルギウスが、シェリルを乗せたまま逃げた。広場を見下ろす展望台――あるいは、闘技場を最高の角度で眺めることのできる観覧塔――の後ろへと飛んで行く。翼のないセリィーリアは、それを追うことができない。それでも、執しつ拗ようにシェリルを狙って近づいて来る。

「ガルル……ガウッ！」

　獣となったセリィーリアは、予想以上に賢かった。観客席の後ろをすり抜けたベルギウスを待ち構え、反対側でこちらを睨み付けながら、先回りしていたのだ。

「にゃ――」

　お姉ちゃん、とでも言うようにベルギウスは鳴きかけ、声は凍った。

　セリィーリアがベルギウスの青い目を凝視すると、三秒ほどで翼を持ったライオンの子供は冷たい石像になってしまった。

「ベルギウスっ！　――きゃあああああ！」

　ベルギウスは、積み上げられた薪たきぎの山と燃え盛る炎の中に落下し、シェリルもあとを追う。

　焼けちゃう！

　恐怖に目を見開いた時、突風がシェリルの体を強く押した。

　処刑に使う鉄の十字架が立つ炎の山から、スカートがたなびいて体が逸れる。石化した一つ目魔物の上に背中から墜落するかと思ったけれど、意外に柔らかいものの上に落ちた。

　腕を差し伸べて待つ男の胸に、ちょうどよくすっぽりと落ちたのだ。

　シェリルを押した魔法の風が、余韻のように髪をなぶって消えていく。

　自分を抱きとめた腕の主を見上げたシェリルは、あっと声を上げた。

「ウィリアム！」

　昨日別れた頃までは、貧乏神に苦しめられていた赤毛の青年は、にっと笑った。

　その顔はまだやつれてはいるが生気に満ちており、無精ひげのせいか、野性味が増したようだった。

「よう」

　短く告げると、シェリルをぎゅっと胸に抱きしめる。どうしよう――とドキドキする間もなく、すぐに解放されて地面に下ろされた。

「シェリル、その辺に隠れて見とけよ。オレはガキの頃、闘牛士のバイトで荒あら稼かせぎしてたことがある。キレた魔獣の落とし方を教えてやるよ――あんただけ、特別タダでな！」

　鳶色の瞳を生気に輝かせて言うと、ウィリアムは闘牛士のように上着を脱ぐ。怒りに震える赤い魔獣に視線を送り、顎を上げて挑発した。

「来いよ、馬鹿娘。――オトナの遊びを教えてやる」

「グガアアア……ッ！」

　赤獅子は涎の垂れた口を大きく開け、十二本足で大地を蹴る。親しげに寄り添う二人に向かって、すべての足の爪を伸ばして飛び掛かった。







　赤ライオンは、仲良く見つめ合う二人を引き裂くように、爪を振り上げて飛びかかる。

「隠れてな」

　ウィリアムは、三つ目に凝視されて動けないでいたシェリルの肩を押し、上着をはためかせてセリィーリアの攻撃をかわす。

　赤い魔物が、爪で引き裂いたと思っても、薄い布はひらりと風に乗って逃げてしまう。

「グルルルル！」

　獣がイラッとしたのが、傍はたから見ていても分かった。

「どうした？　そんなにたくさん足があるなら、人ひとり引き裂くなんて簡単だろう、仔猫ちゃん？」

　赤い魔獣はますます毛を逆立て、目の前のウィリアムを狙って襲い掛かる。

　何度かひらりひらりと上着でライオンの攻撃を挑発しては、ウィリアムは突進してくる魔物をかわす。上着に視界を邪魔され、赤獅子は一方的に翻ほん弄ろうされていた。ようやく爪を立てたと思っても、上着にかすり傷を残しただけ。

　やがて五歳の魔物娘は体力を消耗したのか、飛びかかる動きが鈍くなってきた。

「もう疲れたのか？　オレはまだまだ遊んでやってもいいんだぜ？　――来いよ、もっと」

　真剣勝負への熱意に輝く瞳で、ウィリアムは魔獣娘を挑発する。貧乏神に憑かれていた頃とは大違いだ、とシェリルは思った。。ウィリアムは、戦っている時が一番、生き生きしている。

　赤獅子は気力を奮い立たせて、ウィリアムに襲い掛かった。だが、もう体力がついていかないらしく、一つ目魔物の石像に、真ん中あたりの足をとられて転んでしまった。

「グル……ウウゥ……」

　へばっているライオンを見て、ウィリアムは唇の端を吊り上げて笑った。

「――しょうがねーな。じゃ、そろそろ終わりにしてやるよ」

　見下しの言葉に、最後の力を奮い立たせたセリィーリアが、渾身の力でウィリアムに突撃して来る。ウィリアムはその逆立った毛並みを摑むと、背中に飛び乗った。

「ギャウッ！」

　疲れきったところを重たい男に飛び乗られ、ライオンは潰れた。ウィリアムはその顔に、自分の上着を巻きつけてしまう。

「グキイイィッ！　グルルル！」

　前が見えなくて嫌がって暴れる赤ライオン。たくさんある前足を無闇に振り回し、頭を後ろに引っ張って布を解こうとヒステリーを起こす。ウィリアムは上着で覆った額に手を伸ばし、ライオンの頭部――三つ目がある場所を手のひらで探す。

　第三の瞳の上に、変化のルーンを刻んでゆく。

　それに屈くつ服ぷくするように、獣の頭が下がっていく。狂暴な赤獅子は小さな少女に姿を変えた。

　傷だらけになった上着をはがしてみると、力を使い果たしたらしい少女は意識を失っていた。

　――意識はないのに、その両目の目尻からは、涙が流れている。

　こぼれ落ちた端から砂になっていく涙を見て、シェリルは胸が痛んだ。

「セリィーリア……もしかして、何かとっても悲しいことがあったのかしら？」

　ジークの場合、魔獣に変わってしまうのは、とても悲しい気持ちになった時だ。

　闘牛――闘獅子に、実はそれなりに疲れていたらしい病やみ上がりウィリアムは、肩で大きく息をつきながら、顔をしかめた。

　眠る三つ目娘の頭にぽんと手を置き、少し思案したあと、不本意そうに呟いた。

「……分かったよ。お前も〝ウィーレス〟って呼んでいいから、もう泣くのはやめろ。オレがガキを苛めたみたいで、寝覚めが悪いだろ」

　なぜウィリアムがそんなことを言い出したのか、シェリルには分からなかった。

　しかし、それを聞いたセリィーリアの目からは、涙が止まったのだった。







　遅れて闘技場にやってきたジークは、破壊の限りを尽くされた処刑場に、愛する家族が集まっているのを見つけた。

　何が起きたかさっぱり分からない。皆は無事かと視線を送ると、シェリルに、貧乏神のウィリアム、リスの補佐官とベルギウスを見つけた。牢屋を脱出したあと、螺ら旋せん階段の途中で別れたきりだった石爺さんとラエルもいる。

　皆で顔を突き合わせてセリィーリアを取り囲み、何やら深刻そうに話し合っていた。

「ジーク？　魔女さんとの話は終わったの？」

　シェリルが真っ先に気づいて問う。三つ目娘が、ぱっと振り返った。

「パパ！　――じゃ、なかったんだっけ……」

　ジークを見て一瞬輝きかけた顔が、寂しそうに暗くなってしまう。

「今、セリィーリアにママのことを話していたの。それから、――本当のパパのことも」

　二百年前の先代魔王。

　それが、セリィーリアとベルギウスの本当の父親であったことや、西の魔女は年を取り、もうよぼよぼの姿になってしまったこと。

　気高く若く美しかった母親は、もうここにはいないこと――。

　ジークは、寂しそうに俯いている三つ目の娘を、腕に抱きしめた。

「父親が誰だろうと、お前は俺の娘だ。この三つ目にかけて、俺たちは親子だ。そうだろう？」

　抱き寄せられた胸のぬくもりに、思いつめたようなセリィーリアの表情が柔らかくときほぐされていく。

「パパ……いいの？　ジー……ジーザスのこと、またパパって呼んでも？」

「ジークフリートだ。――当然だ。俺にとってお前は、可愛い娘なんだから」

　ジークは、ますますぎゅっと娘を抱きしめる。三つ目娘は小さく唸った。

「パパ、痛いよ。あたし、けが人なんだからね！」

　いつものような勝気な声で、セリィーリアはパパと呼びかける。ジークは、笑顔を返した。

　が、怪我人という言葉に引っかかって、娘を少し離し、全身を見てみる。

　傷だらけだった！　どれも重傷ではないが、愛らしい手も足も、頰も、首もとも、どこもかしこもすり傷だらけだ！

　一体、俺の娘にどれほど凄まじい艱かん難なん辛しん苦くが襲い掛かったというのか！

　ジークが呆然としていると、セリィーリアが首に抱きついて来た。

「それより、パパ！　ママに会わせてよ。あたし、ママに会いたい……！」

「だ、だがセリィーリア。お前の母親は――」

「おばあちゃんになっちゃったんでしょ？　いいよ。もうかくごはできてるもん！　とにかく、ママの声が聞きたいの！」

　寂しさを瞳にのせた娘の我儘に、ジークは自分のことのような切なさを覚えた。小さな娘を腕に抱き、立ち上がる。

「わかった。……西の魔女に会いに行こう」







　母と娘の邪魔をしたくないからと、石爺じいさんとラエル、それにウィリアムは、魔女の部屋への入室を遠慮した。

「……ママ？」

　セリィーリアは、テラスで石化していた、翼を持った老女の石像に声をかける。

　石の女は、当然だが返事をしない。

「すまない、セリィーリア。俺と話している最中、魔女は発作を起こしてな。最期の時を迎えそうになったんだ。だが、どうしてもお前に会いたいと言うから、俺が石化させて、しばらく時間を止めた。今からその魔法を解くが、残り時間は僅かしかない」

　ジークは辛そうに言い、魔女ディアネイラの力の中心である背中――翼の付け根に、彼女から教わった石化の呪いを解く特別のルーンを刻んでいく。

　苦く悶もんの表情で目を開いたまま石化していた魔女は、ゆっくりと瞬まばたきした。自慢の赤毛が真っ白になるほど老いた魔女は、目の前で自分を見上げている赤毛の娘にすぐに気づいた。

「おおぉ……。セリィーリア……？」

　かすれた声で名を呼ぶ。大鷲の魔女の全身に、小刻みに震えが走る。

「うん。ただいま――ママ」

　セリィーリアは証拠を見せるように、額を包んでいた布をずらす。

　珍しい三つ目顔があらわになった。魔女の顔が喜びに輝く。

「おお、生きて……またお前に会えるとは……！」

　魔女は砂の涙をこぼしながらセリィーリアを腕に抱きしめ、お座りしていたベルギウスもその足元に甘えたように飛びつく。

「愛する子供たち――。二百年ぶりの、奇跡を腕に抱いて、死ねる……わたしは幸せな女だ」

　ほとんど出ない声で囁くと、魔女は約束の証あかしのように自分の背中から、羽を一枚抜いた。病気で抜けかけた黄ばんだ羽ではない、残り少ない羽のうち、一番白くて綺麗な羽に魔法文字を刻み、最後に息を吹きかけてセリィーリアに渡す。

「これを……形かた見みに。わが愛いとし仔ごよ――」

「ママ……ママぁ！」

「補佐官よ――セリィーリアを、頼む……次代の、立派な、にしの魔女に――」

　魔女のハシバミ色の瞳から、永遠に流れるかと思われた砂の涙が、細くなって止まっていく。魔女の体は、子供たちを両腕に抱いたまま、ピクリとも動かなくなった。

　あまりの切なさに、シェリルの目からも一筋の涙が零れる。

　二百年ぶりにようやく再会できた親子なのに、またすぐ別れなければならないなんて。

「もちろんですとも！　五十人の仔を育てた、この三代目補佐官キャロルにお任せを！　必ずやお二人を、立派な魔女の後継者に育て上げて見せますともっ！」

　リスの補佐官はキィキィ声で約束し、子供たちが母にとりすがって悲しみの声を上げるのが室内に響いた。

「――行こう、シェリル。俺たちの役目は終わったようだ」

　ジークが肩を抱いて促す。

「でも――」

「今はそっとしておいてやろう。またすぐに手紙を書いて、二人に会いに来ればいい。そうだろう？」

　シェリルは無言で頷き、流れ落ちてやまない涙を、手の甲でぬぐった。

　　　　　[image: ]　[image: ]　[image: ]

　最初の目的どおり子供たちを町に返した一いつ行こうは、魔女の町を離れ、大空エイの待つ広場へと戻った。

　その途中、ジークがどうしても見せたいものがあるというので、シェリルは恋人に手を引かれるまま、森の奥深くへと分け入った。

　うっすらと光を放つ不思議な草が群生した場所に来ると、ジークは黙ってその葉っぱをひとつ千切り、シェリルの目の前に差し出す。

　星の形をし、青々としていたその草は、急に鮮やかな緋ひ色いろになった。

「ほら、怒った時のお前にそっくりだろう。――これを、お前に見せたかったんだ」

　ジークは笑ったけれど、その顔はどこか寂しそうだ。

　それがどうしてなのか、シェリルは分かっていた。

「本当だわ。とても綺麗ね。――ねえジーク、あなた、無理しなくていいのよ」

「な、なんの話だ？　俺は何も、無理なんかしてないぞ」

　また、噓つきジークが始まった。言葉とは裏腹に、三つ目の視線が泳いでいる。

　本当に分かりやすい人だ。

「分かってるわよ。あなた、セリィーリアのこと、可愛いくてしょうがなかったんでしょ？」

　シェリルが優しい声で言うと、ジークは顔をしかめてしばらく黙り込んだ。

　やがて小さく息を吐き、頷いた。

「子供が、あんなに可愛いと思わなかった……。パパと呼ばれて頼られるのが、あんなに嬉しいとは。すっかり振り回されて――側にいないと、何かが欠けてしまったみたいだ」

　無条件にパパが大好きだったセリィーリアを思い出すと、シェリルの胸も寂しくなる。

　それに、ジークによく似たライオンの息子。何度もシェリルを守ってくれたベルギウス。

　ふたりとも、とても印象的で愛らしい姉弟だった。

「あの子たちには、またすぐ会えるわ。それに――」

「それに？」

　問い返され、シェリルは返事をするのに、少し余計に勇気を必要とした。

「それに、私たちの間にもきっと出来るわ。可愛い赤ちゃん。……たくさん」

　ジークは驚いたようにまじまじとシェリルを見た。シェリルは恥ずかしくなって、握ったままの〝シェリル草〟のように赤くなった。

「もう、そんなに見ないで！」

「産んでくれるのか、俺の子供を？　――三つ目かもしれないんだぞ？」

「構わないわ。三つ目だろうと、六本足だろうと、毛むくじゃらだろうと。……私ね、あなたの愛人の魔女に会ったら、あなたにさよならして地上に帰るつもりだったの」

　シェリルがずっと秘密にしていた気持ちを告白すると、ジークの顔が引きつった。

「なんだって!?　俺は行かさないぞ！　どこにも――」

「だから、つもり、だってば。子供たちと両親が一緒に暮らすには、私はお邪魔虫だもの。引き止められないように、こっそり出て行くつもりだったわ。だけど、そう考えるたびに胸が苦しくてならなかった。あなたと離れたくなくて……。あの仔たちのおかげで、あなたのことがどんなに好きか、私、よく分かったの」

　ドキッとしたように、ジークは息を呑んだ。

「――だから、私からお願い」

　シェリルは、使い果たしてしまった砂すな瓶びんを取り出す。そのお財布の中に入っていたのは、透明な小石がいくつか。全部取り出すと、ジークの手に渡した。

「私と結婚してください」

　今度こそジークは青い目を見開き、シェリルの翡ひ翠すい色の瞳をまじまじと見つめた。

「も、もちろんだ――。が、これは何だ？」

　手のひらに載せられた不ぞろいの透明な原石を、ジークは不思議そうに見た。

「どこかの国に、求婚の際に、石を渡す風習があったような気もするが……？」

「私の涙なの。石化の魔法を応用して、宝石にしてみたの。ちょっと変な形になっちゃって、恥ずかしいんだけど――」

「いや、そんなことは構わないが、どうして俺に、涙を？」

「だって私、いつもあなたに涙の砂をもらっているわ。私ばかり、もらってばかり――。今回、私たち、旅の間に貧乏ですごく困ったでしょ？　だから、その宝石を指輪か首飾りにでもして、あなたに持っていてほしいと思ったの。人間の涙だから、きっと高く売れるわ。いざという時、あなたの窮きゆう地ちを救ってくれるかもしれないから」

「――売らない。誰が、売るものか」

　ジークはぎゅっと、シェリルの涙の宝石を手に握った。

「このカーデュエイル全土と引き換えにしてやると言われても、お前の涙は誰にも売らない。俺だけのものだ……！」

　ジークは固くシェリルを抱きしめると、その声の響きだけでシェリルの鼓動がときめくような、甘い声で囁いた。

「愛してる、シェリル――」

　そして、息も止まりそうな口づけを落とす。何度も、何度も。

　心を求めるように触れ合う男女の頭上を、ヒューっと音を立てて流星が落ちて行った。
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　カーデュエイル城の上には大きな満月がかかり、気の早い祝しゆく宴えんの音楽がもう聞こえ始めている。――と思ってシェリルが月時計を見たら、もう祝宴の開始時刻ぎりぎりだった。

「きゃー！　急がなきゃ！」

「――シェリル、できたか？」

　仲良しのモモンガの小こ間ま使づかいに髪を編んでもらっていると、扉の外から機嫌のよさそうなジークの声が聞こえた。

「もうちょっとー！」

「ちょっとってどのくらいだ？」

「一時間ー！」

　シェリルの返答に、扉の外でジークの声がひっくり返った。

「一時間!?　それはちょっととは言わないぞ！」

「いいから先に行ってて！」

　今夜のシェリルのドレスは、特別製だ。金茶の髪を飾る宝石細工も、顔を彩いろどる耳飾りや首飾りも。

　あの秘密の小部屋の中にあったドレスのうち、目を瞠みはるほど美しかった絹の衣装を、シェリルが着られるように手直ししてもらったのだ。ところが、いざ着てみると裾すそにもう二カ所も穴が開いていて、縫い直すのに余計な手間がかかってしまった。

「分かった。――では、広間で。お前が来るまで、満月を止めて待っている」

　通り過ぎて行くジークの足音。

　今夜は、城にイサカルの民たみを招いての祝賀会だった。

　西の魔女に教えてもらった魔法のおかげで、ジークはすべての人の石化を解といた。魔物たちの一部も、元に戻した。石化が解けたおかげで、ジークとイサカルの民の確かく執しつも解けたのだ。

　そしてこの祝賀会が終われば、シェリルは地上に出て行き、教会で石化している家族や兵士たちの呪いを解く。もう呪文はすっかり覚えた。それが済めば、次の新月――二人は結婚する。

「あら？」

　髪を編んでもらいながら、ふと窓辺に視線を移したシェリルは、妙なものを見つけた。

　城の裏側、砂に埋もれた町跡の脇に、不自然な黒い影が落ちている。大きな楡にれの木の根元に、足を埋められた人間の石像らしきものが一体、残っていたのだ。

「石像……？　ジークは全員、元に戻したって言ってたのに。広間への行きがけに、元に戻してあげましょう。あの人だけ、パーティに参加できなかったら可か哀わい想そうだわ」

　ジークには一時間と言ったけれど、結局シェリルの準備はその半分で済んだ。

　残った時間で、部屋から見下ろした裏庭に下りてみる。石像の側に立つと、それはやはり人間だった。驚いたような表情で固まっている若い男だ。すっきりと通った鼻筋に、見開いた二ふた重えの瞼まぶた、像にしておいてもなかなか見み栄ばえのする青年像で、どこをどう見ても魔物ではない。

　額に布を巻いた立ち姿は、流れの民たみの青年と見て間違いない。

「……砂？」

　青年の足元には、廃墟の町から吹きつけたのか、乾いた砂が溜まっていた。珍しい、星の形の砂が交じっている。

　シェリルは意識を集中し、何度も練習してやっと覚えた魔法を石像の心臓の上に刻きざんでいく。

　特別のルーンを刻み終えても、青年は動き出さない。

「どうして？」

　――このルーンを刻むのは、魔力の中心だ。人間の大半は、その位置は心臓だ。

　ジークにはそう教えられた。もし心臓でなければ、喉、あるいは額、稀まれに首の後ろとか。

　シェリルは男の石像をじっと見上げたあと、惹かれるように額に腕を伸ばす。もう一度、石化を解く暗号ルーンを刻んだ。

　灰色だった青年は徐々に色を取り戻し、ふっと息を吐いた。突然蘇った衝撃に、膝を折って砂の上に座り込んでしまう。

「……僕は……？」

　不思議そうに辺りを見回す男の目は、真っ青。鮮やかな金髪に――額の布は、鮮せん血けつで赤く染まっている。

「あなた大丈夫？　額から、血が出ているわ」

「……え？」

　男はぼんやりと額に手を伸ばし、不思議そうに首をかしげた。

「どうして僕は、こんな傷を……？」

「覚えていないの？」

　石化した人はたいてい、時間の感覚がなくて、石になる直前の意識を持っているものだけれど。この人は、頭――額でも、どこかにぶつけたのだろうか？　だから怪我をしていて、しかも意識がぼんやりしているの？

　手首から肘ひじまで、ふわりとしたレースに縁ふち取どられたドレスを優美に動かし、シェリルはハンカチを取り出す。青年の手に握らせると、びっくりするほど青い目が瞬まばたきし、ひどく切なげにシェリルの全身を見つめた。

「ありがとう。君は――とても美しいね。そのドレスも宝石も……。君を見ていると、何か大切なことを思い出しそうになる――」


◆ＥＮＤ◆










　あとがき




　こんにちは！　お手にとって頂き、光栄至極です！

　カーデュエイル物語の第二弾が、初夏とともにやってきました。

　一巻をお読みいただいた皆様、どうもありがとうございました！

　一巻をお読みでない皆様は、怖がらずにどうぞ一巻も手にとってみてください。

　大変お世話になりました担当様、イラストのＣｉｅｌシエル先生、ほか多くの方々、ありがとうございました！

　今回、Ｃｉｅｌ先生のあとがき（隣のページ）には、大きくなったラエルと、小さいシェリル＆ジークがいます。ちびシェリル、可愛いです！　夏なつ目めは「小さい」と聞いて、ティーポットに入るサイズのシェリルを想像してしまいましたが……それもきっと、可愛いだろうなぁ。

　ついでに想像――巨大化した三つ目娘と、小さいウィリアム。ネズミ穴へ逃げ込むウィリアムを、三つ目娘が必死に追いかける――もちろん、捕まえたら食べるつもりです。

　ではではこの本が、読者の皆さまの楽しい夏のひとときのお供となりますよう！
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ヨーロッパに行ったついでに蠟封のセットを購入したので、前作分のファンレターのお返事から、蠟で封をしたお手紙を出させていただいています。

金粉を混ぜたらいい感じにゴールドになりました。リアルな蠟封を見てみたい方、開けてみたい方はどうぞ。
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今回の表紙の色イメージは、ミント・ブルーです。

夏なので、涼しい色感を入れてみたい～、という感じであちこちミント系に←

この頃はあまり使わない寒色を、たくさん使って塗ってみました。

http://ciel.namom.net/reborn.htm






電子版　ビーズログ文庫

カーデュエイル物もの語がたり

星ほしを呼よぶ魔ま女じょ




著者／夏なつ目め瑛えい子こ

イラスト／Cielシエル




2014年3月24日電子版ver.1.0発行


発行人　青柳昌行

発行　株式会社KADOKAWA

〒102-8177 東京都千代田区富士見2-13-3

http://www.kadokawa.co.jp

企画・制作　エンターブレイン

デザイン　行成公江




(c)2010 Eiko NATSUME

本電子書籍はビーズログ文庫『カーデュエイル物語　星を呼ぶ魔女』（2010年7月27日発行　初刷）を元にして制作しております。




本書に関するお問い合わせ先

エンターブレイン　カスタマーサポート

電話　0570-060-555

（受付時間　土日祝祭日を除く12：00～17：00）











item/image/cover.jpg





item/image/bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p015.jpg





item/image/p173.jpg





item/image/p255.jpg
‘47,%‘*

©R LB
SBHE, /2
WDT R 5H L
Teo RERICRIQEE
HrFe e =iy
RITEDL>TLESE
hU% | BERIFE

DF XTHRILLTL
Ll bLOFIFE]>
1E5h, HFPILESD
HBEIRB. ') IUE
XD ED
LICREDLITCBL
e ZHBINCFA
FL D\ DD >0 7T
ICRT M BRES
EREZTHELES,
AR P RS EIY
L&ELISIFHEITHUA
oo |






item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序　憧れの骨占い



		１　姫君とライオン



		２　だるまさんがころんだ　



		３　三つ目一家の家族旅行



		４　貧乏神の呪い　



		５　貧乏神の接吻



		終　石像の男



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p073.jpg





item/image/p035.jpg





item/image/p111.jpg





item/image/kugiri.jpg





item/image/midashi07.jpg





item/image/p007.jpg





item/image/p249.jpg





item/image/midashi06.jpg





item/image/p004.jpg





item/image/midashi05.jpg





item/image/p005.jpg
Y B
IS END. Iruh)
A D F i BRTIY,
M \sozEEND
=< AV =






item/image/p203.jpg





item/image/midashi04.jpg
~— —~

EEE






item/image/midashi03.jpg





item/image/midashi02.jpg





item/image/midashi01.jpg





